
（別紙４）

アトリエあいだっく中野新橋
公表日 2025年3月1日

利用児童数 50人 回収数 20

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 15 2 1 2

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 16 2 0 2

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いますか。

また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配

慮が適切になされていると思いますか。

14 1 0 5

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こ

ども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
16 1 0 3

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けら

れていると思いますか。 
16 0 0 0

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っている

と思いますか 。
18 0 0 2

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された

上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されていると思います

か。

20 0 0 0

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等

デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」

で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。

19 1 0 0

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 20 0 0 0

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。 18 2 0 0

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会がありま

すか。
3 3 7 7

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な

説明がありましたか。
19 1 0 0

13 「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 20 0 0 0

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家

族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。
3 4 5 8

保

護

者

へ

の

説

明

等

見学時・初回利用時に利用に関しての説明を

行うと共に、利用開始時にはあいだっく独自

の利用ガイドを配布しております。

計画は保護者の方にご確認・同意いただいて

おり、日々の支援内容についても毎回報告し

進捗や状況をご確認いただけるよう努めてお

ります。

現在、家族支援の研修会等の実施は出来てお

りませんが、個別でご家庭での困り事等のご

相談への対応や情報提供等、行わせていただ

いております。どうぞお気軽にご相談くださ

い。

適

切

な

支

援

の

提

供

専門的な視点や知識について定期的に研修等

も行ない、個別に最適なプログラムを提供で

きるよう工夫すると共に、ご意見やご要望に

応じた柔軟な対応を心がけて支援を行ってい

ます。

令和７年度までの支援プログラムの公表に向

けて準備を進めております。

相談支援事業所と連携をとり、基本情報や児

童の様子を基に、保護者とのお話や提出書類

等も参考にし、理学療法士等の専門スタッフ

の視点も組み込みながら作成・見直しを行っ

ています。

上記同様、それぞれの児童についてスタッフ

で話し合い、必要性に応じて適切な項目を設

定し、支援計画をたてています。

計画はもちろん意識しつつも、日々のこども

の変化や状態、状況等にも合わせながら、柔

軟に支援を行なうようにしております。

絵画・イラスト・工作・書道・コンテスト応

募など、色々な活動や季節を感じられるよう

なイベント、お出かけ等の場もより一層充実

させ、提供できるように今後も工夫していき

たいと思います。

現状、ご希望等も多くないこともあり、積極

的には行っていませんが、今後、利用者様の

意見も聞きながら必要に応じて取り入れてい

きます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

事業の指定基準を上回るスペースの確保をさ

せていただいてはおりますが、引き続き、ス

ペースを有効活用したり、時にはお出かけを

企画したりし、出来るだけ伸び伸びと活動出

来るようスペース確保の工夫を行っていきま

す。

事業の指定新基準の職員配置で対応しており

ます。また、理学療法士や保育士はもちろ

ん、アート面に専門的なスタッフも配置して

おります。

施設は1Fに位置しており、施設内に段差もな

いフラットな床面で、トイレやロッカー等に

もそれぞれマークやイラストをつける等して

わかりやすくなるよう工夫しています。

生活空間内に空気清浄機(加湿・除湿機能付き)

を２台設置し、部屋はもちろん、玄関からト

イレまで毎日清掃・消毒を行なっています。

空気清浄機や掃除機等の機器についても定期

的に洗浄作業を行っています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共

通理解ができていると思いますか。
19 1 0 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 14 1 0 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 19 1 0 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が

設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向けのイベント

の開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの

支援がされていますか。

1 4 7 8

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているととも

に、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相

談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

13 4 0 3

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思います

か。
19 1 0 0

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報

や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。
15 1 0 4

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 18 0 0 2

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生

を想定した訓練が実施されていますか。

16 1 0 3

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が行わ

れていますか。
15 1 0 4

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確

保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
15 1 1 2

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生

した際の状況等について説明がされていると思いますか。
15 0 0 5

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  20 0 0 0

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 19 1 0 0

29 事業所の支援に満足していますか。 19 1 0 0

日々の送迎や連絡帳メール、お電話、行事等

に加え、面談等の際にも情報のやり取りをさ

せていただいております。

Pマークも取得しており、メールディーラーを

使った誤送信防止の対策を講じ、個人資料は

鍵付きの書庫での保管、PCへのパスワード設

定等も行い、個人情報を含むものの管理には

留意しております。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルは、施設内で閲覧することが

可能です。すぐ確認したい方は、施設来所時

等職員へお声かけ下さい。また、防災対応に

つきましては防災カードを制作して各ご家庭

に配布し、流れをわかりやすく改良させてい

ただきました。

消防法の年2回実施義務を基準に171やX(旧

twitter)を使い、保護者の方へも参加の案内を

させていただきながら、緊急時の連絡方法の

確認や避難訓練等を随時行っております。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュア

ル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル

等を策定し、避難訓練等も適切に行なうこと

で、安全確保の体制を整え、十分に配慮した

上で支援を行っております。

事故や怪我が発生した際には、速やかに保護

者と連絡をとり、対応させていただいており

ます。また、１日の様子の文章連絡は勿論、

送迎時の引き渡しの際にも直接状況等ご説明

させていただいております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

基本的には半年に1度の頻度で個別支援計画作

成に向けて面談を行わせて頂いております。

また、面談希望がある場合には、いつでも対

応しておりますので、遠慮なくお申出下さ

い。

それぞれのこどもの特性やその時の状況等も

理解し、気持ちに寄り添い、共感を大切にし

た支援を心掛けております。

現在のところ、保護者会やきょうだい同士の

交流のためのイベント等の開催はしておら

ず、必要な連絡等は個別に報告させていただ

いております。ただ、新型コロナウィルスの

影響のため開催できていない期間もありまし

たが、年度末に展示会を開催しており、保護

者の方同士でお話ができる機会の場にもなれ

ば…と思っております。

窓口や解決責任者等は、「重要事項説明書」

にて記載しております。迅速に対応いたしま

すので、遠慮せずにお申出下さい。

口頭・書面・電話・SNS・メールなどの様々

な方法を利用して情報伝達手段を増やしてい

ます。

満

足

度

今後も、安心して通所していただけるよう、

一人ひとりの様子を見守り、信頼関係を築き

ながらサポートしていきます。

楽しんで過ごしていただけるように、引き続

き試行錯誤して取り組みや環境整備の工夫を

行っていきます。

利用者様やご家族の方々のご協力やご理解に

支えていただき、日々事業所で支援を行って

ゆくことができております。本当にありがと

うございます。引き続き、ご要望やご意見を

積極的に取り入れ、より良い活動や支援を目

指していきたいと思います。

今後もホームページ・SNS・ブログを有効に

活用して情報を発信していく予定です。



（別紙４）

アトリエあいだっく新中野
公表日 2025年3月1日

利用児童数 58名 回収数 29

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 17 6 2 4

長時間の利用を考えるともう少し広い方

がと良い。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 18 2 9

通所時の職員の人数を知らない。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

20 1 8

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
22 1 6

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
28 1

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
25 1 3

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

29

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

24 3 3

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 27 2

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
22 2 5

・長期休暇などに外出の機会を与えてくれて

とても有難い。

・可能であれば外遊びなどのプログラムを学

校期間中にも取り入れてもほしい。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
3 4 7 15

希望していないので現状に満足している。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
29

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
21 2 6

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

事業の指定基準を上回るスペースの確保

をさせていただいてはおりますが、引き

続き、スペースを有効活用したり、時に

はお出かけを企画したりし、出来るだけ

伸び伸びと活動出来るようスペース確保

の工夫を行っていきます。

事業の指定新基準の職員配置で対応して

おります。また、作業療法士や保育士は

もちろん、アート面に専門的なスタッフ

も配置しております。

施設は3階にございますが、エレベー

ターを完備しています。施設内は段差の

ないフラットな床面となっております。

イラストやマーク、写真などを活用し、

視覚的に分かりやすくなるよう工夫して

います。

生活空間内に空気清浄機(加湿機能付き)

を２台設置し、部屋はもちろん、玄関か

らトイレまで毎日清掃・消毒を行なって

います。空気清浄機等の機器についても

定期的に洗浄作業を行っています。

適

切

な

支

援

の

提

供

専門的な視点や知識について定期的に研

修等も行ない、個別に最適なプログラム

を提供できるよう工夫すると共に、ご意

見やご要望に応じた柔軟な対応を心がけ

て支援を行っています。

令和７年度までの支援プログラムの公表

に向けて準備を進めております。

相談支援事業所と連携をとり、基本情報

や児童の様子を基に、保護者とのお話や

提出書類等も参考にし、作業療法士等の

専門スタッフの視点も組み込みながら作

成・見直しを行っています。

上記同様、それぞれの児童についてス

タッフで話し合い、必要性に応じて適切

な項目を設定し、支援計画をたてていま

す。

計画はもちろん意識しつつも、日々のこ

どもの変化や状態、状況等にも合わせな

がら、柔軟に支援を行なうようにしてお

ります。

絵画・イラスト・工作・書道等の創作活

動を始め、パラアートやアートプロジェ

クトなどの外部コンテストにも積極的に

応募しています。また、季節を感じられ

るようなイベント、お出かけ等の場もよ

り一層充実させ、提供できるように今後

も工夫していきたいと思います。

現状、ご希望等も多くないこともあり、

積極的には行っていませんが、今後、利

用者様の意見も聞きながら必要に応じて

取り入れていきます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

見学時・初回利用時に利用に関しての説

明を行うと共に、利用開始時にはあい

だっく独自の利用ガイドを配布しており

ます。

計画は保護者の方にご確認・同意いただ

いており、日々の支援内容についても毎

回報告し進捗や状況をご確認いただける

よう努めております。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

6 6 5 12

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
29

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 25 3 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 27 2

・職員によって異なる。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

3 5 12 9

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

19 3 7

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
27 2

連絡帳をアプリ等で電子化してほしい。

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

15 4 2 7

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 24 2 3

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

17 3 9

災害用伝言ダイヤルやSNSを使用した

防災訓練を行っている。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
18 1 10

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
21 1 7

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
17 3 9

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  29

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 28 1

毎週通所を楽しみにしている。

29 事業所の支援に満足していますか。 29

とても良い施設を利用出来て大変満足し

ている。

基本的には半年に1度の頻度で個別支援

計画作成に向けて面談を行わせて頂いて

おります。また、面談希望がある場合に

は、いつでも対応しておりますので、遠

慮なくお申出下さい。

それぞれのこどもの特性やその時の状況

等も理解し、気持ちに寄り添い、共感を

大切にした支援を心掛けております。

現在のところ、保護者会やきょうだい同

士の交流のためのイベント等の開催はし

ておらず、必要な連絡等は個別に報告さ

せていただいております。

窓口や解決責任者等は、「重要事項説明

書」にて記載しております。迅速に対応

いたしますので、遠慮せずにお申出下さ

い。

口頭・書面・電話・SNS・メールなどの

様々な方法を利用して情報伝達手段を増

やしています。アプリ等の電子化につき

ましても、今後法人内で検討してまいり

ます。

満

足

度

今後も、安心して通所していただけるよ

う、一人ひとりの様子を見守り、信頼関

係を築きながらサポートしていきます。

楽しんで過ごしていただけるように、引

き続き試行錯誤して取り組みや環境整備

の工夫を行っていきます。

利用者様やご家族の方々のご協力やご理

解に支えていただき、日々事業所で支援

を行ってゆくことができております。本

当にありがとうございます。引き続き、

ご要望やご意見を積極的に取り入れ、よ

り良い活動や支援を目指していきたいと

思います。

今後もホームページ・SNS・ブログを有

効に活用して情報を発信していく予定で

す。

Pマークも取得しており、メールディー

ラーを使った誤送信防止の対策を講じ、

個人資料は鍵付きの書庫での保管、PCへ

のパスワード設定等も行い、個人情報を

含むものの管理には留意しております。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルは、施設内で閲覧するこ

とが可能です。すぐ確認したい方は、施

設来所時等職員へお声かけ下さい。ま

た、防災対応につきましては防災カード

を制作して各ご家庭に配布し、流れをわ

かりやすく改良させていただきました。

消防法の年2回実施義務を基準に171や

X(旧twitter)を使い、保護者の方へも参

加の案内をさせていただきながら、緊急

時の連絡方法の確認や避難訓練等を随時

行っております。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュ

アル、防犯マニュアル、感染症対応マ

ニュアル等を策定し、避難訓練等も適切

に行なうことで、安全確保の体制を整

え、十分に配慮した上で支援を行ってお

ります。

事故や怪我が発生した際には、速やかに

保護者と連絡をとり、対応させていただ

いております。また、１日の様子の文章

連絡は勿論、送迎時の引き渡しの際にも

直接状況等ご説明させていただいており

ます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

現在、家族支援の研修会等の実施は出来

ておりませんが、個別でご家庭での困り

事等のご相談への対応や情報提供等、行

わせていただいております。どうぞお気

軽にご相談ください。

日々の送迎や連絡帳メール、お電話、行

事等に加え、面談等の際にも情報のやり

取りをさせていただいております。



（別紙４）

スタジオあいだっく
公表日 2025年　3月　1日

利用児童数 54名 回収数 32

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 24 4 4

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 23 2 7

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

22 2 8

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
24 1 1 6

換気が悪いかな…と思いました

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
28 1 3

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
28 2 2

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

30 2

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

29 2 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 30 2

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
30 1 1

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
2 4 10 16

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
31 1

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
26 2 1 3

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

5 6 5 16

保

護

者

へ

の

説

明

等

見学時・初回利用時に利用に関しての説

明を行うと共に、利用開始時にはあい

だっく独自の利用ガイドを配布しており

ます。

計画は保護者の方にご確認・同意いただ

いており、日々の支援内容についても毎

回報告し進捗や状況をご確認いただける

よう努めております。

現在、家族支援の研修会等の実施は出来

ておりませんが、個別でご家庭での困り

事等のご相談への対応や情報提供等、行

わせていただいております。どうぞお気

軽にご相談ください。

適

切

な

支

援

の

提

供

専門的な視点や知識について定期的に研

修等も行ない、個別に最適なプログラム

を提供できるよう工夫すると共に、ご意

見やご要望に応じた柔軟な対応を心がけ

て支援を行っています。

令和７年度までの支援プログラムの公表

に向けて準備を進めております。

相談支援事業所と連携をとり、基本情報

や児童の様子を基に、保護者とのお話や

提出書類等も参考にし、言語聴覚士や理

学療法士等の専門スタッフの視点も組み

込みながら作成・見直しを行っていま

す。

上記同様、それぞれの児童についてス

タッフで話し合い、必要性に応じて適切

な項目を設定し、支援計画をたてていま

す。

計画はもちろん意識しつつも、日々のこ

どもの変化や状態、状況等にも合わせな

がら、柔軟に支援を行なうようにしてお

ります。

活動は、歌唱や楽器演奏、ダンス、カッ

プスを毎日ランダムにおこなっており、

定期的に各内容も見直しながら、新しい

トレンドや技術を取り入れることで常に

新鮮で効果的な活動を提供できるように

しています。更に、サーキット的な運動

により、体幹、バランス感覚にもアプ

ローチするセラピスト活動も取り入れ、

子供たちにたくさんの楽しさを体験して

いただけるように努めています。

現状、ご希望等も多くないこともあり、

積極的には行っていませんが、今後、利

用者様の意見も聞きながら必要に応じて

取り入れていきます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

事業の指定基準を上回るスペースの確保

をさせていただいてはおりますが、引き

続き、スペースを有効活用したり、時に

はお出かけを企画したりし、出来るだけ

伸び伸びと活動出来るようスペース確保

の工夫を行っていきます。

事業の指定新基準の職員配置で対応して

おります。また、言語聴覚士や理学療法

士、保育士はもちろん、ダンス面、音楽

面に専門的なスタッフも配置しておりま

す。

施設内は段差もなくフラットな床面と

なっております。トイレのみ3ｃｍ程の

段差がありますが、都度スタッフが見守

れるよう配置に気を付けながら支援をし

ております。

生活空間内に空気清浄機(加湿付き)を設

置し、部屋はもちろん、玄関からトイレ

まで毎日清掃・消毒を行なっています。

空気清浄機や掃除機等の機器についても

定期的に洗浄作業を行っています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
28 4

相談支援事業所あいだっくの担当者との

面談はあります

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 28 5 3

いつも親身になって相談を聞いて下さり

衣、助かっています。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 28 2 2

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

2 7 11 12

保護者同士の交流はここでは必要ないと

思います。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

18 4 10

相談や申し入れをしていません。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
30 2

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

20 2 2 8
HP、SNSを見ないので…。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 20 1

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

30 1 1

・子どもの訓練はしていないようでした

ので…

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
23 4 1 4

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
25 3 1 3

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
25 3 4

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  31 1

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 30 1 1

「今日はあいだっくだよ」と言うとニコ

ニコします。楽しく通所出来てありがた

く感じています。

とにかく楽しみにしています。活動、先

生、お友達に会える事などが楽しく嬉し

いようです。

アトリエより広いのでまだ行く気があり

そう。行けば楽しかったと帰って来る。

両施設ともとても楽しみに通わせていた

だいています。引き続きよろしくお願い

します。

29 事業所の支援に満足していますか。 32

長期休暇中の開所時間がもう少し早いと

助かります。現在は開所迄学童で過ごし

ています。

満

足

度

今後も、安心して通所していただけるよ

う、一人ひとりの様子を見守り、信頼関

係を築きながらサポートしていきます。

楽しんで過ごしていただけるように、引

き続き試行錯誤して取り組みや環境整備

の工夫を行っていきます。

利用者様やご家族の方々のご協力やご理

解に支えていただき、日々事業所で支援

を行ってゆくことができております。本

当にありがとうございます。引き続き、

ご要望やご意見を積極的に取り入れ、よ

り良い活動や支援を目指していきたいと

思います。

今後もホームページ・SNS・ブログを有

効に活用して情報を発信していく予定で

す。

Pマークも取得しており、メールディー

ラーを使った誤送信防止の対策を講じ、

個人資料は鍵付きの書庫での保管、PCへ

のパスワード設定等も行い、個人情報を

含むものの管理には留意しております。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルは、施設内で閲覧するこ

とが可能です。すぐ確認したい方は、施

設来所時等職員へお声かけ下さい。ま

た、防災対応につきましては防災カード

を制作して各ご家庭に配布し、流れをわ

かりやすく改良させていただきました。

消防法の年2回実施義務を基準に171や

X(旧twitter)を使い、保護者の方へも参

加の案内をさせていただきながら、緊急

時の連絡方法の確認や避難訓練等を随時

行っております。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュ

アル、防犯マニュアル、感染症対応マ

ニュアル等を策定し、避難訓練等も適切

に行なうことで、安全確保の体制を整

え、十分に配慮した上で支援を行ってお

ります。

事故や怪我が発生した際には、速やかに

保護者と連絡をとり、対応させていただ

いております。また、１日の様子の文章

連絡は勿論、送迎時の引き渡しの際にも

直接状況等ご説明させていただいており

ます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

日々の送迎や連絡帳メール、お電話、行

事等に加え、面談等の際にも情報のやり

取りをさせていただいております。

基本的には半年に1度の頻度で個別支援

計画作成に向けて面談を行わせて頂いて

おります。また、面談希望がある場合に

は、いつでも対応しておりますので、遠

慮なくお申出下さい。

それぞれのこどもの特性やその時の状況

等も理解し、気持ちに寄り添い、共感を

大切にした支援を心掛けております。

現在のところ、保護者会やきょうだい同

士の交流のためのイベント等の開催はし

ておらず、必要な連絡等は個別に報告さ

せていただいておりますが、年度末に

「あいだっくフェスタ」という日ごろの

成果を発表する音楽発表会＆卒業式にご

家族を招いておりますので、交流の機会

になれば…と思います。

窓口や解決責任者等は、「重要事項説明

書」にて記載しております。迅速に対応

いたしますので、遠慮せずにお申出下さ

い。

口頭・書面・電話・SNS・メールなどの

様々な方法を利用して情報伝達手段を増

やしています。



（別紙４）

パソコンあいだっく
公表日 2025年3月1日

利用児童数 58人 回収数 26

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 17 4 5

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 21 1 4

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

12 4 10

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
20 2 4

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
26

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
22 1 3

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

25 1

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

24 1 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 25 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
23 1 2

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
2 3 10 11

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
24 1 1

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
24 2

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

3 8 8 7

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

事業の指定基準を上回るスペースの確保

をさせていただいてはおりますが、引き

続き、スペースを有効活用したり、時に

はお出かけを企画したりし、出来るだけ

伸び伸びと活動出来るようスペース確保

の工夫を行っていきます。

事業の指定新基準の職員配置で対応して

おります。また、作業療法士や保育士も

配置しており、児童経験が豊富な職員で

構成しております。

施設は7階にございますが、エレベー

ターを完備しております。室内は段差の

ないフラットな床面となっており、入り

口付近等の段差については、必要に応じ

てスタッフが補助する形で配慮しており

ます。

生活空間内に空気清浄機(加湿機能付き)

を設置し、部屋はもちろん、玄関からト

イレまで毎日清掃・消毒を行なっていま

す。空気清浄機等の機器についても定期

的に洗浄作業を行っています。

適

切

な

支

援

の

提

供

専門的な視点や知識について定期的に研

修等も行ない、個別に最適なプログラム

を提供できるよう工夫すると共に、ご意

見やご要望に応じた柔軟な対応を心がけ

て支援を行っています。

令和７年度までの支援プログラムの公表

に向けて準備を進めております。

相談支援事業所と連携をとり、基本情報

や児童の様子を基に、保護者とのお話や

提出書類等も参考にし、作業療法士等の

専門スタッフの視点も組み込みながら作

成・見直しを行っています。

上記同様、それぞれの児童についてス

タッフで話し合い、必要性に応じて適切

な項目を設定し、支援計画をたてていま

す。

計画を意識しつつも、日々の子どもの変

化や状態、状況に応じて、柔軟に支援を

行うよう心がけています。

パソコン活動だけでなく、自由時間の内

容もさらに充実させ、お出かけの機会も

増やし、より多様な体験を提供できるよ

う、今後も工夫していきたいと考えてい

ます。

現状、ご希望等も多くないこともあり、

積極的には行っていませんが、今後、利

用者様の意見も聞きながら必要に応じて

取り入れていきます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

見学時・初回利用時に利用に関しての説

明を行うと共に、利用開始時にはあい

だっく独自の利用ガイドを配布しており

ます。

計画は保護者の方にご確認・同意いただ

いており、日々の支援内容についても毎

回報告し進捗や状況をご確認いただける

よう努めております。

現在、家族支援の研修会等の実施は出来

ておりませんが、個別でご家庭での困り

事等のご相談への対応や情報提供等、行

わせていただいております。どうぞお気

軽にご相談ください。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
24 2

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 19 4 3

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 24 2

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

1 6 13 6

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

22 1 4

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
26

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

18 3 1 4

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 22 1 4

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

18 1 7

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
19 1 6

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
21 2 1 2

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
22 1 3

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  26

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 26

29 事業所の支援に満足していますか。 26

基本的には半年に1度の頻度で個別支援

計画作成に向けて面談を行わせて頂いて

おります。また、面談希望がある場合に

は、いつでも対応しておりますので、遠

慮なくお申出下さい。

それぞれのこどもの特性やその時の状況

等も理解し、気持ちに寄り添い、共感を

大切にした支援を心掛けております。

現在のところ、保護者会やきょうだい同

士の交流のためのイベント等の開催はし

ておらず、必要な連絡等は個別に報告さ

せていただいております。

窓口や解決責任者等は、「重要事項説明

書」にて記載しております。迅速に対応

いたしますので、遠慮せずにお申出下さ

い。

口頭・書面・電話・SNS・メールなどの

様々な方法を利用して情報伝達手段を増

やしています。

満

足

度

今後も、安心して通所していただけるよ

う、一人ひとりの様子を見守り、信頼関

係を築きながらサポートしていきます。

楽しんで過ごしていただけるように、引

き続き試行錯誤して取り組みや環境整備

の工夫を行っていきます。

利用者様やご家族の方々のご協力やご理

解に支えていただき、日々事業所で支援

を行ってゆくことができております。本

当にありがとうございます。引き続き、

ご要望やご意見を積極的に取り入れ、よ

り良い活動や支援を目指していきたいと

思います。

今後もホームページ・SNS・ブログを有

効に活用して情報を発信していく予定で

す。

Pマークも取得しており、メールディー

ラーを使った誤送信防止の対策を講じ、

個人資料は鍵付きの書庫での保管、PCへ

のパスワード設定等も行い、個人情報を

含むものの管理には留意しております。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルは、施設内で閲覧するこ

とが可能です。すぐ確認したい方は、施

設来所時等職員へお声かけ下さい。ま

た、防災対応につきましては防災カード

を制作して各ご家庭に配布し、流れをわ

かりやすく改良させていただきました。

消防法の年2回実施義務を基準に171や

X(旧twitter)を使い、保護者の方へも参

加の案内をさせていただきながら、緊急

時の連絡方法の確認や避難訓練等を随時

行っております。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュ

アル、防犯マニュアル、感染症対応マ

ニュアル等を策定し、避難訓練等も適切

に行なうことで、安全確保の体制を整

え、十分に配慮した上で支援を行ってお

ります。

事故や怪我が発生した際には、速やかに

保護者と連絡をとり、対応させていただ

いております。また、１日の様子の文章

連絡は勿論、送迎時の引き渡しの際にも

直接状況等ご説明させていただいており

ます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

日々の送迎や連絡帳メール、お電話、行

事等に加え、面談等の際にも情報のやり

取りをさせていただいております。



（別紙４）

サッカーあいだっく
公表日 2025年3月1日

利用児童数 53人 回収数 20

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 12 7 0 1

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 17 1 0 2

送迎の車内でのいざこざが気になりま

す。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

14 2 0 4

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
16 2 0 2

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
20 0 0 0

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
20 0 0 0

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

20 0 0 0

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

19 0 0 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 19 1 0 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
18 0 0 2

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
3 3 6 8

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
20 0 0 0

保

護

者

へ

の

説

明

等

見学時・初回利用時に利用に関しての説

明を行うと共に、利用開始時にはあい

だっく独自の利用ガイドを配布しており

ます。

適

切

な

支

援

の

提

供

専門的な視点や知識について定期的に研

修等も行ない、個別に最適なプログラム

を提供できるよう工夫すると共に、ご意

見やご要望に応じた柔軟な対応を心がけ

て支援を行っています。

令和７年度までの支援プログラムの公表

に向けて準備を進めております。

相談支援事業所と連携をとり、基本情報

や児童の様子を基に、保護者とのお話や

提出書類等も参考にし、理学療法士等の

専門スタッフの視点も組み込みながら作

成・見直しを行っています。

上記同様、それぞれの児童についてス

タッフで話し合い、必要性に応じて適切

な項目を設定し、支援計画をたてていま

す。

計画はもちろん意識しつつも、日々のこ

どもの変化や状態、状況等にも合わせな

がら、柔軟に支援を行なうようにしてお

ります。

身体を動かすことを中心とした活動を行

う中で、近隣の公園や施設等を活用する

などしながら、様々な活動を取り入れて

おります。季節の行事と関連付けた、レ

クリエーション的な活動も実施していま

す。

現状、ご希望等も多くないこともあり、

積極的には行っていませんが、今後、利

用者様の意見も聞きながら必要に応じて

取り入れていきます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

屋外の公園や公共施設等を利用しての活

動を組み込んでおり、事業所も指定基準

を上回るスペースの確保をさせていただ

いております。引き続き、スペースを有

効活用できるよう意識すると共に、時に

はお出かけを企画したりし、出来るだけ

伸び伸びと活動出来るよう工夫していき

ます。

ご対面の際やお電話にて詳細をお伝えい

たしましたが、説明が分かりにくく、ご

迷惑をおかけしましたことを深くお詫び

申し上げます。今後もより分かりやすく

丁寧な説明を心がけ、ご対面時やお電話

でしっかりと内容をお伝えできるよう努

めてまいります。お子様を安心してお預

けいただける環境作りに尽力して参りま

すので、何かご不明な点やご不安なこと

がございましたら、いつでもお気軽にお

申し付けくださいませ。

施設は2Fに位置しており階段を使用しま

すが、支援員が必要な箇所で補助する形

で配慮を行っています。

生活空間内に空気清浄機(加湿能付き)を

２台設置し、部屋はもちろん、玄関から

トイレまで毎日清掃・消毒を行なってい

ます。空気清浄機や掃除機等の機器につ

いても定期的に洗浄作業を行っていま

す。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
18 1 0 1

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

5 3 1 11

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
19 0 0 1

活動後に落ちこんだりよくない気持ちの

まま下所となった際にはいつも詳細状況

を電話にて伝えて下さっています。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 18 0 1 1

心配に思っていることも親身になって用

談にのっていただきました。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 19 0 1 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

3 5 5 7

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

18 1 0 1

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
20 0 0 0

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

14 0 1 5
ブログをいつも楽しみにしております。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 19 0 0 1

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

16 0 1 3

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
14 0 1 5

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
17 0 0 3

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
17 0 0 3

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  20 0 0 0

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 20 0 0 0
いつも非常に楽しみにしております。

29 事業所の支援に満足していますか。 20 0 0 0

文句なし。満足してます。

満

足

度

今後も、安心して通所していただけるよ

う、一人ひとりの様子を見守り、信頼関

係を築きながらサポートしていきます。

楽しんで過ごしていただけるように、引

き続き試行錯誤して取り組みや環境整備

の工夫を行っていきます。

利用者様やご家族の方々のご協力やご理

解に支えていただき、日々事業所で支援

を行ってゆくことができております。本

当にありがとうございます。引き続き、

ご要望やご意見を積極的に取り入れ、よ

り良い活動や支援を目指していきたいと

思います。

今後もホームページ・SNS・ブログを有

効に活用して情報を発信していく予定で

す。

Pマークも取得しており、メールディー

ラーを使った誤送信防止の対策を講じ、

個人資料は鍵付きの書庫での保管、PCへ

のパスワード設定等も行い、個人情報を

含むものの管理には留意しております。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルは、施設内で閲覧するこ

とが可能です。すぐ確認したい方は、施

設来所時等職員へお声かけ下さい。ま

た、防災対応につきましては防災カード

を制作して各ご家庭に配布し、流れをわ

かりやすく改良させていただきました。

消防法の年2回実施義務を基準に171や

X(旧twitter)を使い、保護者の方へも参

加の案内をさせていただきながら、緊急

時の連絡方法の確認や避難訓練等を随時

行っております。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュ

アル、防犯マニュアル、感染症対応マ

ニュアル等を策定し、避難訓練等も適切

に行なうことで、安全確保の体制を整

え、十分に配慮した上で支援を行ってお

ります。

事故や怪我が発生した際には、速やかに

保護者と連絡をとり、対応させていただ

いております。また、１日の様子の文章

連絡は勿論、送迎時の引き渡しの際にも

直接状況等ご説明させていただいており

ます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

計画は保護者の方にご確認・同意いただ

いており、日々の支援内容についても毎

回報告し進捗や状況をご確認いただける

よう努めております。

現在、家族支援の研修会等の実施は出来

ておりませんが、個別でご家庭での困り

事等のご相談への対応や情報提供等、行

わせていただいております。どうぞお気

軽にご相談ください。

日々の送迎や連絡帳メール、お電話、行

事等に加え、面談等の際にも情報のやり

取りをさせていただいております。

基本的には半年に1度の頻度で個別支援

計画作成に向けて面談を行わせて頂いて

おります。また、面談希望がある場合に

は、いつでも対応しておりますので、遠

慮なくお申出下さい。

それぞれのこどもの特性やその時の状況

等も理解し、気持ちに寄り添い、共感を

大切にした支援を心掛けております。

現在のところ、保護者会やきょうだい同

士の交流のためのイベント等の開催はし

ておらず、必要な連絡等は個別に報告さ

せていただいております。

窓口や解決責任者等は、「重要事項説明

書」にて記載しております。迅速に対応

いたしますので、遠慮せずにお申出下さ

い。

口頭・書面・電話・SNS・メールなどの

様々な方法を利用して情報伝達手段を増

やしています。



（別紙４）

渋谷あいだっく
公表日 2025年　3月　1日

利用児童数 47名 回収数 21

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 15 4 1 1

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 18 1 2

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

17 2 2

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
19 2 1

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
19 2

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
18 3

・支援プログラムの内容を把握していな

いが、報告メールでねらいは確認してい

る。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

21

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

18 3

・ガイドラインの内容を把握していな

い。

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 21

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
18 3

・日々の活動、夏休みのプログラムもと

ても考えていただいています。

・外出の機会はとても有難く、子どもは

楽しみにしています。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
2 4 4 11

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
20 1

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
20 1

保

護

者

へ

の

説

明

等

見学時・初回利用時に利用に関しての説

明を行うと共に、利用開始時にはあい

だっく独自の利用ガイドを配布しており

ます。

計画は保護者の方にご確認・同意いただ

いており、日々の支援内容についても毎

回報告し進捗や状況をご確認いただける

よう努めております。

適

切

な

支

援

の

提

供

専門的な視点や知識について定期的に研

修等も行ない、個別に最適なプログラム

を提供できるよう工夫すると共に、ご意

見やご要望に応じた柔軟な対応を心がけ

て支援を行っています。

令和７年度までの支援プログラムの公表

に向けて準備を進めております。

相談支援事業所と連携をとり、基本情報

や児童の様子を基に、保護者とのお話や

提出書類等も参考にし、理学療法士等の

専門スタッフの視点も組み込みながら作

成・見直しを行っています。

上記同様、それぞれの児童についてス

タッフで話し合い、必要性に応じて適切

な項目を設定し、支援計画をたてていま

す。

計画はもちろん意識しつつも、日々のこ

どもの変化や状態、状況等にも合わせな

がら、柔軟に支援を行なうようにしてお

ります。

パソコン活動（月・火）、スタジオ活動

（水・金）、アトリエ活動（木）となっ

ています。各活動、個々の能力に合わせ

た内容や長期休みのイベント等、子ども

たちが飽きないよう日々模索しながら活

動を考えております。

また、スタジオ活動は、あいだっくフェ

スタに向けて練習を行うため、同じ曲を

何度も繰り返すことがあります。その点

につきましてはご理解頂ければと存じま

す。

今後も子どもたちが「あいだっく楽し

み」と思えるような活動内容を提供して

いきたいと思います。

現状、ご希望等も多くないこともあり、

積極的には行っていませんが、今後、利

用者様の意見も聞きながら必要に応じて

取り入れていきます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

事業の指定基準を上回るスペースの確保

をさせていただいてはおりますが、引き

続き、スペースを有効活用したり、時に

はお出かけを企画したりし、出来るだけ

伸び伸びと活動出来るようスペース確保

の工夫を行っていきます。

事業の指定新基準の職員配置で対応して

おります。また、理学療法士や臨床心理

士等の専門的なスタッフも配置しており

ます。

施設は1Fに位置しており、施設内は段差

も少なくフラットな床面となっておりま

す。トイレやキッチンの水回りのみ５ｃ

ｍ程の段差があるため、都度スタッフが

見守れるようスタッフ配置に気を付けな

がら支援をしております。

生活空間内に空気清浄機(加湿・除湿機能

付き)を２台設置し、部屋はもちろん、玄

関からトイレまで毎日清掃・消毒を行

なっています。空気清浄機や掃除機等の

機器についても定期的に洗浄作業を行っ

ています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

5 6 1 9

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
20 1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 16 3 1 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 20 1

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

4 4 3 10

・特に必要性は感じていない。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

15 1 5

・不備がないので、申し入れをした事が

ないです。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
21

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

14 2 2 3

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 20 1

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

15 2 4

・子どもの訓練はしていないようでした

ので…

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
12 1 8

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
17 1 3

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
16 5

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  21

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 20 1
・いつも楽しく通わせていただいていま

す。

29 事業所の支援に満足していますか。 21

・満足しております。ありがとうござい

ます。

・いつも楽しく過ごしています。見守り

カメラを見ると、いつもどなたかがそば

で支えて下さりとても安心ですし、日々

色々なイベントを計画していただき本当

に感謝しかありません。色々なデイサー

ビスを見てきましたが、あいだっくが一

番いいところです。いつもありがとうご

ざいます。

満

足

度

今後も、安心して通所していただけるよ

う、一人ひとりの様子を見守り、信頼関

係を築きながらサポートしていきます。

楽しんで過ごしていただけるように、引

き続き試行錯誤して取り組みや環境整備

の工夫を行っていきます。

利用者様やご家族の方々のご協力やご理

解に支えていただき、日々事業所で支援

を行ってゆくことができております。本

当にありがとうございます。引き続き、

ご要望やご意見を積極的に取り入れ、よ

り良い活動や支援を目指していきたいと

思います。

今後もホームページ・SNS・ブログを有

効に活用して情報を発信していく予定で

す。

Pマークも取得しており、メールディー

ラーを使った誤送信防止の対策を講じ、

個人資料は鍵付きの書庫での保管、PCへ

のパスワード設定等も行い、個人情報を

含むものの管理には留意しております。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルは、施設内で閲覧するこ

とが可能です。すぐ確認したい方は、施

設来所時等職員へお声かけ下さい。ま

た、防災対応につきましては防災カード

を制作して各ご家庭に配布し、流れをわ

かりやすく改良させていただきました。

消防法の年2回実施義務を基準に171や

X(旧twitter)を使い、保護者の方へも参

加の案内をさせていただきながら、緊急

時の連絡方法の確認や避難訓練等を随時

行っております。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュ

アル、防犯マニュアル、感染症対応マ

ニュアル等を策定し、避難訓練等も適切

に行なうことで、安全確保の体制を整

え、十分に配慮した上で支援を行ってお

ります。

事故や怪我が発生した際には、速やかに

保護者と連絡をとり、対応させていただ

いております。また、１日の様子の文章

連絡は勿論、送迎時の引き渡しの際にも

直接状況等ご説明させていただいており

ます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

現在、家族支援の研修会等の実施は出来

ておりませんが、個別でご家庭での困り

事等のご相談への対応や情報提供等、行

わせていただいております。どうぞお気

軽にご相談ください。

日々の送迎や連絡帳メール、お電話、行

事等に加え、面談等の際にも情報のやり

取りをさせていただいております。

基本的には半年に1度の頻度で個別支援

計画作成に向けて面談を行わせて頂いて

おります。また、面談希望がある場合に

は、いつでも対応しておりますので、遠

慮なくお申出下さい。

それぞれのこどもの特性やその時の状況

等も理解し、気持ちに寄り添い、共感を

大切にした支援を心掛けております。

現在のところ、保護者会やきょうだい同

士の交流のためのイベント等の開催はし

ておらず、必要な連絡等は個別に報告さ

せていただいておりますが、年度末に

「あいだっくフェスタ」という音楽発表

会＆卒業式にご家族を招いて、日頃の成

果を発表する機会を設けており、交流の

機会になれば…と思っています。

窓口や解決責任者等は、「重要事項説明

書」にて記載しております。迅速に対応

いたしますので、遠慮せずにお申出下さ

い。

口頭・書面・電話・SNS・メールなどの

様々な方法を利用して情報伝達手段を増

やしています。



（別紙４）

ブロックあいだっく
公表日 2025年3月1日

利用児童数 47名 回収数 26

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 21 4 1

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 19 2 5

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

20 1 5

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
22 4

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
25 1

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
24 2

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

25 1

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

23 1 2

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 25 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
24 2

２か所とも日々の活動、夏休みのプログ

ラムもとても考えていただいています。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
7 2 2 15

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
25 1

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
25 1

保

護

者

へ

の

説

明

等

見学時・初回利用時に利用に関しての説

明を行うと共に、利用開始時にはあい

だっく独自の利用ガイドを配布しており

ます。

計画は保護者の方にご確認・同意いただ

いており、日々の支援内容についても毎

回報告し進捗や状況をご確認いただける

よう努めております。

適

切

な

支

援

の

提

供

専門的な視点や知識について定期的に研

修等も行ない、個別に最適なプログラム

を提供できるよう工夫すると共に、ご意

見やご要望に応じた柔軟な対応を心がけ

て支援を行っています。

令和７年度までの支援プログラムの公表

に向けて準備を進めております。

相談支援事業所と連携をとり、基本情報

や児童の様子を基に、保護者とのお話や

提出書類等も参考にし、作業療法士等の

専門スタッフの視点も組み込みながら作

成・見直しを行っています。

上記同様、それぞれの児童についてス

タッフで話し合い、必要性に応じて適切

な項目を設定し、支援計画をたてていま

す。

計画はもちろん意識しつつも、日々のこ

どもの変化や状態、状況等にも合わせな

がら、柔軟に支援を行なうようにしてお

ります。

工作・レク・調理などの活動の中で、課

題にするものや材料や道具に様々なもの

を取り入れながら活動を組み立ててい

き、提案しています。内容も季節ごとや

テーマごとに変化をつけつつ、固定化し

ないように気を付けています。

現状、ご希望等も多くないこともあり、

積極的には行っていませんが、今後、利

用者様の意見も聞きながら必要に応じて

取り入れていきます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

事業の指定基準を上回るスペースを確保

しており、その3分の2以上を活動スペー

スとしています。限られた空間の中で、

目的別にスペースを区切り、より子供た

ちが活動しやすいようにレイアウトや

棚・机の位置や形状にも配慮していま

す。

事業の指定新基準の職員配置で対応して

おります。また、作業療法士や保育士な

どの専門的なスタッフも配置しておりま

す。

施設は2Fに位置しており階段を使用しま

すが、設置された手すりも使いながら支

援員が、必要な個所で補助する形で配慮

を行っています。施設内は段差もないフ

ラットな床面で、トイレや必要な箇所に

もそれぞれマークやイラストをつける等

してわかりやすくなるよう工夫していま

す。

生活空間内に空気清浄機(加湿機能付き)

を設置し、部屋はもちろん、玄関からト

イレまで毎日清掃・消毒を行なっていま

す。空気清浄機等の機器についても定期

的に洗浄作業を行っています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

6 2 3 15

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
24 1 1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 22 1 3

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 23 1 2

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

6 2 6 12

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

20 1 5

不満がないので申し入れをしたことがな

いです。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
22 1 3

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

19 1 6

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 25 1

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

23 3

子どもの訓練はしていないようでしたの

で

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
18 8

災害伝言ダイヤルの練習はありました

が、事業所が崩壊した場合の広域避難場

所や引き取り訓練の説明があれば参加し

たいと思いました。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
23 3

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
23 3

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  26

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 26

29 事業所の支援に満足していますか。 26

渋谷、ブロックを利用しています。いつも楽

しく過ごしています。見守りカメラを見ると

いつもどなたかがそばで支えてくださり、と

ても安心です。日々いろいろなイベントを計

画していただき本当に感謝しかありません。

色々なデイサービスを見て回りましたが、あ

いだっくさんが一番いいところです。いつも

ありがとうございます。

満

足

度

今後も、安心して通所していただけるよ

う、一人ひとりの様子を見守り、信頼関

係を築きながらサポートしていきます。

楽しんで過ごしていただけるように、引

き続き試行錯誤して取り組みや環境整備

の工夫を行っていきます。

利用者様やご家族の方々のご協力やご理

解に支えていただき、日々事業所で支援

を行ってゆくことができております。本

当にありがとうございます。引き続き、

ご要望やご意見を積極的に取り入れ、よ

り良い活動や支援を目指していきたいと

思います。

今後もホームページ・SNS・ブログを有

効に活用して情報を発信していく予定で

す。

Pマークも取得しており、メールディー

ラーを使った誤送信防止の対策を講じ、

個人資料は鍵付きの書庫での保管、PCへ

のパスワード設定等も行い、個人情報を

含むものの管理には留意しております。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルは、施設内で閲覧するこ

とが可能です。すぐ確認したい方は、施

設来所時等職員へお声かけ下さい。ま

た、防災対応につきましては防災カード

を制作して各ご家庭に配布し、流れをわ

かりやすく改良させていただきました。

消防法の年2回実施義務を基準に171や

X(旧twitter)を使い、保護者の方へも参

加の案内をさせていただきながら、緊急

時の連絡方法の確認や避難訓練等を随時

行っております。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュ

アル、防犯マニュアル、感染症対応マ

ニュアル等を策定し、避難訓練等も適切

に行なうことで、安全確保の体制を整

え、十分に配慮した上で支援を行ってお

ります。

事故や怪我が発生した際には、速やかに

保護者と連絡をとり、対応させていただ

いております。また、１日の様子の文章

連絡は勿論、送迎時の引き渡しの際にも

直接状況等ご説明させていただいており

ます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

現在、家族支援の研修会等の実施は出来

ておりませんが、個別でご家庭での困り

事等のご相談への対応や情報提供等、行

わせていただいております。どうぞお気

軽にご相談ください。

日々の送迎や連絡帳メール、お電話、行

事等に加え、面談等の際にも情報のやり

取りをさせていただいております。

基本的には半年に1度の頻度で面談を行

わせて頂いております。また、面談希望

がある場合には、いつでも対応しており

ますので、遠慮なくお申出下さい。

それぞれのこどもの特性やその時の状況

等も理解し、気持ちに寄り添い、共感を

大切にした支援を心掛けております。

現在のところ、保護者会やきょうだい同

士の交流のためのイベント等の開催はし

ておらず、必要な連絡等は個別に報告さ

せていただいております。

窓口や解決責任者等は、「重要事項説明

書」にて記載しております。迅速に対応

いたしますので、遠慮せずにお申出下さ

い。

口頭・書面・電話・SNS・メールなどの

様々な方法を利用して情報伝達手段を増

やしています。



（別紙４）

アトリエあいだっく川崎
公表日 2025年　3月　1日

利用児童数 40名 回収数 20

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 16 1 3

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 13 2 1 4

送りの時のスタッフ乗車

二人体制のほうが良いかなと思います。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

14 2 4

現段階では車椅子ユーザーの児童生徒

は利用しやすいかどうか、重度の

児童生徒が利用しやすかわからない。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。 17 3

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。  14

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。 13 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

14

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

13 1

（移行支援）は、まだだいぶ先かと

思われる。事前にアンケートを頂き

（家族支援）それに基づいた本人支援

を考えて頂いている

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 13 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。 17 1 2

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。 6 3 4 7

直接的交流はないけれど、ガイドライン

に示されている社会経験は満たされてい

る。（夏休みの外出など）

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。 18 2

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。 19 1

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

9 3 3 5

こまめに相談にはのっていただけてい

る。「ペアトレ」は受けたことがない。

家での支援が情報のつぎはぎになってい

るかも、という不安を感じる

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

事業の指定基準を上回るスペースの確保

をさせていただいてはおりますが、引き

続き、スペースを有効活用したり、時に

はお出かけを企画したりし、出来るだけ

伸び伸びと活動出来るようスペース確保

の工夫を行っていきます。

事業の指定新基準の職員配置で対応して

おります。また、理学療法士や保育士、

臨床心理士等の専門スタッフやアート面

に強いスタッフも配置しております。

送迎につきましては必要に応じて、２名

で対応させていただいております。

施設は1Fに位置しており、施設内は段差

のないフラットな床面となっておりま

す。また、イラストやマーク、写真など

を活用し、視覚的に分かりやすくなるよ

う工夫しています。

生活空間内に空気清浄機(加湿機能付き)

を設置し、部屋はもちろん、玄関からト

イレまで毎日清掃・消毒を行なっていま

す。空気清浄機や掃除機等の機器につい

ても定期的に洗浄作業を行っています。

適

切

な

支

援

の

提

供

専門的な視点や知識について定期的に研

修等も行ない、個別に最適なプログラム

を提供できるよう工夫すると共に、ご意

見やご要望に応じた柔軟な対応を心がけ

て支援を行っています。

令和７年度までの支援プログラムの公表

に向けて準備を進めております。

療育センターや相談支援事業所と連携を

とり、基本情報や児童の様子を基に、保

護者とのお話や提出書類等も参考にし、

作業療法士等の専門スタッフの視点も組

み込みながら作成・見直しを行っていま

す。

上記同様、それぞれの児童についてス

タッフで話し合い、必要性に応じて適切

な項目を設定し、支援計画をたてていま

す。

計画はもちろん意識しつつも、日々のこ

どもの変化や状態、状況等にも合わせな

がら、柔軟に支援を行なうようにしてお

ります。

絵画・イラスト・工作・書道・コンテス

ト応募など、色々な活動や季節を感じら

れるようなイベント、お出かけ等の場も

より一層充実させ、提供できるように今

後も工夫していきたいと思います。

現状、ご希望等も多くないこともあり、

積極的には行っていませんが、今後、利

用者様の意見も聞きながら必要に応じて

取り入れていきます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

見学時・初回利用時に利用に関しての説

明を行うと共に、利用開始時にはあい

だっく独自の利用ガイドを配布しており

ます。

計画は保護者の方にご確認・同意いただ

いており、日々の支援内容についても毎

回報告し進捗や状況をご確認いただける

よう努めております。

現在、家族支援の研修会等の実施は出来

ておりませんが、個別でご家庭での困り

事等のご相談への対応や情報提供等、行

わせていただいております。どうぞお気

軽にご相談ください。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。 19 1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 18 2

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 17 2

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

5 5 6 4

保護者同士で事業所で交流することは

あまりない。自発や近所、学校で

知り合った保護者同士で励まし合い

生活している

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

15 3 2

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。 20

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

16 4

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 17 1 2

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

17 1 2

防災訓練はよく行っていただいている。

その他はあまり伺ったことはない。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。 15 5

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。 17 1 2

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。 15 3 2

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  18 2

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 18 2

29 事業所の支援に満足していますか。 18 2

基本的には半年に1度の頻度で個別支援

計画作成に向けて面談を行わせて頂いて

おります。また、面談希望がある場合に

は、いつでも対応しておりますので、遠

慮なくお申出下さい。

それぞれのこどもの特性やその時の状況

等も理解し、気持ちに寄り添い、共感を

大切にした支援を心掛けております。

現在のところ、保護者会やきょうだい同

士の交流のためのイベント等の開催はし

ておらず、必要な連絡等は個別に報告さ

せていただいております。

窓口や解決責任者等は、「重要事項説明

書」にて記載しております。迅速に対応

いたしますので、遠慮せずにお申出下さ

い。

口頭・書面・電話・SNS・メールなどの

様々な方法を利用して情報伝達手段を増

やしています。

満

足

度

今後も、安心して通所していただけるよ

う、一人ひとりの様子を見守り、信頼関

係を築きながらサポートしていきます。

楽しんで過ごしていただけるように、引

き続き試行錯誤して取り組みや環境整備

の工夫を行っていきます。

利用者様やご家族の方々のご協力やご理

解に支えていただき、日々事業所で支援

を行ってゆくことができております。本

当にありがとうございます。引き続き、

ご要望やご意見を積極的に取り入れ、よ

り良い活動や支援を目指していきたいと

思います。

今後もホームページ・SNS・ブログを有

効に活用して情報を発信していく予定で

す。

Pマークも取得しており、メールディー

ラーを使った誤送信防止の対策を講じ、

個人資料は鍵付きの書庫での保管、PCへ

のパスワード設定等も行い、個人情報を

含むものの管理には留意しております。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルは、施設内で閲覧するこ

とが可能です。すぐ確認したい方は、施

設来所時等職員へお声かけ下さい。ま

た、防災対応につきましては防災カード

を制作して各ご家庭に配布し、流れをわ

かりやすく改良させていただきました。

消防法の年2回実施義務を基準に171や

X(旧twitter)を使い、保護者の方へも参

加の案内をさせていただきながら、緊急

時の連絡方法の確認や避難訓練等を随時

行っております。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュ

アル、防犯マニュアル、感染症対応マ

ニュアル等を策定し、避難訓練等も適切

に行なうことで、安全確保の体制を整

え、十分に配慮した上で支援を行ってお

ります。

事故や怪我が発生した際には、速やかに

保護者と連絡をとり、対応させていただ

いております。また、１日の様子の文章

連絡は勿論、送迎時の引き渡しの際にも

直接状況等ご説明させていただいており

ます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

日々の送迎や連絡帳メール、お電話、行

事等に加え、面談等の際にも情報のやり

取りをさせていただいております。



スタジオあいだっく川崎
公表日 2025年　3月　1日

利用児童数 36名 回収数 26

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 25 1

ダンスが出来る広さはあると思います。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 18 2 6

職員数は適切だと思う。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

15 2 9

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
21 5

清潔で掃除も行き届いていると思う。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
20 3 3

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
20 1 5

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

23 1 2

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

23 1 2

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 23 3

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
20 2 4

長期期間中のプログラムは本人

が楽しみにしています。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
7 2 7 10

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
23 3

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
24 2

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

12 4 4 6

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
22 3 1

保

護

者

へ

の

説

明

等

見学時・初回利用時に利用に関しての説

明を行うと共に、利用開始時にはあい

だっく独自の利用ガイドを配布しており

ます。

計画は保護者の方にご確認・同意いただ

いており、日々の支援内容についても毎

回報告し進捗や状況をご確認いただける

よう努めております。

現在、家族支援の研修会等の実施は出来

ておりませんが、個別でご家庭での困り

事等のご相談への対応や情報提供等、行

わせていただいております。どうぞお気

軽にご相談ください。

日々の送迎や連絡帳メール、お電話、行

事等に加え、面談等の際にも情報のやり

取りをさせていただいております。

適

切

な

支

援

の

提

供

専門的な視点や知識について定期的に研

修等も行ない、個別に最適なプログラム

を提供できるよう工夫すると共に、ご意

見やご要望に応じた柔軟な対応を心がけ

て支援を行っています。

令和７年度までの支援プログラムの公表

に向けて準備を進めております。

療育センターや相談支援事業所と連携を

とり、基本情報や児童の様子を基に、保

護者とのお話や提出書類等も参考にし、

理学療法士などの専門スタッフの視点も

組み込みながら作成・見直しを行ってい

ます。

上記同様、それぞれの児童についてス

タッフで話し合い、必要性に応じて適切

な項目を設定し、支援計画をたてていま

す。

計画はもちろん意識しつつも、日々のこ

どもの変化や状態、状況等にも合わせな

がら、柔軟に支援を行なうようにしてお

ります。

通常活動に加え、季節イベントや長期休

暇には、外出や調理、特別活動などを

行っております。より一層充実した活動

を提供できるように今後も工夫していき

たいと思います。

現状、ご希望等も多くないこともあり、

積極的には行っていませんが、今後、利

用者様の意見も聞きながら必要に応じて

取り入れていきます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

サッカー活動については屋外のフットサ

ルコートを借りて伸び伸びと行える環境

を整えています。室内についても、事業

の指定基準を上回るスペースの確保をさ

せていただいてはおり、スペースを有効

活用する工夫を行っています。時にはお

出かけを企画する等の工夫も行っていま

す。

事業の指定新基準の職員配置で対応して

おります。また、理学療法士などの専門

的なスタッフも配置しております。

施設は１階にありバリアフリー化に対応

しています。また支援員が、必要な個所

で補助する形で配慮を行っています。

業務終了後の清掃を欠かさず行って清潔

を保ち、限られた空間の中で、目的別に

スペースを区切り、より子供たちが活動

しやすいようにレイアウトや棚・机の位

置や形状にも配慮しています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 22 2 2

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 20 3 3

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

4 3 5 14

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

18 1 7

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
25 1

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

13 1 12

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 18 2 1 5

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

19 1 1 5

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
17 2 7

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
20 1 5

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
17 3 6

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  24 1 1

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 23 2 1

29 事業所の支援に満足していますか。 23 2 1

満

足

度

今後も、安心して通所していただけるよ

う、一人ひとりの様子を見守り、信頼関

係を築きながらサポートしていきます。

楽しんで過ごしていただけるように、引

き続き試行錯誤して取り組みや環境整備

の工夫を行っていきます。

利用者様やご家族の方々のご協力やご理

解に支えていただき、日々事業所で支援

を行ってゆくことができております。本

当にありがとうございます。引き続き、

ご要望やご意見を積極的に取り入れ、よ

り良い活動や支援を目指していきたいと

思います。

今後もホームページ・SNS・ブログを有

効に活用して情報を発信していく予定で

す。

Pマークも取得しており、メールディー

ラーを使った誤送信防止の対策を講じ、

個人資料は鍵付きの書庫での保管、PCへ

のパスワード設定等も行い、個人情報を

含むものの管理には留意しております。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルは、施設内で閲覧するこ

とが可能です。すぐ確認したい方は、施

設来所時等職員へお声かけ下さい。ま

た、防災対応につきましては防災カード

を制作して各ご家庭に配布し、流れをわ

かりやすく改良させていただきました。

消防法の年2回実施義務を基準に171や

X(旧twitter)を使い、保護者の方へも参

加の案内をさせていただきながら、緊急

時の連絡方法の確認や避難訓練等を随時

行っております。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュ

アル、防犯マニュアル、感染症対応マ

ニュアル等を策定し、避難訓練等も適切

に行なうことで、安全確保の体制を整

え、十分に配慮した上で支援を行ってお

ります。

事故や怪我が発生した際には、速やかに

保護者と連絡をとり、対応させていただ

いております。また、１日の様子の文章

連絡は勿論、送迎時の引き渡しの際にも

直接状況等ご説明させていただいており

ます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

基本的には半年に1度の頻度で個別支援

計画作成に向けて面談を行わせて頂いて

おります。また、面談希望がある場合に

は、いつでも対応しておりますので、遠

慮なくお申出下さい。

それぞれのこどもの特性やその時の状況

等も理解し、気持ちに寄り添い、共感を

大切にした支援を心掛けております。

現在のところ、保護者会やきょうだい同

士の交流のためのイベント等の開催はし

ておらず、必要な連絡等は個別に報告さ

せていただいております。

窓口や解決責任者等は、「重要事項説明

書」にて記載しております。迅速に対応

いたしますので、遠慮せずにお申出下さ

い。

口頭・書面・電話・SNS・メールなどの

様々な方法を利用して情報伝達手段を増

やしています。



パソコンあいだっく川崎
公表日 2025年　3月　1日

利用児童数 53名 回収数 31

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 26 1 4

・パソコン以外の活動（モルックなど）

ができているので、スペースは十分にあ

ると思う。

・もう少し広い教室でも良いかと思いま

す。大きい子が多いので。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 27 2 2

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

22 3 1 5

・荷物置きの棚などきちんと設置されて

おり、子供もわかりやすくなっている。

・建物が古いのが気になります。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
26 2 4

・パソコン活動とそれ以外の活動ができ

るスペースが確保されていると思う。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
30 1

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
29 1 1 ・動画編集とかもやってほしい。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

31
・定期的な面談も行われていて、こちら

のニーズに沿った計画内容になってい

る。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

31
・家族の悩みをよく聞いてくださり、そ

れに見合った支援活動を組み込んでくだ

さいます。

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 31
・メールで送られてくるあいだっく連絡

帳を見る限り、設定されている支援内容

は、おおむね行われていると思う。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

事業の指定基準を上回るスペースの確保

をさせていただいてはおりますが、引き

続き、スペースを有効活用したり、時に

はお出かけを企画したりし、出来るだけ

伸び伸びと活動出来るようスペース確保

の工夫を行っていきます。

・パソコン活動に必要なスペースは確保

しております。イベント等を行う時には

机を寄せるなどの工夫を行い、スペース

の有効活用をしております。

事業の指定新基準の職員配置で対応して

おります。また、言語聴覚士やパソコン

に詳しいスタッフも配置しております。

当事業所は２階にあり、階段にスロープ

等はございませんが非常用階段ではな

く、住民の方が通常使用している一般的

な階段になります。怪我をしている時

や、装具を着けているお子さんの場合は

エレベーターも使用できます。

※車いすの方の受け入れは行っておりま

せんので、予めご了承ください。

・建物（マンション）は新しくはありま

せんが、管理会社による点検等が定期的

に入っておりますので、ご安心いただけ

たら幸いです。

生活空間内に空気清浄機(加湿機能付き)

を２台設置し、部屋はもちろん、玄関か

らトイレまで毎日清掃・消毒を行なって

います。空気清浄機や掃除機等の機器に

ついても定期的に洗浄作業を行っていま

す。

適

切

な

支

援

の

提

供

専門的な視点や知識について定期的に研

修等も行ない、個別に最適なプログラム

を提供できるよう工夫すると共に、ご意

見やご要望に応じた柔軟な対応を心がけ

て支援を行っています。

令和７年度までの支援プログラムの公表

に向けて準備を進めております。

療育センターや相談支援事業所と連携を

とり、基本情報や児童の様子を基に、保

護者とのお話や提出書類等も参考にし、

言語聴覚士等の専門スタッフの視点も組

み込みながら作成・見直しを行っていま

す。

上記同様、それぞれの児童についてス

タッフで話し合い、必要性に応じて適切

な項目を設定し、支援計画をたてていま

す。

計画はもちろん意識しつつも、日々のこ

どもの変化や状態、状況等にも合わせな

がら、柔軟に支援を行なうようにしてお

ります。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
31 1

・同じことばかりでなく、新しいことな

ども取り入れたりして、工夫されてい

る。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
8 2 10 11

・なかなか難しいとは思うが、他の子供

との交流機会があったら良いなとは思

う。

・違う学校や学年の子とふれあえて良い

です。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
28 3

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
30 1

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

5 6 7 13
・今後もオンラインなどで参加できるも

のがあったら、お願いしたい。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
27 2

・メールや送迎時に少しですが話すこと

で、ある程度できていると思う。

・気になる事を問い合わせると丁寧に対

処してくださいます。日報のメールも楽

しみです。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 24 3 1
・面談時に専門スタッフから助言等をも

らえた。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 28
・子どもの好きな物に着目してくださ

り、上手に指導してくださっています。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

2 5 9 12

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

25 3 1

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
28

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

20 1 2 5

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 26 2

適

切

な

支

援

の

提

供

それぞれの興味に合わせて個別活動を中

心に提供していますが、全体活動の時間

もございます。楽しみながらパソコンの

技術が身に付くよう工夫しています。

長期休暇には、季節イベントや外出イベ

ントも行っております。より一層充実し

た活動を提供できるように今後も工夫し

ていきたいと思います。

現状、ご希望等も多くないこともあり、

積極的には行っていませんが、今後、利

用者様の意見も聞きながら必要に応じて

取り入れていきます。

基本的には半年に1度の頻度で個別支援

計画作成に向けて面談を行わせて頂いて

おります。また、面談希望がある場合に

は、いつでも対応しておりますので、遠

慮なくお申出下さい。

それぞれのこどもの特性やその時の状況

等も理解し、気持ちに寄り添い、共感を

大切にした支援を心掛けております。

現在のところ、保護者会やきょうだい同

士の交流のためのイベント等の開催はし

ておらず、必要な連絡等は個別に報告さ

せていただいております。

窓口や解決責任者等は、「重要事項説明

書」にて記載しております。迅速に対応

いたしますので、遠慮せずにお申出下さ

い。

口頭・書面・電話・SNS・メールなどの

様々な方法を利用して情報伝達手段を増

やしています。

今後もホームページ・SNS・ブログを有

効に活用して情報を発信していく予定で

す。

Pマークも取得しており、メールディー

ラーを使った誤送信防止の対策を講じ、

個人資料は鍵付きの書庫での保管、PCへ

のパスワード設定等も行い、個人情報を

含むものの管理には留意しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

見学時・初回利用時に利用に関しての説

明を行うと共に、利用開始時にはあい

だっく独自の利用ガイドを配布しており

ます。

計画は保護者の方にご確認・同意いただ

いており、日々の支援内容についても毎

回報告し進捗や状況をご確認いただける

よう努めております。

現在、家族支援の研修会等の実施は出来

ておりませんが、個別でご家庭での困り

事等のご相談への対応や情報提供等、行

わせていただいております。どうぞお気

軽にご相談ください。

・オンラインプログラム等も引き続き検

討し、提供時にはお知らせいたしますの

でよろしくお願いいたします。

日々の送迎や連絡帳メール、お電話、行

事等に加え、面談等の際にも情報のやり

取りをさせていただいております。



23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

24 1 1 2
・災害用伝言ダイヤルの操作訓練は今後

もやってもらいたい。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
23 1 4

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
26 1 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
19 2 7

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  28

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 27 1

・パソコンだけでなく、色々なイベント

もあるため、楽しんでいます。

・基本的に家が好きな為（どちらともい

えない）

・通所をとても楽しみにしています。

・今日は何しようと楽しみながら行って

います。

・あいだっくに行く曜日は、学校にも喜

んで行っています。

29 事業所の支援に満足していますか。 28

・計画支援に沿って活動も行われている

と思うので、満足している。

・分からない事など、丁寧に教えてくだ

さってます。

・とても丁寧に対応してくださり、感謝

しています。ありがとうございます。

満

足

度

今後も、安心して通所していただけるよ

う、一人ひとりの様子を見守り、信頼関

係を築きながらサポートしていきます。

楽しんで過ごしていただけるように、引

き続き試行錯誤して取り組みや環境整備

の工夫を行っていきます。

利用者様やご家族の方々のご協力やご理

解に支えていただき、日々事業所で支援

を行ってゆくことができております。本

当にありがとうございます。引き続き、

ご要望やご意見を積極的に取り入れ、よ

り良い活動や支援を目指していきたいと

思います。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルは、施設内で閲覧するこ

とが可能です。すぐ確認したい方は、施

設来所時等職員へお声かけ下さい。ま

た、防災対応につきましては防災カード

を制作して各ご家庭に配布し、流れをわ

かりやすく改良させていただきました。

消防法の年2回実施義務を基準に171や

X(旧twitter)を使い、保護者の方へも参

加の案内をさせていただきながら、緊急

時の連絡方法の確認や避難訓練等を随時

行っております。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュ

アル、防犯マニュアル、感染症対応マ

ニュアル等を策定し、避難訓練等も適切

に行なうことで、安全確保の体制を整

え、十分に配慮した上で支援を行ってお

ります。

事故や怪我が発生した際には、速やかに

保護者と連絡をとり、対応させていただ

いております。また、１日の様子の文章

連絡は勿論、送迎時の引き渡しの際にも

直接状況等ご説明させていただいており

ます。



サッカーあいだっく川崎
公表日 2025年　3月　1日

利用児童数 61名 回収数 39

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 29 4 0 6

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 35 1 0 3

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

25 3 0 11

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
27 3 1 8

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
35 1 0 3

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
38 0 0 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

39 0 0 0

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

38 1 0 0

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 39 0 0 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
35 0 0 4

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
18 3 8 10

適

切

な

支

援

の

提

供

専門的な視点や知識について定期的に研

修等も行ない、個別に最適なプログラム

を提供できるよう工夫すると共に、ご意

見やご要望に応じた柔軟な対応を心がけ

て支援を行っています。

令和７年度までに支援プログラムの公表

できるよう準備を進めております。

療育センターや相談支援事業所とも連携

をとり、基本情報や児童の様子を基に、

保護者とのお話や提出書類等も参考に

し、作業療法士の専門スタッフの視点も

組み込みながら作成・見直しを行ってい

ます。

上記同様、それぞれの児童についてス

タッフで話し合い、必要性に応じて適切

な項目を設定し、支援計画をたてていま

す。

計画はもちろん意識しつつも、日々のこ

どもの変化や状態、状況等にも合わせな

がら、柔軟に支援を行なうようにしてお

ります。

サッカー活動の中でもミニゲーム要素を

入れながら児童が楽しく活動が出来るよ

うにプログラムを構成し、色々な活動や

季節を感じられるようなイベント、お出

かけ等の場もより一層充実させ、提供で

きるように今後も工夫していきたいと思

います。

現状、ご希望等も多くないこともあり、

積極的には行っていませんが、今後、利

用者様の意見も聞きながら必要に応じて

取り入れていきます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

基本的には屋外のフットサル場を借りて

伸び伸びと活動できるようにしておりま

す。施設内につきましても、事業の指定

基準を上回るスペースの確保をさせてい

ただいてはおり、スペースを有効活用出

来るよう工夫しております。また、お出

かけの企画等も適宜行っております。

事業の指定新基準の職員配置で対応して

おります。また、作業療法士等の専門ス

タッフやサッカー経験のある職員等の配

置をしております。

施設は1Fに位置しており段差なく室内に

入室して頂けます。施設内にはフロア

マットを設置しており若干の段差がござ

います。また、キッチンやトイレ入り口

に段差がある為、スタッフが必要に応じ

て補助に入れるよう配慮しております。

生活空間内に空気清浄機(加湿機能付き)

を２台設置し、部屋はもちろん、玄関か

らトイレまで毎日清掃・消毒を行なって

います。空気清浄機や掃除機等の機器に

ついても定期的に洗浄作業を行っていま

す。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
37 2 0 0

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
37 2 0 0

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

16 7 0 16

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
38 1 0 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 37 1 0 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 39 0 0 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

7 7 9 16

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

34 0 0 6

・基本的には家が好き

・中学生になると下校時間が遅くなり、

スタッフと話せるタイミングが分からな

くなるようなので、高校生以降の子ども

も話せるような工夫をお願いしたい

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
36 0 0 3

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

31 5 0 3

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 34 3 0 2

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

33 2 0 4

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
32 1 0 6

今後もホームページ・SNS・ブログを有

効に活用して情報を発信していく予定で

す。

Pマークも取得しており、メールディー

ラーを使った誤送信防止の対策を講じ、

個人資料は鍵付きの書庫での保管、PCへ

のパスワード設定等も行い、個人情報を

含むものの管理には留意しております。

非

常

時

等

の

対

応

各種マニュアルは、施設内で閲覧するこ

とが可能です。すぐ確認したい方は、施

設来所時等職員へお声かけ下さい。ま

た、防災対応につきましては防災カード

を制作して各ご家庭に配布し、流れをわ

かりやすく改良させていただきました。

消防法の年2回実施義務を基準に171や

X(旧twitter)を使い、保護者の方へも参

加の案内をさせていただきながら、緊急

時の連絡方法の確認や避難訓練等を随時

行っております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

見学時・初回利用時に利用に関しての説

明を行うと共に、利用開始時にはあい

だっく独自の利用ガイドを配布しており

ます。

計画は保護者の方にご確認・同意いただ

いており、日々の支援内容についても毎

回報告し進捗や状況をご確認いただける

よう努めております。

現在、家族支援の研修会等の実施は出来

ておりませんが、個別でご家庭での困り

事等のご相談への対応や情報提供等、行

わせていただいております。どうぞお気

軽にご相談ください。

日々の送迎や連絡帳メール、お電話、行

事等に加え、面談等の際にも情報のやり

取りをさせていただいております。

基本的には半年に1度の頻度で個別支援

計画作成に向けて面談を行わせて頂いて

おります。また、面談希望がある場合に

は、いつでも対応しておりますので、遠

慮なくお申出下さい。

それぞれのこどもの特性やその時の状況

等も理解し、気持ちに寄り添い、共感を

大切にした支援を心掛けております。

現在のところ、保護者会やきょうだい同

士の交流のためのイベント等の開催はし

ておらず、必要な連絡等は個別に報告さ

せていただいております。ただ、東京と

の試合やあいだっく全体でのイベント等

を開催しており、保護者の方同士でお話

ができる機会の場にもなれば…と思って

おります。

窓口や解決責任者等は、「重要事項説明

書」にて記載しております。迅速に対応

いたしますので、遠慮せずにお申出下さ

い。

口頭・書面・電話・SNS・メールなどの

様々な方法を利用して情報伝達手段を増

やしています。



25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
35 1 0 3

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
32 2 0 5

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  37 0 0 2

・とても信頼できる事業所だと感じてい

る

・通所をとても楽しみにしています

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 32 5 0 2
・基本的には家が好き

・親子共に安心してお世話になっていま

す

29 事業所の支援に満足していますか。 39 0 0 0

・18歳で卒業するまで通いたいと思います

満

足

度

今後も、安心して通所していただけるよ

う、一人ひとりの様子を見守り、信頼関

係を築きながらサポートしていきます。

楽しんで過ごしていただけるように、引

き続き試行錯誤して取り組みや環境整備

の工夫を行っていきます。

利用者様やご家族の方々のご協力やご理

解に支えていただき、日々事業所で支援

を行ってゆくことができております。本

当にありがとうございます。引き続き、

ご要望やご意見を積極的に取り入れ、よ

り良い活動や支援を目指していきたいと

思います。

非

常

時

等

の

対

応

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュ

アル、防犯マニュアル、感染症対応マ

ニュアル等を策定し、避難訓練等も適切

に行なうことで、安全確保の体制を整

え、十分に配慮した上で支援を行ってお

ります。

事故や怪我が発生した際には、速やかに

保護者と連絡をとり、対応させていただ

いております。また、１日の様子の文章

連絡は勿論、送迎時の引き渡しの際にも

直接状況等ご説明させていただいており

ます。



（別紙５）

アトリエあいだっく中野新橋
公表日 　　　　　2025年　　3月　　1日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ○

事業の指定基準を十分上回るスペースの確保

をさせていただいてはおりますが、さらに、

家具の配置や折り畳み式の机、収納しやすい

椅子などの工夫で、場面に合わせたスペース

の確保を出来るようにしています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 ○

事業の新基準にあわせた職員体制で対応して

おり、活動に合わせ、絵画等に特化したス

タッフや理学療法士、保育士等の専門スタッ

フも配置し、専門性の高い療育、活動を提供

出来るように工夫しています。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。ま

た、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、

環境上の配慮が適切になされているか。

○

施設は1Fに位置しており、施設内に段差もな

い状況で、トイレやロッカー等にもそれぞれ

マークやイラストをつける等してわかりやす

くなるよう工夫しています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども

達の活動に合わせた空間となっているか。 ○

生活空間内に空気清浄機(加湿・除湿機能付

き)を２台設置し、部屋はもちろん、玄関から

トイレまで毎日清掃・消毒を行なっていま

す。空気清浄機や掃除機等の機器についても

定期的に洗浄作業を行っています。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境

になっているか。 
○

大部屋とは別に面談室を準備しており、必要

に応じて使用できるようにしています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職

員が参画しているか。 ○

計画・実行・評価・改善を基本に、ミーティ

ング等を活用しながら日々業務改善を図って

います。情報収集や拡散には、メールやプリ

ントを活用し速やかに業務が遂行できるよう

にしています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、

その内容を業務改善につなげているか。 ○
毎年保護者向けの評価表の配布・回収・集

計・公表を行なっており、内容についても把

握し、業務改善に繋げています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげて

いるか。 ○

上記同様、毎年事業所向けの評価表をスタッ

フに配布し、回収・集計・公表を行なってお

り、内容についても把握し、業務改善に繋げ

ています。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 ○
現状第三者による外部評価は行なっていませ

んが、実地調査や更新時の調査で指摘された

点については改善しています。

現状、第三者による外部評価は行なっていな

いこと。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開

催する機会が確保されているか。
○

他施設と合同での不定期での大きな研修に加

え、毎日の自施設内でのミーティングにて、

基本的業務確認のみではなく、障害特性や児

童とのかかわり方等、持続性があり効果的な

方法で研修が行えるよう心掛けています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  ○
年度末に公表できるよう準備を進めておりま

す。
現時点ではまだ公表出来ていないこと。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズ

や課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成している

か。

○
子どもと保護者のニーズを参考に、必要な支

援や活動の工夫を職員で話し合い、計画に反

映させて作成しています。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益

を考慮した検討が行われているか。 

○

児童発達管理責任者以外にも、児童との関わ

りも深く、長く、性格や特性をより把握して

いる者を中心に、複数のスタッフで話し合

い、計画を作成しています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか 。 ○
スタッフ全員がいつでも再確認しやすいよう

個別支援計画のみを五十音順にしてまとめた

ファイルを別途作成して保管しています。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセ

スメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使

用する等により確認しているか。

○

あいだっく独自のアセスメントシートを準備

しています。また、専門スタッフが必要に応

じて適切なツールを見極めて実施していま

す。

標準化されたアセスメントツール(WISC等)は

行なっていないこと。(学校や病院等で別途既

に取っている児童も多いため）

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放

課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、

「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支

援内容が設定されているか。

○
それぞれの児童についてスタッフで話し合

い、必要性に応じて適切な項目を設定し、支

援計画をたてています。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 ○
専門スタッフを中心に、ミーティングや話し

合いを行ないながら活動プログラムの立案を

行っています。
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18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ○

一人一人の課題に合わせて個別をメインにし

た活動を行っています。また、午前からの利

用時など、活動時間に合わせた的確な支援が

できるよう活動計画を作成しています。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デ

イサービス計画を作成し、支援が行われているか。 ○

個別に得意なこと・苦手なこと等に合わせて

計画を立案しており、内容も個別はもちろ

ん、イベントや集団での活動も盛り込んだバ

ラエティに富んだ楽しめる内容に出来るよう

工夫しています。

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役

割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。
○

支援前に打ち合わせを実施し、支援の分担や

配慮事項等の確認を行なっています。送迎表

や座席、担当、チェック表等も活用してわか

りやすく確認出来るように工夫しています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返

りを行い､気付いた点等を共有しているか。
○

勤務形態にもよりますが、スタッフ間での打

合せや振り返りを随時行っています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげて

いるか。
○

日報や個人記録にて、児童の様子や支援内容

を記録し、職員が参照できるようにしていま

す。記録を用いて、支援の検証や改善も図っ

ています。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
○

本人やご家族のニーズを取り入れながら、取

り組み期間や目標を踏まえ、スタッフで話合

い、計画の見直しを行っています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせ

て支援を行っているか。
○

日常生活の充実、自立への支援等はもちろ

ん、創作活動を中心とした個別活動を行う中

で、全体での共同作業や大きな制作なども取

り入れ、季節ごとには同じテーマで作成を行

う等、活動に幅を持たせています。利用時間

に合わせてレクリエーションや休憩などで運

動・遊びも工夫して盛り込みながら支援を

行っています。

地域との交流については積極的に行なえてい

ないこと。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする

力を育てるための支援を行っているか。 ○

自分で活動内容、使用画材等を決める、それ

が難しい児童には個別にそれぞれの力に応じ

て選択肢を準備して選んでもらう等、自己決

定の機会をしっかり作り、活動に取り組んで

もらっています。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこ

どもの状況をよく理解した者が参画しているか。 ○
児童との関わりも深く、長く、性格や特性を

より把握している者が中心となって参画して

います。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の

関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 ○

直接主治医とやり取り出来ていない分、学校

やご家族を通しての情報交換で体制を整えて

います。てんかん発作時のダイアップ等、医

療行為が必要な場合については、医師の意見

書を作成していただいています。また、医療

連携も検討中です。

現状主治医との直接的なやり取りは行なって

いないこと。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認

等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行ってい

るか。

○

それぞれの学校へ連絡、お願いし、情報共有

の協力がいただけている所とは、適宜お迎え

時等を中心に情報共有と連絡調整をさせてい

ただいています。

学校から下校時刻や送迎対応、行事予定等の

情報は保護者から行うように言われてしまう

こともまだ多くあること。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所

等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 ○
当事業所と同様に(株)アイダックデザインが

運営する相談支援事業を中心に、更なる情報

共有に努めていきます。

現状は連携しておらず、情報提供等もないこ

とが多いこと。(今後必要なケースがあれば積

極的に行っていきます)

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行

する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 ○

引き継ぎ事項については、ファイリングし引

き継ぎしやすくしていると共に、必要に応じ

てお電話等で様子についての情報共有等を

行っています。

現状、必要に応じて行っており、全員につい

て行っているわけではないこと。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイ

ズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
○

研修会や連絡会、研修等にはできる限り代表

者が出席できるように日程や勤務の調整を

行っています。また、必要に応じて関係機関

より助言をいただいております。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会が

あるか。 ○

2Fに学童があることもあり、屋外などの活動

時や併用児童の送迎時等に障害のない児童と

接する機会はあります。また、外部に向けて

の情報発信や交流も視野に入れて、年度末に

展示会を開く等の機会を設けています。

現状ご希望等も多くないこともあり、交流や

一緒に活動する機会は積極的に設けてはいな

いこと。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 ○
都・区の説明会及びセミナー等へ積極的に参

加できるよう調整しています。
自立支援協議会には参加できていないこと。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題につ

いて共通理解を持っているか。
○

情報交換は、送迎時の引継ぎや連絡帳、メー

ル等を活用して都度行っています。また、年

度末の展示会の際には直接作品をご覧いただ

きながら情報交換を行っています。保護者と

の個別面談も実施しています。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペ

アレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等

を行っているか。 

○

日々の活動においての評価・工夫等をご家庭

での支援で活かしていただけるよう、毎回

しっかり振り返りながらメールや送迎時に保

護者の方々に細かく報告をしています。
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36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っている

か。
○

お便りやガイドブックを作成してわかりやす

くなるよう工夫しています。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向

を確認する機会を設けているか。 

○

半年に１度面談の機会を設けている他、電話

やメール等のツールも利用して日常的にやり

取りが可能な状況を作り、随時ご希望やご要

望が確認できるようにしています。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
○

必ず保護者に支援計画の内容をご確認いただ

き、同意を得ています。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言

と支援を行っているか。
○

随時メールやお電話、送迎時、面談等の機会

を通じて対応しています。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者

同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士

で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

○

保護者会という形ではありませんが、展示会

を年１回開催しており、保護者同士の連携や

お話する機会が取れる場にもなればと考えて

います。

保護者からの要望も少なく、現状そういった

機会は設けていないこと。(必要性や需要の変

化に応じて検討していければと考えています)

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こど

もや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。
○

できるだけ迅速かつ適切な対応を心掛けてい

ます。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動

概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信している

か。

○
毎日のブログ更新、SNSでの情報発信、不定

期での会報誌の発行などを行っています。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○
個人資料は全て鍵付きの書庫に保管していま

す。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしてい

るか。 ○
相手に合わせ、伝え方などの工夫をスタッフ

間で共有し、意思の疎通や情報伝達の配慮に

努めています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図ってい

るか。 ○
展示会等のイベントを通じて、活動内容を披

露したり、ブログ等を活用し、活動報告を

行っています。

コロナ発生より、不特定多数との接触への配

慮も必要となり、地域住民の招待等はなかな

か出来ていない現状であること。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した

訓練を実施しているか。

○
各種マニュアルは施設内で閲覧することが出

来るよう整備しています。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的

に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 ○

業務継続計画（BCP）を策定すると共に、防

災カードを作成して各家庭に配布している

他、年に2回以上の避難訓練の実施をしてお

り、消防計画も立てています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認している

か。 ○

契約時、半年に１度の面談時にフェイスシー

ト等を使っての確認を行なっている他、変更

等あった際にはご家族よりご連絡いただいて

把握に努めております。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされて

いるか。 ○
アレルギーがある児童については、受け入れ

時に書類も使って確認を行い、提供を控えて

います。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じ

る等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
○

安全計画を作成すると共に、送迎車には安全

装置を取り付け、定期的に研修や避難訓練等

を行い、交通安全の標語等を使っての意識付

け等の工夫も随時行っています。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基

づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 ○

避難訓練の実施時に保護者への参加も呼び掛

けたり、訓練等の実施時の様子について報告

を行なったりと、随時ご家族への情報発信を

行っています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をし

ているか。 ○
日報やメール連絡網に記載し、ミーティング

時に都度職員間で確認を行っています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている

か。 ○ 虐待防止研修を必須で受けています。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、

こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービ

ス計画に記載しているか。

○

身体拘束を行なわなければならないケースに

ついては、放課後等デイサービス計画にも記

載をした上で、保護者にも了承を頂いていま

す。
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（別紙５）

アトリエあいだっく新中野
公表日 　　　　2025年　3月　1日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 〇

事業の指定基準を十分上回るスペースの確保

をさせていただいてはおりますが、さらに、

家具の配置や折り畳み式の机、収納しやすい

椅子などの工夫で、場面に合わせたスペース

の確保を出来るようにしています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。
〇

事業の新基準にあわせた職員体制で対応して

おり、活動に合わせ、絵画等に特化したス

タッフや作業療法士、保育士等の専門スタッ

フも配置し、専門性の高い療育、活動を提供

出来るように工夫しています。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

〇

施設は３Fに位置しておりますが、エレベー

ターがある他、施設内には段差もない状況

で、トイレやロッカー等にもそれぞれマーク

やイラストをつける等してわかりやすくなる

よう工夫しています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。
〇

生活空間内に空気清浄機を設置し、部屋はも

ちろん、玄関からトイレまで毎日清掃・消毒

を行なっています。空気清浄機や掃除機等の

機器についても定期的に洗浄作業を行ってい

ます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。 
〇

大部屋とは別に面談室を準備しており、必要

に応じて使用できるようにしています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。
〇

計画・実行・評価・改善を基本に、ミーティ

ング等を活用しながら日々業務改善を図って

います。情報収集や拡散には、メールやプリ

ントを活用し速やかに業務が遂行できるよう

にしています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。
〇

毎年保護者向けの評価表の配布・回収・集

計・公表を行なっており、内容についても把

握し、業務改善に繋げています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。
〇

上記同様、毎年事業所向けの評価表をスタッ

フに配布し、回収・集計・公表を行なってお

り、内容についても把握し、業務改善に繋げ

ています。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
〇

現状第三者による外部評価は行なっていませ

んが、更新時の調査はもちろん、同企業内他

施設の実地調査で指摘された点等を業務改善

につなげています。

現状第三者による外部評価は行なっていない

こと。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。
〇

他施設と合流での不定期での大きな研修に加

え、毎日の自施設内でのミーティングにて、

基本的業務確認のみではなく、障害特性や児

童とのかかわり方等、持続性があり効果的な

方法で研修が行えるよう心掛けています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  〇
年度末までに公表できるよう準備を進めてお

ります。
現時点ではまだ公表が出来ていないこと。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。

〇
子どもと保護者のニーズを参考に、必要な支

援や活動の工夫を職員で話し合い、計画に反

映させて作成しています。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

〇

児童発達管理責任者以外にも、児童との関わ

りも深く、長く、性格や特性をより把握して

いる者を中心に、複数のスタッフで話し合

い、計画を作成しています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。
〇

スタッフ全員がいつでも再確認しやすいよう

個別支援計画のみを五十音順にしてまとめた

ファイルを別途作成して保管しています。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。

〇

あいだっく独自のアセスメントシートを準備

しています。また、専門スタッフが必要に応

じて適切なツールを見極めて実施していま

す。

標準化されたアセスメントツール(WISC等)は

行なっていないこと。(学校や病院等で別途既

に取っている児童も多いため）

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

〇
それぞれの児童についてスタッフで話し合

い、必要性に応じて適切な項目を設定し、支

援計画をたてています。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 〇
専門スタッフを中心に、ミーティングや話し

合いを行ないながら活動プログラムの立案を

行っています。
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18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 〇

一人一人の課題に合わせて個別をメインにし

た活動を行っています。また、午前からの利

用時など、活動時間に合わせた的確な支援が

できるよう活動計画を作成しています。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
〇

個別に得意なこと・苦手なこと等に合わせて

計画を立案しており、内容も個別はもちろ

ん、イベントや集団での活動も盛り込んだバ

ラエティに富んだ楽しめる内容に出来るよう

工夫しています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。

〇

支援前に打ち合わせを実施し、支援の分担や

配慮事項等の確認を行なっています。送迎表

や座席、担当、チェック表等も活用してわか

りやすく確認出来るように工夫しています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
〇

勤務形態にもよりますが、スタッフ間での打

合せや振り返りを随時行っています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。
〇

日報や個人記録にて、児童の様子や支援内容

を記録し、職員が参照できるようにしていま

す。記録を用いて、支援の検証や改善も図っ

ています。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
〇

本人やご家族のニーズを取り入れながら、取

り組み期間や目標を踏まえ、スタッフで話合

い、計画の見直しを行っています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。
〇

日常生活の充実、自立への支援等はもちろ

ん、創作活動を中心とした個別活動を行う中

で、全体での共同作業や大きな制作なども取

り入れ、季節ごとには同じテーマで作成を行

う等、活動に幅を持たせています。利用時間

に合わせてレクリエーションや休憩などで運

動・遊びも工夫して盛り込みながら支援を

行っています。

地域との交流については積極的に行なえてい

ないこと。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。
〇

自分で活動内容、使用画材等を決める、それ

が難しい児童には個別にそれぞれの力に応じ

て選択肢を準備して選んでもらう等、自己決

定の機会をしっかり作り、活動に取り組んで

もらっています。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
〇

児童との関わりも深く、長く、性格や特性を

より把握している者が中心となって参画して

います。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
〇

直接主治医とやり取り出来ていない分、学校

やご家族を通しての情報交換で体制を整えて

います。てんかん発作時のダイアップ等、医

療行為が必要な場合については、医師の意見

書を作成していただいています。また、医療

連携を開始いたしました。

現状主治医との直接的なやり取りは行なって

いないこと。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。

〇

それぞれの学校へ連絡、お願いし、情報共有

の協力がいただけている所とは、適宜お迎え

時等を中心に情報共有と連絡調整をさせてい

ただいています。

学校から下校時刻や送迎対応、行事予定等の

情報は保護者から行うように言われてしまう

こともまだ多くあること。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
〇

当事業所と同様に(株)アイダックデザインが

運営する相談支援事業を中心に、更なる情報

共有に努めていきます。

現状は連携しておらず、情報提供等もないこ

とが多いこと。(今後必要なケースがあれば積

極的に行っていきます)

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。

〇

引き継ぎ事項については、ファイリングし引

き継ぎしやすくしていると共に、必要に応じ

てお電話等で様子についての情報共有等を

行っています。

現状、必要に応じて行っており、全員行って

いるわけではないこと。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
〇

研修会や連絡会、研修等にはできる限り代表

者が出席できるように日程や勤務の調整を

行っています。また、必要に応じて関係機関

から助言をいただいております。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。
〇

屋外での活動時や学童併用児童の送迎時等に

障害のない児童と接する機会はありますが、

交流等は行っていません。外部に向けての情

報発信や交流も視野に入れて、展示会を開く

等の機会を設けています。

現状、ご希望等も多くないこともあり、積極

的に交流や一緒に活動する機会を設けてはい

ないこと。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 〇
都・区の説明会及びセミナー等へ積極的に参

加できるよう調整しています。
自立支援協議会には参加できていないこと。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。
〇

情報交換は、送迎時の引継ぎや連絡帳、メー

ル等を活用して都度行っています。また、外

部の展示会等へ出展や個別面談時に直接作品

をご覧いただきながら情報交換を行っていま

す。保護者との個別面談も実施しています。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 

〇

日々の活動においての評価・工夫等をご家庭

での支援で活かしていただけるよう、毎回

しっかり振り返りながらメールや送迎時に保

護者の方々に細かく報告をしています。

適

切

な

支

援

の

提

供

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携



36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。
〇

お便りやガイドブックを作成してわかりやす

くなるよう工夫しています。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 

〇

半年に１度面談の機会を設けている他、電話

やメール等のツールも利用して日常的にやり

取りが可能な状況を作り、随時ご希望やご要

望が確認できるようにしています。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
〇

必ず保護者に支援計画の内容をご確認いただ

き、同意を得ています。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。
〇

随時メールやお電話、送迎時、面談等の機会

を通じて対応しています。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

〇

保護者会という形ではありませんが、展示会

を不定期に開催して、保護者同士の連携やお

話する機会が取れる場にもなればと考えてい

ます。

保護者からの要望も少なく、現状そういった

機会は設けていないこと。(必要性や需要の変

化に応じて検討していければと考えています)

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。

〇
できるだけ迅速かつ適切な対応を心掛けてい

ます。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。

〇
毎日のブログ更新、SNSでの情報発信、不定

期での会報誌の発行などを行っています。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇
個人資料は全て鍵付きの書庫に保管していま

す。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。
〇

相手に合わせ、伝え方などの工夫をスタッフ

間で共有し、意思の疎通や情報伝達の配慮に

努めています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
〇

展示会等のイベントを通じて、活動内容を披

露したり、ブログ等を活用し、活動報告を

行っています。

コロナ発生より、不特定多数との接触への配

慮も必要となり、地域住民の招待等はなかな

か出来ていない現状であること。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。

〇
各種マニュアルは施設内で閲覧することが出

来るよう整備しています。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
〇

業務継続計画（BCP）を策定すると共に、防

災カードを作成して各家庭に配布している

他、年に2回以上の避難訓練の実施をしてお

り、消防計画も立てています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。
〇

契約時、半年に１度の面談時にフェイスシー

ト等を使っての確認を行なっている他、変更

等あった際にはご家族よりご連絡いただいて

把握に努めております。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。
〇

アレルギーがある児童については、受け入れ

時に書類も使って確認を行い、提供を控えて

います。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
〇

安全計画を作成すると共に、送迎車には安全

装置を取り付け、定期的に研修や避難訓練等

を行い、交通安全の標語等を使っての意識付

け等の工夫も随時行っています。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
〇

避難訓練の実施時に保護者への参加も呼び掛

けたり、訓練等の実施時の様子について報告

を行なったりと、随時ご家族への情報発信を

行っています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。
〇

日報やメール連絡網に記載し、ミーティング

時に都度職員間で確認を行っています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。
〇 虐待防止研修を必須で受けています。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。

〇

身体拘束を行なわなければならないケースに

ついては、放課後等デイサービス計画にも記

載をした上で、保護者にも了承を頂いていま

す。
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（別紙５）

スタジオあいだっく
公表日 　　　　　2025年　　3月　　1日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ○
事業の指定基準を十分上回るスペースの確保

をさせていただいてはおりますが、さらに、

家具の配置や折り畳み式の机、収納しやすい

椅子などの工夫で、場面に合わせたスペース

の確保を出来るようにしています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。 ○

事業の新基準にあわせた職員体制で対応して

おり、活動に合わせ、音楽活動が得意なス

タッフや理学療法士、言語聴覚士、保育士等

の専門スタッフを配置し、専門性の高い療

育、活動を提供出来るように工夫していま

す。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。
○

事業所は4Fに位置しており、エレベーターは

ございます。細かな段差等、必要な個所では

スタッフが補助する形で配慮を行っていま

す。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。 ○
生活空間内に加湿空気清浄機を設置し、部屋

はもちろん、玄関からトイレまで毎日清掃・

消毒を行なっています。空気清浄機や掃除機

等の機器についても定期的に洗浄作業を行っ

ています。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。  ○ 大部屋とは別に面談室を準備しており、必要

に応じて使用できるようにしています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。 ○
計画・実行・評価・改善を基本に、ミーティ

ング等を活用しながら日々業務改善を図って

います。情報収集や拡散には、メールやプリ

ントを活用し速やかに業務が遂行できるよう

にしています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。 ○
毎年保護者向けの評価表の配布・回収・集

計・公表を行なっており、内容についても把

握し、業務改善に繋げています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。 ○
上記同様、毎年事業所向けの評価表をスタッ

フに配布し、回収・集計・公表を行なってお

り、内容についても把握し、業務改善に繋げ

ています。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。 ○
現状第三者による外部評価は行なっていませ

んが、実地調査や更新時の調査で指摘された

点等を業務改善へつなげています。

現状第三者による外部評価は行なっていない

こと。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。 ○
他施設と合流での不定期での大きな研修に加

え、毎日の自施設内でのミーティングにて、

基本的業務確認のみではなく、障害特性や児

童とのかかわり方等、持続性があり効果的な

方法で研修が行えるよう心掛けています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  ○ 年度末までに公表できるよう準備を進めてお

ります。
現時点ではまだ公表できていないこと。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。
○

子どもと保護者のニーズを参考に、必要な支

援や活動の工夫を職員で話し合い、計画に反

映させて作成しています。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 
○

児童発達管理責任者以外にも、児童との関わ

りも深く、長く、性格や特性をより把握して

いる者を中心に、複数のスタッフで話し合

い、計画を作成しています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。 ○
スタッフ全員がいつでも再確認しやすいよう

個別支援計画のみを五十音順にしてまとめた

ファイルを別途作成して保管しています。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。
○

あいだっく独自のアセスメントシートを準備

しています。また、専門スタッフが必要に応

じて適切なツールを見極めて実施していま

す。

標準化されたアセスメントツール(WISC等)は

行なっていないこと。(学校や病院等で別途既

に取っている児童も多いため）

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

○
それぞれの児童についてスタッフで話し合

い、必要性に応じて適切な項目を設定し、支

援計画をたてています。
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17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 ○
専門スタッフを中心に、ミーティングや話し

合いを行ないながら活動プログラムの立案を

行っています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ○

歌・楽器、ダンス、カップスの活動を其々ラ

ンダムに行うことで様々な活動にとりくめる

ようにしたり、小さなスキルアップを見逃さ

ずにフィードバックしていったりすること

で、毎回新鮮な気持ちで取り組んでもらえる

よう工夫を行っています。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 ○
個別に得意なこと・苦手なこと等に合わせて

計画を立案しており、内容も個別はもちろ

ん、イベントや集団での活動も盛り込んだバ

ラエティに富んだ楽しめる内容に出来るよう

工夫しています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。
○

支援前に打ち合わせを実施し、支援の分担や

配慮事項等の確認を行なっています。送迎表

や座席、担当、チェック表等も活用してわか

りやすく確認出来るように工夫しています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 ○ 勤務形態にもよりますが、スタッフ間での打

合せや振り返りを随時行っています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。 ○
日報や個人記録にて、児童の様子や支援内容

を記録し、職員が参照できるようにしていま

す。記録を用いて、支援の検証や改善も図っ

ています。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 ○
本人やご家族のニーズを取り入れながら、取

り組み期間や目標を踏まえ、スタッフで話合

い、計画の見直しを行っています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。 ○

自立への支援等はもちろん、音楽を中心とし

た創作活動では、好きな楽器を選択後、楽譜

に沿いながらも個々の感性を大切に取り組ん

でもらっています。ダンス等の運動活動も楽

しんでもらい、季節のイベントや余暇時間に

も工夫して遊び要素を盛り込んでいます。年

に1度の発表会では、ご家族、ご親戚の方々に

観覧いただき、発表の場、交流の機会として

日常生活の充実にもつなげています。

地域との交流については積極的に行なえてい

ないこと。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。 ○

楽器活動では演奏したい楽器を毎回選んでい

ただき、サポートしながら取り組んでいま

す。発表の場も多く設け、都度皆の前で歌や

演奏を発表する選択も出来るようにする等、

気軽さと満足感を大切に、称賛も含め、雰囲

気づくりの工夫をしています。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 ○
児童との関わりも深く、長く、性格や特性を

より把握している者が中心となって参画して

います。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 ○

直接主治医とやり取り出来ていない分、学校

やご家族を通しての情報交換で体制を整えて

います。てんかん発作時のダイアップ等、医

療行為が必要な場合については、医師の意見

書を作成していただいています。また、医療

連携についても検討中です。

現状主治医との直接的なやり取りは行なって

いないこと。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。
○

それぞれの学校へ連絡、お願いし、情報共有

の協力がいただけている所とは、適宜お迎え

時等を中心に情報共有と連絡調整をさせてい

ただいています。

学校から下校時刻や送迎対応、行事予定等の

情報は保護者から行うように言われてしまう

こともまだ多くあること。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 ○
当事業所と同様に(株)アイダックデザインが

運営する相談支援事業を中心に、更なる情報

共有に努めていきます。

現状は連携しておらず、情報提供等もないこ

とが多いこと。(今後必要なケースがあれば積

極的に行っていきます)

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。
○

引き継ぎ事項については、ファイリングし引

き継ぎしやすくしていると共に、必要に応じ

てお電話等で様子についての情報共有等を

行っています。

現状、必要に応じて行っており、全員行って

いるわけではないこと。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 ○
研修会や連絡会、研修等にはできる限り代表

者が出席できるように日程や勤務の調整を

行っています。また、必要に応じて関係機関

への助言を求める等も行っています。

児童発達支援センターと直接的・継続的な連

携はとっていないこと。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。 ○
屋外などの活動で、障害のない子どもと接す

る機会はありますが、交流等はしておりませ

ん。また、感染症等の関係で今は控えていま

すが、外部発信も視野に入れ、フェス等のイ

ベントを開催しています。

現状、ご希望等も多くないこともあり、積極

的に交流や一緒に活動する機会を設けてはい

ないこと。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 ○ 都・区の説明会及びセミナー等へ積極的に参

加できるよう調整しています。
自立支援協議会には参加できていないこと。
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34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。 ○

情報交換には、送迎時の引継ぎや連絡帳、

メール等を活用して都度行っています。ま

た、年度末のあいだっくフェスタでは日頃の

成果を発表すると共に、保護者との情報交換

を行うこともあります。保護者との個別面談

も実施しています。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 
○

日々の活動においての評価・工夫等をご家庭

での支援で活かしていただけるよう、毎回

しっかり振り返りながらメールや送迎時に保

護者の方々に細かく報告をしています。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。 ○ お便りやガイドブックを作成してわかりやす

くなるよう工夫しています。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 
○

半年に１度面談の機会を設けている他、電話

やメール等のツールも利用して日常的にやり

取りが可能な状況を作り、随時ご希望やご要

望が確認できるようにしています。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 ○ 必ず保護者に支援計画の内容をご確認いただ

き、同意を得ています。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。 ○ 随時メールやお電話、送迎時、面談等の機会

を通じて対応しています。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。
○

保護者会という形ではありませんが、あい

だっくフェスタを年１回開催しており、保護

者同士の連携やお話する機会が取れる場にも

なればと考えています。

保護者からの要望も少なく、現状そういった

機会は設けていないこと。(必要性や需要の変

化に応じて検討していければと考えています)

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。
○ できるだけ迅速かつ適切な対応を心掛けてい

ます。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。
○ 毎日のブログ更新、SNSでの情報発信、不定

期での会報誌の発行などを行っています。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○ 個人資料は全て鍵付きの書庫に保管していま

す。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。 ○
相手に合わせ、伝え方などの工夫をスタッフ

間で共有し、意思の疎通や情報伝達の配慮に

努めています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。 ○
イベントを通じて、活動内容を披露したり、

地域のお祭りに参加したりすることがありま

す。（コロナ流行後は行えていない）また、

ブログ等を活用し、活動報告を行っていま

す。

コロナ発生より、不特定多数との接触への配

慮も必要となり、地域住民の招待等はなかな

か出来ていない現状となっていること。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。
○ 各種マニュアルは施設内で閲覧することが出

来るよう整備しています。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 ○
業務継続計画（BCP）を策定すると共に、防

災カードを作成して各家庭に配布している

他、年に2回以上の避難訓練の実施をしてお

り、消防計画も立てています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。 ○
契約時、半年に１度の面談時にフェイスシー

ト等を使っての確認を行なっている他、変更

等あった際にはご家族よりご連絡いただいて

把握に努めております。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。 ○
アレルギーがある児童については、受け入れ

時に書類も使って確認を行い、提供を控えて

います。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 ○
安全計画を作成すると共に、送迎車には安全

装置を取り付け、定期的に研修や避難訓練等

を行い、交通安全の標語等を使っての意識付

け等の工夫も随時行っています。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 ○
避難訓練の実施時に保護者への参加も呼び掛

けたり、訓練等の実施時の様子について報告

を行なったりと、随時ご家族への情報発信を

行っています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。 ○ 日報やメール連絡網に記載し、ミーティング

時に都度職員間で確認を行っています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。 ○ 虐待防止研修を必須で受けています。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。
○

身体拘束を行なわなければならないケースに

ついては、放課後等デイサービス計画にも記

載をした上で、保護者にも了承を頂いていま

す。
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（別紙５）

パソコンあいだっく
公表日 　　　2025　　年　3　月　1　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 〇
事業の指定基準を十分上回るスペースの確保

をさせていただいてはおりますが、さらに、

家具の配置や折り畳み式の机、収納しやすい

椅子などの工夫で、場面に合わせたスペース

の確保を出来るようにしています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。 〇
事業の新基準にあわせた職員体制で対応して

おり、活動に合わせ、作業療法士や保育士も

配置し、児童経験が豊富な職員で構成してお

ります。専門性の高い療育、活動を提供出来

るように工夫しています。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。
〇

事業所は７Fに位置しており、エレベーターが

ございます。入り口やトイレ等への少しの段

差は必要に応じてスタッフが補助する形で配

慮を行っています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。 〇
生活空間内に空気清浄機を設置し、部屋はも

ちろん、玄関からトイレまで毎日清掃・消毒

を行なっています。空気清浄機や掃除機等の

機器についても定期的に洗浄作業を行ってい

ます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。  〇 大部屋とは別に面談室を準備しており、必要

に応じて使用できるようにしています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。 〇
計画・実行・評価・改善を基本に、ミーティ

ング等を活用しながら日々業務改善を図って

います。情報収集や拡散には、メールやプリ

ントを活用し速やかに業務が遂行できるよう

にしています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。 〇
毎年保護者向けの評価表の配布・回収・集

計・公表を行なっており、内容についても把

握し、業務改善に繋げています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。 〇
上記同様、毎年事業所向けの評価表をスタッ

フに配布し、回収・集計・公表を行なってお

り、内容についても把握し、業務改善に繋げ

ています。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。 〇
現状第三者による外部評価は行なっていませ

んが、更新時の調査や同企業内他施設の実地

調査で指摘された点等を参考に、業務改善に

つなげています。

現状第三者による外部評価は行なっていない

こと。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。 〇
他施設と合流での不定期での大きな研修に加

え、毎日の自施設内でのミーティングにて、

基本的業務確認のみではなく、障害特性や児

童とのかかわり方等、持続性があり効果的な

方法で研修が行えるよう心掛けています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  〇 年度末までには公表が行なえるように準備を

進めております。
現時点では公表できていないこと。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。
〇

子どもと保護者のニーズを参考に、必要な支

援や活動の工夫を職員で話し合い、計画に反

映させて作成しています。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 
〇

児童発達管理責任者以外にも、児童との関わ

りも深く、長く、性格や特性をより把握して

いる者を中心に、複数のスタッフで話し合

い、計画を作成しています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。 〇
スタッフ全員がいつでも再確認しやすいよう

個別支援計画のみを五十音順にしてまとめた

ファイルを別途作成して保管しています。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。
〇

あいだっく独自のアセスメントシートを準備

しています。また、専門スタッフが必要に応

じて適切なツールを見極めて実施していま

す。

標準化されたアセスメントツール(WISC等)は

行なっていないこと。(学校や病院等で別途既

に取っている児童も多いため）

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

〇
それぞれの児童についてスタッフで話し合

い、必要性に応じて適切な項目を設定し、支

援計画をたてています。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 〇
専門スタッフを中心に、ミーティングや話し

合いを行ないながら活動プログラムの立案を

行っています。
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18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 〇
一人一人の課題に合わせて個別をメインにし

た活動を行っています。また、午前からの利

用時など、活動時間に合わせた的確な支援が

できるよう活動計画を作成しています。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 〇
個別に得意なこと・苦手なこと等に合わせて

計画を立案しており、内容も個別はもちろ

ん、イベントや集団での活動も盛り込んだバ

ラエティに富んだ楽しめる内容に出来るよう

工夫しています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。
〇

支援前に打ち合わせを実施し、支援の分担や

配慮事項等の確認を行なっています。送迎表

や座席、担当、チェック表等も活用してわか

りやすく確認出来るように工夫しています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 〇 勤務形態にもよりますが、スタッフ間での打

合せや振り返りを随時行っています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。 〇
日報や個人記録にて、児童の様子や支援内容

を記録し、職員が参照できるようにしていま

す。記録を用いて、支援の検証や改善も図っ

ています。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 〇
本人やご家族のニーズを取り入れながら、取

り組み期間や目標を踏まえ、スタッフで話合

い、計画の見直しを行っています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。 〇

タイピングやパワーポイントを活用した活動

から、アイロンビーズやレジン製作等まで、

また、長期休暇等には外出活動等も行ってお

り、こうした活動や他児童との交流の中で、

日常生活の充実、自立への支援等はもちろ

ん、創作活動や運動や遊び等も取り入れた支

援を行っております。

地域との交流については積極的に行なえてい

ないこと。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。 〇
活動前に選択肢を提示し、児童が興味や得意

なことを考えながら自己選択できるよう支援

しています。また、成功体験を積み重ねるこ

とで自己決定の自信を育む環境を整えていま

す。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 〇
児童との関わりも深く、長く、性格や特性を

より把握している者が中心となって参画して

います。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 〇

直接主治医とやり取り出来ていない分、学校

やご家族を通しての情報交換で体制を整えて

います。てんかん発作時のダイアップ等、医

療行為が必要な場合については、医師の意見

書を作成していただいています。また、医療

連携も検討中です。

現状主治医との直接的なやり取りは行なって

いないこと。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。
〇

それぞれの学校へ連絡、お願いし、情報共有

の協力がいただけている所とは、適宜お迎え

時等を中心に情報共有と連絡調整をさせてい

ただいています。

学校から下校時刻や送迎対応、行事予定等の

情報は保護者から行うように言われてしまう

こともまだ多くあること。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 〇
当事業所と同様に(株)アイダックデザインが

運営する相談支援事業を中心に、更なる情報

共有に努めていきます。

現状は連携しておらず、情報提供等もないこ

とが多いこと。(今後必要なケースがあれば積

極的に行っていきます)

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。
〇

引き継ぎ事項については、ファイリングし引

き継ぎしやすくしていると共に、必要に応じ

てお電話等で様子についての情報共有等を

行っています。

現状、必要に応じて行っており、全員につい

て行ってはいないこと。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 〇
研修会や連絡会、研修等にはできる限り代表

者が出席できるように日程や勤務の調整を

行っています。また、必要に応じて関係機関

から助言をいただいております。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。 〇
屋外活動時等に障害のない児童と接する機会

はありますが、交流等はおこなっておりませ

ん。

現状、ご希望等も多くないこともあり、積極

的に交流や一緒に活動する機会等は設けてい

ないこと。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 〇 都・区の説明会及びセミナー等へは積極的に

参加できるよう調整しています。
自立支援協議会には参加できていないこと。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。 〇
情報交換には、送迎時の引継ぎや連絡帳、

メール等を活用して都度行っています。また

保護者との個別面談も実施しています。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 
〇

日々の活動においての評価・工夫等をご家庭

での支援で活かしていただけるよう、毎回

しっかり振り返りながらメールや送迎時に保

護者の方々に細かく報告をしています。
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36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。 〇 お便りやガイドブックを作成してわかりやす

くなるよう工夫しています。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 
〇

半年に１度面談の機会を設けている他、電話

やメール等のツールも利用して日常的にやり

取りが可能な状況を作り、随時ご希望やご要

望が確認できるようにしています。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 〇 必ず保護者に支援計画の内容をご確認いただ

き、同意を得ています。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。 〇 随時メールやお電話、送迎時、面談等の機会

を通じて対応しています。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。
〇

半年に1回の面談に加え、学校や他施設でも行

事や面談等があることを考慮すると、働いて

いる保護者にとって仕事を休んで時間を取る

負担が大きくなるため、要望も少ないことか

ら、現時点では定期的な保護者会は実施して

おりません。

保護者からの要望も少なく、現状そういった

機会は設けていないこと。(必要性や需要の変

化に応じて検討していければと考えています)

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。
〇 できるだけ迅速かつ適切な対応を心掛けてい

ます。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。
〇 毎日のブログ更新、SNSでの情報発信、不定

期での会報誌の発行などを行っています。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇 個人資料は全て鍵付きの書庫に保管していま

す。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。 〇
相手に合わせ、伝え方などの工夫をスタッフ

間で共有し、意思の疎通や情報伝達の配慮に

努めています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。 〇 ブログ等を活用し、活動報告を行っていま

す。

コロナ発生より、不特定多数との接触への配

慮も必要となり、地域住民の招待等はなかな

か出来ていない現状であること。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。
〇 各種マニュアルは施設内で閲覧することが出

来るよう整備しています。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 〇
業務継続計画（BCP）を策定すると共に、防

災カードを作成して各家庭に配布している

他、年に2回以上の避難訓練の実施をしてお

り、消防計画も立てています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。 〇
契約時、半年に１度の面談時にフェイスシー

ト等を使っての確認を行なっている他、変更

等あった際にはご家族よりご連絡いただいて

把握に努めております。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。 〇
アレルギーがある児童については、受け入れ

時に書類も使って確認を行い、提供を控えて

います。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 〇
安全計画を作成すると共に、送迎車には安全

装置を取り付け、定期的に研修や避難訓練等

を行い、交通安全の標語等を使っての意識付

け等の工夫も随時行っています。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 〇
避難訓練の実施時に保護者への参加も呼び掛

けたり、訓練等の実施時の様子について報告

を行なったりと、随時ご家族への情報発信を

行っています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。 〇 日報やメール連絡網に記載し、ミーティング

時に都度職員間で確認を行っています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。 〇 虐待防止研修を必須で受けています。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。
〇

身体拘束を行なわなければならないケースに

ついては、放課後等デイサービス計画にも記

載をした上で、保護者にも了承を頂いていま

す。
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（別紙５）

サッカーあいだっく
公表日 　　　2025年　　３月　　１日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ○

屋外にて活動可能な際には、公園や公共の場

等を使って活動を行なっています。事業所内

については、事業の指定基準を十分上回るス

ペースの確保をさせていただいてはおります

が、さらに、場面に合わせたスペースの確保

を出来るように机や椅子の種類、配置、収納

等の工夫をしています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。 ○

事業の新基準にあわせた職員体制で対応して

おり、サッカーや運動が得意なスタッフや理

学療法士、保育士等の専門スタッフも配置

し、専門性の高い療育、活動を提供出来るよ

うに工夫しています。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

○
施設は2階にあり、階段を上る必要があります

が、場面に合わせてスタッフが上り下りの手

伝いなど行っています。

エレベーターや手スリなどのバリアフリーに

は対応していないこと。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。 ○

生活空間内に加湿空気清浄機を設置し、部屋

はもちろん、玄関からトイレまで毎日清掃・

消毒を行なっています。空気清浄機や掃除機

等の機器についても定期的に洗浄作業を行っ

ています。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。  ○
大部屋とは別に面談室を準備しており、必要

に応じて使用できるようにしています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。 ○

計画・実行・評価・改善を基本に、ミーティ

ング等を活用しながら日々業務改善を図って

います。情報収集や拡散には、メールやプリ

ントを活用し速やかに業務が遂行できるよう

にしています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。 ○
毎年保護者向けの評価表の配布・回収・集

計・公表を行なっており、内容についても把

握し、業務改善に繋げています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。 ○

上記同様、毎年事業所向けの評価表をスタッ

フに配布し、回収・集計・公表を行なってお

り、内容についても把握し、業務改善に繋げ

ています。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。 ○
現状第三者による外部評価は行なっておりま

せんが、実地調査や更新時の調査で指摘され

た点については改善しています。

現状第三者による外部評価は行なっていない

こと。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。 ○

他施設と合流での不定期での大きな研修に加

え、毎日の自施設内でのミーティングにて、

基本的業務確認のみではなく、障害特性や児

童とのかかわり方等、持続性があり効果的な

方法で研修が行えるよう心掛けています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  ○
年度末までに公表できるよう準備を進めてお

ります。
現時点ではまだ公表出来ていないこと。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。

○
子どもと保護者のニーズを参考に、必要な支

援や活動の工夫を職員で話し合い、計画に反

映させて作成しています。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

○

児童発達管理責任者以外にも、児童との関わ

りも深く、長く、性格や特性をより把握して

いる者を中心に、複数のスタッフで話し合

い、計画を作成しています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。 ○
スタッフ全員がいつでも再確認しやすいよう

個別支援計画のみを五十音順にしてまとめた

ファイルを別途作成して保管しています。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。

○

あいだっく独自のアセスメントシートを準備

しています。また、専門スタッフが必要に応

じて適切なツールを見極めて実施していま

す。

標準化されたアセスメントツール(WISC等)は

行なっていないこと。(学校や病院等で別途既

に取っている児童も多いため）

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

○
それぞれの児童についてスタッフで話し合

い、必要性に応じて適切な項目を設定し、支

援計画をたてています。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 ○
専門スタッフを中心に、ミーティングや話し

合いを行ないながら活動プログラムの立案を

行っています。
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18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ○
スタッフが週単位でプログラムを考案し、屋

外や屋内で児童が楽しく過ごせるよう尽力し

ております。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 ○

個別に得意なこと・苦手なこと等に合わせて

計画を立案しており、内容も個別はもちろ

ん、イベントや集団での活動も盛り込んだバ

ラエティに富んだ楽しめる内容に出来るよう

工夫しています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。

○

支援前に打ち合わせを実施し、支援の分担や

配慮事項等の確認を行なっています。支援中

もスタッフ全員で児童の対応に当たる等して

連携をはかっています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 ○
勤務形態にもよりますが、スタッフ間での打

合せや振り返りを随時行っています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。 ○

日報や個人記録にて、児童の様子や支援内容

を記録し、職員が参照できるようにしていま

す。記録を用いて、支援の検証や改善も図っ

ています。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 ○
本人やご家族のニーズを取り入れながら、取

り組み期間や目標を踏まえ、スタッフで話合

い、計画の見直しを行っています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。 ○

日常生活の充実、自立への支援等はもちろ

ん、運動活動を中心とした集団活動を行う中

で、季節のイベントなど活動に幅を持たせて

創作活動等も取り入れています。利用時間に

合わせてレクリエーションや休憩なども工夫

して盛り込みながら支援を行っています。

地域との交流については積極的に行なえてい

ないこと。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。 ○
子どもが主体となり活動に参加し、色々な役

割や先生約などを担ってもらう事で自己決定

力を育んでいます。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 ○
児童との関わりも深く、長く、性格や特性を

より把握している者が中心となって参画して

います。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 ○

直接主治医とやり取り出来ていない分、学校

やご家族を通しての情報交換で体制を整えて

います。てんかん発作時のダイアップ等、医

療行為が必要な場合については、医師の意見

書を作成していただいています。また、医療

連携についても検討中です。

現状主治医との直接的なやり取りは行なって

いないこと。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。

○

それぞれの学校へ連絡、お願いし、情報共有

の協力がいただけている所とは、適宜お迎え

時等を中心に情報共有と連絡調整をさせてい

ただいています。

学校から下校時刻や送迎対応、行事予定等の

情報は保護者から行うように言われてしまう

こともまだ多くあること。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 ○
当事業所と同様に(株)アイダックデザインが

運営する相談支援事業を中心に、更なる情報

共有に努めていきます。

現状は連携しておらず、情報提供等もないこ

とが多いこと。(今後必要なケースがあれば積

極的に行っていきます)

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。

○

引き継ぎ事項については、ファイリングし引

き継ぎしやすくしていると共に、必要に応じ

てお電話等で様子についての情報共有等を

行っています。

現状、必要に応じて行っており、全員につい

て行っていないこと。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 ○

研修会や連絡会、研修等にはできる限り代表

者が出席できるように日程や勤務の調整を

行っており、必要に応じて関係機関からの助

言をいただいています。

新宿区には児童発達支援センターがなく、連

携はできていないこと。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。 ○
屋外などの活動で、障害のない子どもと接す

る機会はありますが、一緒に活動をするまで

には至っていません。

現状、ご希望等も多くないこともあり、交流

や一緒に活動する機会等は積極的に設けては

いないこと。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 ○
都・区の説明会及びセミナー等へ積極的に参

加できるよう調整しています。
自立支援協議会には参加できていないこと。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。 ○

情報交換には、送迎時の引継ぎや連絡帳、

メール等を活用し、都度行っています。また

都度電話連絡をして気にある事や今日の出来

事など細かくお伝えしたり、保護者との個別

面談も実施しています。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 

○

日々の活動においての評価・工夫等をご家庭

での支援で活かしていただけるよう、毎回

しっかり振り返りながらメールや送迎時に保

護者の方々に細かく報告をしています。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。 ○
お便りやガイドブックを作成してわかりやす

くなるよう工夫しています。
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37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 

○

半年に１度面談の機会を設けている他、電話

やメール等のツールも利用して日常的にやり

取りが可能な状況を作り、随時ご希望やご要

望が確認できるようにしています。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 ○
必ず保護者に支援計画の内容をご確認いただ

き、同意を得ています。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。 ○
随時メールやお電話、送迎時、面談等の機会

を通じて対応しています。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

○

保護者会という形ではありませんが、事業所

同士での交流試合を年１回開催しており、保

護者同士の連携やお話する機会が取れる場に

もなればと考えています。

保護者からの要望も少なく、現状そういった

機会は設けていないこと。(必要性や需要の変

化に応じて検討していければと考えています)

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。

○
できるだけ迅速かつ適切な対応を心掛けてい

ます。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。

○
毎日のブログ更新、SNSでの情報発信、不定

期での会報誌の発行などを行っています。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○
個人資料は全て鍵付きの書庫に保管していま

す。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。 ○
相手に合わせ、伝え方などの工夫をスタッフ

間で共有し、意思の疎通や情報伝達の配慮に

努めています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。 ○

障がい児のスポーツイベントなど、地域の活

動に参加したりすることがあります。（コロ

ナ流行後は行えていない）また、ブログ等を

活用し、活動報告を行っています。

コロナ発生より、不特定多数との接触への配

慮も必要となり、地域住民の招待等はなかな

か出来ていない現状ではあること。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。

○
各種マニュアルは施設内で閲覧することが出

来るよう整備しています。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 ○

業務継続計画（BCP）を策定すると共に、防

災カードを作成して各家庭に配布している

他、年に2回以上の避難訓練の実施をしてお

り、消防計画も立てています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。 ○

契約時、半年に１度の面談時にフェイスシー

ト等を使っての確認を行なっている他、変更

等あった際にはご家族よりご連絡いただいて

把握に努めております。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。 ○
アレルギーがある児童については、受け入れ

時に書類も使って確認を行い、提供を控えて

います。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 ○

安全計画を作成すると共に、送迎車には安全

装置を取り付け、定期的に研修や避難訓練等

を行い、交通安全の標語等を使っての意識付

け等の工夫も随時行っています。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 ○

避難訓練の実施時に保護者への参加も呼び掛

けたり、訓練等の実施時の様子について報告

を行なったりと、随時ご家族への情報発信を

行っています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。 ○
日報やメール連絡網に記載し、ミーティング

時に都度職員間で確認を行っています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。 ○ 虐待防止研修を必須で受けています。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。

○

身体拘束を行なわなければならないケースに

ついては、放課後等デイサービス計画にも記

載をした上で、保護者にも了承を頂いていま

す。
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（別紙５）

渋谷あいだっく
公表日 　　　　　2025年　　3月　　1日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ○
事業の指定基準を十分上回るスペースの確保

をさせていただいてはおりますが、さらに、

家具の配置や折り畳み式の机、収納しやすい

椅子などの工夫で、場面に合わせたスペース

の確保を出来るようにしています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。 ○

事業の新基準にあわせた職員体制で対応して

おり、活動に合わせ、パソコン・アトリエ・

スタジオそれぞれの活動が得意なスタッフや

理学療法士、保育士等の専門スタッフを配置

し、専門性の高い療育、活動を提供出来るよ

うに工夫しています。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。
○ スタッフが、必要な個所で補助する形で配慮

を行っています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。 ○
生活空間内に空気清浄機(加湿・除湿機能付

き)を２台設置し、部屋はもちろん、玄関から

トイレまで毎日清掃・消毒を行なっていま

す。空気清浄機や掃除機等の機器についても

定期的に洗浄作業を行っています。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。  ○ 大部屋とは別に面談室を準備しており、必要

に応じて使用できるようにしています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。 ○
計画・実行・評価・改善を基本に、ミーティ

ング等を活用しながら日々業務改善を図って

います。情報収集や拡散には、メールやプリ

ントを活用し速やかに業務が遂行できるよう

にしています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。 ○
毎年保護者向けの評価表の配布・回収・集

計・公表を行なっており、内容についても把

握し、業務改善に繋げています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。 ○
上記同様、毎年事業所向けの評価表をスタッ

フに配布し、回収・集計・公表を行なってお

り、内容についても把握し、業務改善に繋げ

ています。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。 ○
現状第三者による外部評価は行なっていませ

んが、実地調査や更新時の調査で指摘された

点については改善しています。

現状第三者による外部評価は行なっていない

こと。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。 ○
他施設と合流での不定期での大きな研修に加

え、毎日の自施設内でのミーティングにて、

基本的業務確認のみではなく、障害特性や児

童とのかかわり方等、持続性があり効果的な

方法で研修が行えるよう心掛けています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  ○ 年度末までには公表できるように準備を進め

ております。
現時点ではまだ公表出来ていないこと。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。
○

子どもと保護者のニーズを参考に、必要な支

援や活動の工夫を職員で話し合い、計画に反

映させて作成しています。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 
○

児童発達管理責任者以外にも、児童との関わ

りも深く、長く、性格や特性をより把握して

いる者を中心に、複数のスタッフで話し合

い、計画を作成しています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。 ○
スタッフ全員がいつでも再確認しやすいよう

個別支援計画のみを五十音順にしてまとめた

ファイルを別途作成して保管しています。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。
○

あいだっく独自のアセスメントシートを準備

しています。また、専門スタッフが必要に応

じて適切なツールを見極めて実施していま

す。

標準化されたアセスメントツール(WISC等)は

行なっていないこと。(学校や病院等で別途既

に取っている児童も多いため）

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

○
それぞれの児童についてスタッフで話し合

い、必要性に応じて適切な項目を設定し、支

援計画をたてています。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 ○
専門スタッフを中心に、ミーティングや話し

合いを行ないながら活動プログラムの立案を

行っています。

事業所名

環

境

・

体

制

整

備

業

務

改

善

適

切

な

支

援

の

提

供

事業所における自己評価結果公表



18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ○

曜日ごとに活動内容を分け、固定化しないよ

う努めています。また、固定のプログラム以

外でも自由時間を使い、子どもたちが「やり

たい」という気持ちを尊重し、できるだけ

個々に合わせた遊びや活動を提示していま

す。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 ○
個別に得意なこと・苦手なこと等に合わせて

計画を立案しており、内容も個別はもちろ

ん、イベントや集団での活動も盛り込んだバ

ラエティに富んだ楽しめる内容に出来るよう

工夫しています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。
○

支援前に打ち合わせを実施し、支援の分担や

配慮事項等の確認を行なっています。送迎表

や座席、担当、チェック表等も活用してわか

りやすく確認出来るように工夫しています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 ○ 勤務形態にもよりますが、スタッフ間での打

合せや振り返りを随時行っています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。 ○
日報や個人記録にて、児童の様子や支援内容

を記録し、職員が参照できるようにしていま

す。記録を用いて、支援の検証や改善も図っ

ています。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 ○
本人やご家族のニーズを取り入れながら、取

り組み期間や目標を踏まえ、スタッフで話合

い、計画の見直しを行っています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。 ○

パソコン活動は、パソコンやiPad以外でも、

ボタンホック付けやSST等、個々の能力に合

わせながら、活動内容を提供しています。ア

トリエ活動は、季節やイベント事に合わせた

制作活動を中心に、個別や集団等活動に幅を

持たせています。スタジオ活動は、ダンスや

歌を中心に、ラダーステップ運動、反射運

動、縄跳び等、身体を使った運動にも取り組

み活動の幅を持たせています。また、季節の

イベントや余暇時間も工夫を盛り込みなが

ら、自立への支援はもちろん、創作活動や運

動・遊び等も含めて支援を行っています。ス

タジオ活動の利用児童は、年に1度発表会（あ

いだっくフェスタ）にて、ご家族の方々に観

覧いただき、発表の場、交流の機会として日

常生活の充実にもつなげています。

地域との交流については積極的に行なえてい

ないこと。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。 ○

自分で活動内容（パソコン課題・画材道具・

ダンス曲等）を決める、それが難しい児童に

は個別にそれぞれの力に応じて選択肢を準備

して選んでもらう等、自己決定の機会をしっ

かり作り、活動に取り組んでもらっていま

す。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 ○
児童との関わりも深く、長く、性格や特性を

より把握している者が中心となって参画して

います。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 ○

直接主治医とやり取り出来ていない分、学校

やご家族を通しての情報交換で体制を整えて

います。てんかん発作時のダイアップ等、医

療行為が必要な場合については、医師の意見

書を作成していただいています。また、医療

連携を始めています。

現状主治医との直接的なやり取りは行なって

いないこと。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。
○

それぞれの学校へ連絡、お願いし、情報共有

の協力がいただけている所とは、適宜お迎え

時等を中心に情報共有と連絡調整をさせてい

ただいています。

学校から下校時刻や送迎対応、行事予定等の

情報は保護者から行うように言われてしまう

こともまだ多くあります。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 ○
当事業所と同様に(株)アイダックデザインが

運営する相談支援事業を中心に、更なる情報

共有に努めていきます。

現状は連携しておらず、情報提供等もないこ

とが多いこと。(今後必要なケースがあれば積

極的に行っていきます)

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。
○

引き継ぎ事項については、ファイリングし引

き継ぎしやすくしていると共に、必要に応じ

てお電話等で様子についての情報共有等を

行っています。

現状、必要に応じて行っており、全員につい

て行ってはいないこと。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 ○
研修会や連絡会、研修等にはできる限り代表

者が出席できるように日程や勤務の調整を

行っています。また、必要に応じて関係機関

等に助言をいただいています。

児童発達支援センターとの直接的な連携はで

きていないこと。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。 ○
屋外などの活動で、障害のない子どもと接す

る機会はありますが、一緒に活動をするまで

には至っていません。

現状、ご希望等も多くないこともあり、積極

的に交流や一緒に活動する機会等は設けてい

ないこと。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 ○ 都・区の説明会及びセミナー等へ積極的に参

加できるよう調整しています。
自立支援協議会には参加できていないこと。
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34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。 ○

情報交換には、送迎時の引継ぎや連絡帳、

メール等を活用して都度行っています。ま

た、年度末のあいだっくフェスタでは日頃の

成果を発表すると共に、保護者との情報交換

を行うこともあります。保護者との個別面談

も実施しています。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 
○

日々の活動においての評価・工夫等をご家庭

での支援で活かしていただけるよう、毎回

しっかり振り返りながらメールや送迎時に保

護者の方々に細かく報告をしています。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。 ○ お便りやガイドブックを作成してわかりやす

くなるよう工夫しています。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 
○

半年に１度面談の機会を設けている他、電話

やメール等のツールも利用して日常的にやり

取りが可能な状況を作り、随時ご希望やご要

望が確認できるようにしています。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 ○ 必ず保護者に支援計画の内容をご確認いただ

き、同意を得ています。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。 ○ 随時メールやお電話、送迎時、面談等の機会

を通じて対応しています。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。
○

保護者会という形ではありませんが、あい

だっくフェスタを年１回開催しており、保護

者同士の連携やお話する機会が取れる場にも

なればと考えています。

保護者からの要望も少なく、現状そういった

機会は設けていないこと。(必要性や需要の変

化に応じて検討していければと考えています)

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。
○ できるだけ迅速かつ適切な対応を心掛けてい

ます。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。
○ 毎日のブログ更新、SNSでの情報発信、不定

期での会報誌の発行などを行っています。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○ 個人資料は全て鍵付きの書庫に保管していま

す。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。 ○
相手に合わせ、伝え方などの工夫をスタッフ

間で共有し、意思の疎通や情報伝達の配慮に

努めています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。 ○
イベントを通じて、活動内容を披露したり、

地域のお祭りに参加したりすることがありま

す。（コロナ流行後は行えていない）また、

ブログ等を活用し、活動報告を行っていま

す。

コロナ発生より、不特定多数との接触への配

慮も必要となり、地域住民の招待等はなかな

か出来ていない現状ではあること。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。
○ 各種マニュアルは施設内で閲覧することが出

来るよう整備しています。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 ○
業務継続計画（BCP）を策定すると共に、防

災カードを作成して各家庭に配布している

他、年に2回以上の避難訓練の実施をしてお

り、消防計画も立てています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。 ○
契約時、半年に１度の面談時にフェイスシー

ト等を使っての確認を行なっている他、変更

等あった際にはご家族よりご連絡いただいて

把握に努めております。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。 ○
アレルギーがある児童については、受け入れ

時に書類も使って確認を行い、提供を控えて

います。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 ○
安全計画を作成すると共に、送迎車には安全

装置を取り付け、定期的に研修や避難訓練等

を行い、交通安全の標語等を使っての意識付

け等の工夫も随時行っています。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 ○
避難訓練の実施時に保護者への参加も呼び掛

けたり、訓練等の実施時の様子について報告

を行なったりと、随時ご家族への情報発信を

行っています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。 ○ 日報やメール連絡網に記載し、ミーティング

時に都度職員間で確認を行っています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。 ○ 虐待防止研修を必須で受けています。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。
○

身体拘束を行なわなければならないケースに

ついては、放課後等デイサービス計画にも記

載をした上で、保護者にも了承を頂いていま

す。
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（別紙５）

ブロックあいだっく
公表日 　　　　2025年　3月　1日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

事業の指定基準を十分上回るスペースの確保

をさせていただいてはおりますが、さらに、

家具の配置や折り畳み式の机、収納しやすい

椅子などの工夫で、場面に合わせたスペース

の確保を出来るようにしています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。

事業の新基準にあわせた職員体制で対応して

おり、作業療法士や保育士等の専門職員や児

童経験が豊富な職員を配置し、専門性の高い

療育、活動を提供出来るように工夫していま

す。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

施設は2階にあり階段を上る必要がありますが

場面に合わせてスタッフが上り下りの手伝い

など行っています。施設内には必要な個所に

絵カード等を掲示し視覚的に認識できよう配

慮しています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。

生活空間内に空気清浄機を設置し、部屋はも

ちろん、玄関からトイレまで毎日清掃・消毒

を行なっています。空気清浄機や掃除機等の

機器についても定期的に洗浄作業を行ってい

ます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。 

大部屋とは別に面談室を準備しており、必要

に応じて使用できるようにしています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。

計画・実行・評価・改善を基本に、ミーティ

ング等を活用しながら日々業務改善を図って

います。情報収集や拡散には、メールやプリ

ントを活用し速やかに業務が遂行できるよう

にしています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。

毎年保護者向けの評価表の配布・回収・集

計・公表を行なっており、内容についても把

握し、業務改善に繋げています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。

上記同様、毎年事業所向けの評価表をスタッ

フに配布し、回収・集計・公表を行なってお

り、内容についても把握し、業務改善に繋げ

ています。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。

現状第三者による外部評価は行なっていない

が、実地調査等で指摘された点については改

善しています。

現状第三者による外部評価は行なっていない

こと。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。

他施設と合流での不定期での大きな研修に加

え毎日の自施設内でのミーティングにて基本

的業務確認のみではなく障害特性や児童との

かかわり方等持続性があり効果的な方法で研

修が行えるよう心掛けています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 
年度末までに公表出来るよう準備を進めてお

ります。
現時点では公表出来ていないこと。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。

子どもと保護者のニーズを参考に、必要な支

援や活動の工夫を職員で話し合い、計画に反

映させて作成しています。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

児童発達管理責任者以外にも、児童との関わ

りも深く、長く、性格や特性をより把握して

いる者を中心に、複数のスタッフで話し合

い、計画を作成しています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。

スタッフ全員がいつでも再確認しやすいよう

個別支援計画のみを五十音順にしてまとめた

ファイルを別途作成して保管しています。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。

あいだっく独自のアセスメントシートを準備

しています。また、専門スタッフが必要に応

じて適切なツールを見極めて実施していま

す。

標準化されたアセスメントツール(WISC等)は

行なっていないこと。(学校や病院等で別途既

に取っている児童も多いため）

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」「家族

支援」「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内

容も踏まえながらこどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その

上で具体的な支援内容が設定されているか。

それぞれの児童についてスタッフで話し合

い、必要性に応じて適切な項目を設定し、支

援計画をたてています。
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17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

専門スタッフを中心に、ミーティングや話し

合いを行ないながら活動プログラムの立案を

行っています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

活動の中で、課題にするものや材料、道具に

様々なものを取り入れながら活動を組み立て

ていき、提案しています。内容も季節ごとや

テーマごとに変化をつけつつ、固定化しない

ように気を付けています。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

状況に応じて、個別活動（工作等）・集団活

動（レクリエーション等）を組み合わせなが

らサービス計画を作成しています。また、イ

ベントも取り入れバラエティに富んだ楽しめ

る内容にできるよう工夫しています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。

支援前に打ち合わせを実施し、支援の分担や

配慮事項等の確認を行なっています。送迎表

を活用し座席や担当をわかりやすく確認でき

るよう工夫しています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

支援終了後、毎日、全員でというのは時間や

体制的に難しいものの、重要なことは共有し

ています。支援終了後に行えなかった支援の

振り返り等については翌日のミーティングで

行っています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。

日報や個人記録にて、児童の様子や支援内容

を記録し、職員が参照できるようにしていま

す。記録を用いて、支援の検証や改善も図っ

ています。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

本人やご家族のニーズを取り入れながら、取

り組み期間や目標を踏まえ、スタッフで話合

い、計画の見直しを行っています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。

日常生活の充実、自立への支援等はもちろ

ん、創作活動では、工作・レクリエーション

等の活動を中心に、全体での共同作業や大き

な制作なども取り入れ、季節ごとには同じ

テーマで作成を行う等、活動に幅を持たせて

います。利用時間に合わせて休憩や個別の活

動で運動・遊びの要素も盛り込みながら支援

を行っています。

地域との交流については積極的に行なえてい

ないこと。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。

自分で活動内容、使用するツール等を決め

る、難しい児童には個別にそれぞれの力に応

じて選択肢を準備して選んでもらう等、自己

決定の機会をしっかり作り、活動に取り組ん

でもらっています。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

児童との関わりも深く、性格や特性をより把

握している者が中心となって参画していま

す。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

直接主治医とやり取り出来ていない分、学校

やご家族を通しての情報交換で体制を整えて

います。てんかん発作時のダイアップ等、医

療行為が必要な場合については、医師の意見

書を作成していただいています。また、医療

連携についても検討中です。

現状主治医との直接的なやり取りは行なって

いないこと。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。

それぞれの学校へ連絡、お願いし、情報共有

の協力がいただけている所とは、適宜お迎え

時等を中心に情報共有と連絡調整をさせてい

ただいています。

学校から下校時刻や送迎対応、行事予定等の

情報は保護者から行うように言われてしまう

こともまだ多くあること。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

当事業所と同様に(株)アイダックデザインが

運営する相談支援事業を中心に、更なる情報

共有に努めていきます。

現状、必要に応じて行っており、全員につい

て行ってはいないこと。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。

引き継ぎ事項については、ファイリングし引

き継ぎしやすくしていると共に、必要に応じ

てお電話等で様子についての情報共有等を

行っています。

現状、必要に応じて行っており、全員につい

て行ってはいないこと。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

研修会や連絡会にはできる限り出席できるよ

うに日程や勤務の調整を行っています。ま

た、必要に応じて関係機関に助言をいただい

ております。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。

現状、屋外での活動時に接する場面はある

が、交流等は行なっておりません。

現状、交流や一緒に活動する機会等は積極的

に設けてはいないこと。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。
都・区の説明会及びセミナー等へ積極的に参

加できるよう調整しています。

「自立支援協議会」には参加できていないこ

と。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。

送迎時の伝達や一日の連絡メール等で情報発

信及び情報共有に努めています。また定期的

に個別面談を行っています。
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35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 

日々の活動においての評価・工夫等をご家庭

での支援で活かしていただけるよう、一日の

連絡メールや送迎時に情報を共有していま

す。また保護者からも情報をいただいており

ます。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。

お便りやガイドブックを作成してわかりやす

くなるよう工夫しています。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 

半年に１度面談の機会を設けている他、電話

やメール等のツールも利用して日常的にやり

取りが可能な状況を作り、随時ご希望やご要

望が確認できるようにしています。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

必ず保護者に支援計画の内容をご確認いただ

き、同意を得ています。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。

随時メールやお電話、送迎時、面談等の機会

を通じて対応しています。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

半年に1回の面談に加え、学校や他施設でも行

事や面談等があることを考慮すると、働いて

いる保護者にとって仕事を休んで時間を取る

負担が大きくなるため、要望も少ないことか

ら、現時点では定期的な保護者会は実施して

おりません。

保護者会等は開催できていないこと。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。

できるだけ迅速かつ適切な対応を心掛けてい

ます。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。

毎日のブログ更新、SNSでの情報発信、不定

期での会報誌の発行などを行っています。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。
個人資料は全て鍵付きの書庫に保管していま

す。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。

相手に合わせ、伝え方などの工夫をスタッフ

間で共有し、意思の疎通や情報伝達の配慮に

努めています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。

地域住民の招待等は行えておりませんが、ブ

ログ等を活用し、活動報告を行っています。

コロナ発生より、不特定多数との接触への配

慮も必要となり、地域住民の招待等はなかな

か出来ていない現状であること。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。

各種マニュアルは施設内で閲覧することが出

来るよう整備しています。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

業務継続計画（BCP）を策定すると共に、防

災カードを作成して各家庭に配布している

他、年に2回、避難訓練の実施。消防計画を立

てています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。

契約時、半年に１度の面談時にフェイスシー

ト等を使っての確認を行なっている他、変更

等あった際にはご家族よりご連絡いただき、

把握に努めております。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。

アレルギーがある児童については、受け入れ

時に書類も使って確認を行い、提供を控えて

います。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

安全計画を作成すると共に、送迎車には安全

装置を取り付け、定期的に研修や避難訓練等

を行い、交通安全の標語等を使っての意識付

け等の工夫も随時行っています。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

避難訓練の実施時に保護者への参加も呼び掛

けたり、訓練等の実施時の様子について報告

を行なったりと、随時ご家族への情報発信を

行っています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。

日報やメール連絡網に記載し、ミーティング

時に都度職員間で確認を行っています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。
虐待防止研修を必須で受けています。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。

身体拘束を行なわなければならないケースに

ついては、放課後等デイサービス計画にも記

載をした上で、保護者にも了承を頂いていま

す。

非

常

時

等

の

対

応

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

保

護

者

へ

の

説

明

等



（別紙５）

アトリエあいだっく川崎
公表日 　　　　　2025年　　3月　　1日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ○
事業の指定基準を十分上回るスペースの確保

をさせていただいてはおりますが、さらに、

家具の配置や折り畳み式の机、収納しやすい

椅子などの工夫で、場面に合わせたスペース

の確保を出来るようにしています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。 ○
事業の新基準にあわせた職員体制で対応して

おり、活動に合わせ、絵画等に特化したス

タッフや作業療法士、保育士等の専門スタッ

フも配置し、専門性の高い療育、活動を提供

出来るように工夫しています。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。
○

施設は1Fに位置しており、施設内に段差もな

い状況で、トイレやロッカー等にもそれぞれ

マークやイラストをつける等してわかりやす

くなるよう工夫しています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。 ○
生活空間内に空気清浄機を設置し、部屋はも

ちろん、玄関からトイレまで毎日清掃・消毒

を行なっています。空気清浄機や掃除機等の

機器についても定期的に洗浄作業を行ってい

ます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。  ○ 大部屋とは別に面談室を準備しており、必要

に応じて使用できるようにしています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。 ○
計画・実行・評価・改善を基本に、ミーティ

ング等を活用しながら日々業務改善を図って

います。情報収集や拡散には、メールやプリ

ントを活用し速やかに業務が遂行できるよう

にしています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。 ○
毎年保護者向けの評価表の配布・回収・集

計・公表を行なっており、内容についても把

握し、業務改善に繋げています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。 ○
上記同様、毎年事業所向けの評価表をスタッ

フに配布し、回収・集計・公表を行なってお

り、内容についても把握し、業務改善に繋げ

ています。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。 ○
現状第三者による外部評価は行なっていませ

んが、更新時や同企業内他施設の実地調査で

指摘された点等を参考に業務改善していま

す。

現状第三者による外部評価は行なっていない

こと。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。 ○
他施設と合流での不定期での大きな研修に加

え、毎日の自施設内でのミーティングにて、

基本的業務確認のみではなく、障害特性や児

童とのかかわり方等、持続性があり効果的な

方法で研修が行えるよう心掛けています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  ○ 年度末までに公表が行なえるよう準備を進め

ております。
現時点ではまだ公表出来ていないこと。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。
○

子どもと保護者のニーズを参考に、必要な支

援や活動の工夫を職員で話し合い、計画に反

映させて作成しています。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 
○

児童発達管理責任者以外にも、児童との関わ

りも深く、長く、性格や特性をより把握して

いる者を中心に、複数のスタッフで話し合

い、計画を作成しています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。 ○
スタッフ全員がいつでも再確認しやすいよう

個別支援計画のみを五十音順にしてまとめた

ファイルを別途作成して保管しています。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。
○

あいだっく独自のアセスメントシートを準備

しています。また、専門スタッフが必要に応

じて適切なツールを見極めて実施していま

す。

標準化されたアセスメントツール(WISC等)は

行なっていないこと。(学校や病院等で別途既

に取っている児童も多いため）
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16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

○
それぞれの児童についてスタッフで話し合

い、必要性に応じて適切な項目を設定し、支

援計画をたてています。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 ○
専門スタッフを中心に、ミーティングや話し

合いを行ないながら活動プログラムの立案を

行っています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ○
一人一人の課題に合わせて個別をメインにし

た活動を行っています。また、午前からの利

用時など、活動時間に合わせた的確な支援が

できるよう活動計画を作成しています。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 ○
個別に得意なこと・苦手なこと等に合わせて

計画を立案しており、内容も個別はもちろ

ん、イベントや集団での活動も盛り込んだバ

ラエティに富んだ楽しめる内容に出来るよう

工夫しています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。
○

支援前に打ち合わせを実施し、支援の分担や

配慮事項等の確認を行なっています。送迎表

や座席、担当、チェック表等も活用してわか

りやすく確認出来るように工夫しています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 ○ 勤務形態にもよるが、スタッフ間での打合せ

や振り返りを随時行っています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。 ○
日報や個人記録にて、児童の様子や支援内容

を記録し、職員が参照できるようにしていま

す。記録を用いて、支援の検証や改善も図っ

ています。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 ○
本人やご家族のニーズを取り入れながら、取

り組み期間や目標を踏まえ、スタッフで話合

い、計画の見直しを行っています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。 ○

日常生活の充実、自立への支援等はもちろ

ん、創作活動を中心とした個別活動を行う中

で、全体での共同作業や大きな制作なども取

り入れ、季節ごとには同じテーマで作成を行

う等、活動に幅を持たせています。利用時間

に合わせてレクリエーションや休憩などで運

動・遊びも工夫して盛り込みながら支援を

行っています。

地域との交流については積極的に行なえてい

ないこと。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。 ○
自分で活動内容、使用画材等を決める、それ

が難しい児童には個別にそれぞれの力に応じ

て選択肢を準備して選んでもらう等、自己決

定の機会をしっかり作り、活動に取り組んで

もらっています。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 ○
児童との関わりも深く、長く、性格や特性を

より把握している者が中心となって参画して

います。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 ○

直接主治医とやり取り出来ていない分、学校

やご家族を通しての情報交換で体制を整えて

います。てんかん発作時のダイアップ等、医

療行為が必要な場合については、医師の意見

書を作成していただいています。また、医療

連携を開始いたしました。

現状主治医との直接的なやり取りは行なって

いないこと。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。
○

それぞれの学校へ連絡、お願いし、情報共有

の協力がいただけている所とは、適宜お迎え

時等を中心に情報共有と連絡調整をさせてい

ただいています。

学校の月間予定表や学年だよりの発行が遅い

時もあり、月初の下校時刻把握が難しいこと

があること。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 ○
当事業所と同様に(株)アイダックデザインが

運営する相談支援事業を中心に、更なる情報

共有に努めていきます。

現状は連携しておらず、情報提供等もないこ

とが多いこと。(今後必要なケースがあれば積

極的に行っていきます)

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。
△

引き継ぎ事項については、ファイリングし引

き継ぎしやすくしていると共に、必要に応じ

てお電話等で様子についての情報共有等を

行っています。

現状、必要に応じて行っており、全員につい

て行ってはいないこと。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 △
研修会や連絡会、研修等にはできる限り代表

者が出席できるように日程や勤務の調整を

行っています。また、必要に応じて関係機関

からの助言をいただいております。

児童発達支援センターとの直接的・継続的な

連携はできていないこと。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。 ○
屋外活動時等に障害のない児童と接する機会

はありますが、交流等は行なっていません。

外部に向けての情報発信や交流も視野に入れ

て、フェス等の機会は設けています。

現状、ご希望等も多くないこともあり、積極

的に交流や一緒に活動を行う機会は設けてい

ないこと。
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33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 ○ 都・区の説明会及びセミナー等へ積極的に参

加できるよう調整しています。
自立支援協議会には参加できていないこと。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。 ○
情報交換には、送迎時の引継ぎや連絡帳、

メール等を活用して都度行っています。ま

た、フェス等の際には直接作品をご覧いただ

きながら情報交換を行っています。保護者と

の個別面談も実施しています。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 
○

日々の活動においての評価・工夫等をご家庭

での支援で活かしていただけるよう、毎回

しっかり振り返りながらメールや送迎時に保

護者の方々に細かく報告をしています。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。 ○ お便りやガイドブックを作成してわかりやす

くなるよう工夫しています。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 
○

半年に１度面談の機会を設けている他、電話

やメール等のツールも利用して日常的にやり

取りが可能な状況を作り、随時ご希望やご要

望が確認できるようにしています。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 ○ 必ず保護者に支援計画の内容をご確認いただ

き、同意を得ています。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。 ○ 随時メールやお電話、送迎時、面談等の機会

を通じて対応しています。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。
○

保護者会という形ではありませんが、フェス

を開催しており、保護者同士の連携やお話す

る機会が取れる場にもなればと考えていま

す。

保護者からの要望も少なく、現状そういった

機会は設けていないこと。(必要性や需要の変

化に応じて検討していければと考えています)

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。
○ できるだけ迅速かつ適切な対応を心掛けてい

ます。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。
○ 毎日のブログ更新、SNSでの情報発信、不定

期での会報誌の発行などを行っています。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○ 個人資料は全て鍵付きの書庫に保管していま

す。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。 ○
相手に合わせ、伝え方などの工夫をスタッフ

間で共有し、意思の疎通や情報伝達の配慮に

努めています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。 ○
フェス等のイベントを通じて、活動内容を披

露したり、ブログ等を活用し、活動報告を

行っています。

コロナ発生より、不特定多数との接触への配

慮も必要となり、地域住民の招待等はなかな

か出来ていない現状であること。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。
○ 各種マニュアルは施設内で閲覧することが出

来るよう整備しています。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 ○
業務継続計画（BCP）を策定すると共に、防

災カードを作成して各家庭に配布している

他、年に2回以上の避難訓練の実施をしてお

り、消防計画も立てています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。 ○
契約時、半年に１度の面談時にフェイスシー

ト等を使っての確認を行なっている他、変更

等あった際にはご家族よりご連絡いただいて

把握に努めております。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。 ○
アレルギーがある児童については、受け入れ

時に書類も使って確認を行い、提供を控えて

います。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 ○
安全計画を作成すると共に、送迎車には安全

装置を取り付け、定期的に研修や避難訓練等

を行い、交通安全の標語等を使っての意識付

け等の工夫も随時行っています。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 ○
避難訓練の実施時に保護者への参加も呼び掛

けたり、訓練等の実施時の様子について報告

を行なったりと、随時ご家族への情報発信を

行っています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。 ○ 日報やメール連絡網に記載し、ミーティング

時に都度職員間で確認を行っています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。 ○ 虐待防止研修を必須で受けています。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。
○

身体拘束を行なわなければならないケースに

ついては、放課後等デイサービス計画にも記

載をした上で、保護者にも了承を頂いていま

す。
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スタジオあいだっく川崎
公表日 　　　　　2025年　3月　1日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ○

事業所の指定基準を十分上回るスペースの確

保をさせていただいております。施設面積の3

分の2以上を活動スペースとして確保し、目的

別にスペースを区切り、より子供たちが活動

しやすいようにレイアウトや棚・机の位置や

形状にも配慮しています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。 ○
事業の新基準にあわせた職員体制で対応して

おり、理学療法士等の専門スタッフや児童経

験豊富なスタッフを配置し、専門性の高い療

育や活動を提供できるように工夫していま

す。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。
○

施設は１階に位置しており、施設内に段差も

なく、バリアフリー化に対応しています。ま

た支援員が、必要な個所で補助する形で配慮

を行っています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。 ○
業務終了後の清掃を欠かさず行って清潔を保

ち、限られた空間の中で、目的別にスペース

を区切り、より子供たちが活動しやすいよう

にレイアウトや棚・机の位置や形状にも配慮

しています。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。  ○ 大部屋とは別に面談室を準備しており、必要

に応じて使用できるようにしています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。 ○
計画・実行・評価・改善を基本に、ミーティ

ング等を活用しながら日々業務改善を図って

います。情報収集や拡散には、メールやプリ

ントを活用し速やかに業務が遂行できるよう

にしています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。 ○
毎年保護者向けの評価表の配布・回収・集

計・公表を行なっており、内容についても把

握し、業務改善に繋げています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。 ○
上記同様、毎年事業所向けの評価表をスタッ

フに配布し、回収・集計・公表を行なってお

り、内容についても把握し、業務改善に繋げ

ています。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。 ○
現状第三者による外部評価は行なっていない

が、更新時や同企業内他施設の実地調査で指

摘された点等を参考に業務改善しています。

現状第三者による外部評価は行なっていない

こと。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。 ○
他施設と合流での不定期での大きな研修に加

え、毎日の自施設内でのミーティングにて、

基本的業務確認のみではなく、障害特性や児

童とのかかわり方等、持続性があり効果的な

方法で研修が行えるよう心掛けています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  ○ 年度末までに公表できるよう準備を進めてお

ります。
現時点では公表出来ていないこと。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。
○

子どもと保護者のニーズを参考に、必要な支

援や活動の工夫を職員で話し合い、計画に反

映させて作成しています。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 
○

児童発達管理責任者以外にも、児童との関わ

りも深く、長く、性格や特性をより把握して

いる者を中心に、複数のスタッフで話し合

い、計画を作成しています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。 ○
スタッフ全員がいつでも再確認しやすいよう

個別支援計画のみを五十音順にしてまとめた

ファイルを別途作成して保管しています。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。
○

あいだっく独自のアセスメントシートを準備

しています。また、専門スタッフが必要に応

じて適切なツールを見極めて実施していま

す。

標準化されたアセスメントツール(WISC等)は

行なっていないこと。(学校や病院等で別途既

に取っている児童も多いため）

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

○
それぞれの児童についてスタッフで話し合

い、必要性に応じて適切な項目を設定し、支

援計画をたてています。
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17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 ○
専門スタッフを中心に、ミーティングや話し

合いを行ないながら活動プログラムの立案を

行っています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ○
一人一人の課題に合わせて個別をメインにし

た活動を行っています。

定期的に新しい活動を提供しているほか、イ

ベント等も行っています。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 ○
個別に得意なこと・苦手なこと等に合わせて

計画を立案しており、内容も個別はもちろ

ん、イベントや集団での活動も盛り込んだバ

ラエティに富んだ楽しめる内容に出来るよう

工夫しています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。
○ 支援前等、随時、情報共有・送迎確認等を

行っています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 ○ 勤務形態にもよりますが、スタッフ間での打

合せや振り返りを随時行っています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。 ○
日報や個人記録にて、児童の様子や支援内容

を記録し、職員が参照できるようにしていま

す。記録を用いて、支援の検証や改善も図っ

ています。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 ○
本人やご家族のニーズを取り入れながら、取

り組み期間や目標を踏まえ、スタッフで話合

い、計画の見直しを行っています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。 ○

運動活動や日常生活の充実、自立への支援等

を中心に、集団活動であるサッカーとダンス

を行っていますが、活動前後は工作活動な

ど、個人で行える創作活動や遊び等の支援も

できる環境を整える等、集団活動と個人活動

の両方を行えるようバランスに配慮していま

す。

地域との交流については積極的に行なえてい

ないこと。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。 ○
活動内容がダンスとサッカーの二つあり、複

数日通っている児童に対してはダンス活動を

行う日とサッカー活動を行う日に分け、選択

できるようにしています。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 ○
児童との関わりも深く、長く、性格や特性を

より把握している者が中心となって参画して

います。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 ○

直接主治医とやり取り出来ていない分、学校

やご家族を通しての情報交換で体制を整えて

います。てんかん発作時のダイアップ等、医

療行為が必要な場合については、医師の意見

書を作成していただいています。また、医療

連携を開始しています。

現状主治医との直接的なやり取りは行なって

いないこと。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。
○

お迎えが遅れる時などは必ず学校へ連絡して

います。下校時間が急遽変更になった時や放

課後活動で遅れる時には学校から直接連絡を

いただけますが、通常の下校時刻や月の行事

予定等の情報は必ず保護者を通して把握する

ように学校から言われており、月間予定表や

学年だよりを保護者様からご提供いただいて

います。

学校の月間予定表や学年だよりの発行が遅い

時もあり、月初の下校時刻把握が難しい場合

があること。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 ○
当事業所と同様に(株)アイダックデザインが

運営する相談支援事業を中心に、更なる情報

共有に努めていきます。

現状は連携しておらず、情報提供等もないこ

とが多いこと。(今後必要なケースがあれば積

極的に行っていきます)

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。
○

引き継ぎ事項については、ファイリングし引

き継ぎしやすくしていると共に、必要に応じ

てお電話等で様子についての情報共有等を

行っています。

現状、必要に応じて行っており、全員につい

て行えてはいないこと。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 ○
研修会や連絡会、研修等にはできる限り代表

者が出席できるように日程や勤務の調整を

行っています。また、必要に応じて関係機関

から助言をいただいております。

児童発達支援センターとの直接的・継続的な

連携は行なえていないこと。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。 ○
屋外活動時等に障害のない児童と接する機会

はありますが、交流はしておりません。外部

に向けての情報発信や交流も視野に入れて、

あいだっく全体でのイベントを開催していま

す。

現状、ご希望等も多くないこともあり、積極

的に交流や一緒に活動を行う機会を設けては

いないこと。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 ○ 都・区の説明会及びセミナー等へ積極的に参

加できるよう調整しています。
自立支援協議会には参加できていないこと。
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34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。 ○
情報交換には、送迎時の引継ぎや連絡帳、

メール等を活用して都度行っています。保護

者との個別面談も実施しています。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 
○

日々の活動においての評価・工夫等をご家庭

での支援で活かしていただけるよう、毎回

しっかり振り返りながらメールや送迎時に保

護者の方々に細かく報告をしています。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。 ○ お便りやガイドブックを作成してわかりやす

くなるよう工夫しています。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 
○

半年に１度面談の機会を設けている他、電話

やメール等のツールも利用して日常的にやり

取りが可能な状況を作り、随時ご希望やご要

望が確認できるようにしています。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 ○ 必ず保護者に支援計画の内容をご確認いただ

き、同意を得ています。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。 ○ 随時メールやお電話、送迎時、面談等の機会

を通じて対応しています。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。
○

保護者の会はございませんが、保護者の皆様

にご参加いただけるイベントや講演等を行っ

ております。

保護者からの要望も少なく、現状そういった

機会は設けていないこと。(必要性や需要の変

化に応じて検討していければと考えています)

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。
○ できるだけ迅速かつ適切な対応を心掛けてい

ます。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。
○ 毎日のブログ更新、SNSでの情報発信、不定

期での会報誌の発行などを行っています。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○ 個人資料は全て鍵付きの書庫に保管していま

す。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。 ○
相手に合わせ、伝え方などの工夫をスタッフ

間で共有し、意思の疎通や情報伝達の配慮に

努めています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。 ○
イベントを通じて、活動内容を披露したり、

ブログ等を活用し、活動報告を行っていま

す。

コロナ発生より、不特定多数との接触への配

慮も必要となり、地域住民の招待等はなかな

か出来ていない現状であること。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。
○ 各種マニュアルは施設内で閲覧することが出

来るよう整備しています。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 ○
業務継続計画（BCP）を策定すると共に、防

災カードを作成して各家庭に配布している

他、年に2回以上の避難訓練の実施をしてお

り、消防計画も立てています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。 ○
契約時、半年に１度の面談時にフェイスシー

ト等を使っての確認を行なっている他、変更

等あった際にはご家族よりご連絡いただいて

把握に努めております。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。 ○
アレルギーがある児童については、受け入れ

時に書類も使って確認を行い、提供を控えて

います。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 ○
安全計画を作成すると共に、送迎車には安全

装置を取り付け、定期的に研修や避難訓練等

を行い、交通安全の標語等を使っての意識付

け等の工夫も随時行っています。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 ○
避難訓練の実施時に保護者への参加も呼び掛

けたり、訓練等の実施時の様子について報告

を行なったりと、随時ご家族への情報発信を

行っています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。 ○ 日報やメール連絡網に記載し、ミーティング

時に都度職員間で確認を行っています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。 ○ 虐待防止研修を必須で受けています。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。
○

身体拘束を行なわなければならないケースに

ついては、放課後等デイサービス計画にも記

載をした上で、保護者にも了承を頂いていま

す。
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パソコンあいだっく川崎
公表日 　　　　　2025年　3月　1日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ○
事業の指定基準を十分上回るスペースの確保

をさせていただいてはおりますが、さらに、

家具の配置や折り畳み式の机、収納しやすい

椅子などの工夫で、場面に合わせたスペース

の確保を出来るようにしています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。 ○
事業の指定新基準の職員配置で対応しており

ます。また、言語聴覚士や保育士、パソコン

に詳しいスタッフも配置し、専門性の高い療

育、活動を提供出来るように工夫していま

す。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。
○

当事業所は２階にあり、階段にスロープ等は

ございませんが非常用階段ではなく、住民の

方が通常使用している一般的な階段になりま

す。怪我をしている時や、装具を着けている

お子さんの場合はエレベーターも使用できま

す。室内に段差等はございません。

※車いすの方の受け入れは行っておりません

ので、予めご了承ください。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。 ○
生活空間内に空気清浄機を設置し、部屋はも

ちろん、玄関からトイレまで毎日清掃・消毒

を行なっています。空気清浄機や掃除機等の

機器についても定期的に洗浄作業を行ってい

ます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。  ○ 大部屋とは別に面談室を準備しており、必要

に応じて使用できるようにしています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。 ○
計画・実行・評価・改善を基本に、ミーティ

ング等を活用しながら日々業務改善を図って

います。情報収集や拡散には、メールやプリ

ントを活用し速やかに業務が遂行できるよう

にしています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。 ○
毎年保護者向けの評価表の配布・回収・集

計・公表を行なっており、内容についても把

握し、業務改善に繋げています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。 ○
上記同様、毎年事業所向けの評価表をスタッ

フに配布し、回収・集計・公表を行なってお

り、内容についても把握し、業務改善に繋げ

ています。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。 ○
現状第三者による外部評価は行なっていませ

んが、更新時や同企業内他施設の実地調査で

指摘された点等を参考に業務改善を行ってい

ます。

現状第三者による外部評価は行なっていない

こと。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。 ○
他施設と合流での不定期での大きな研修に加

え、毎日の自施設内でのミーティングにて、

基本的業務確認のみではなく、障害特性や児

童とのかかわり方等、持続性があり効果的な

方法で研修が行えるよう心掛けています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  ○ 年度末までに公表が出来るよう準備を進めて

おります。
現時点ではまだ公表出来ていないこと。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。
○

子どもと保護者のニーズを参考に、必要な支

援や活動の工夫を職員で話し合い、計画に反

映させて作成しています。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 
○

児童発達管理責任者以外にも、児童との関わ

りも深く、長く、性格や特性をより把握して

いる者を中心に、複数のスタッフで話し合

い、計画を作成しています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。 ○
スタッフ全員がいつでも再確認しやすいよう

個別支援計画のみを五十音順にしてまとめた

ファイルを別途作成して保管しています。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。
○

あいだっく独自のアセスメントシートを準備

しています。また、専門スタッフが必要に応

じて適切なツールを見極めて実施していま

す。

標準化されたアセスメントツール(WISC等)は

行なっていないこと。(学校や病院等で別途既

に取っている児童も多いため）
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16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

○
それぞれの児童についてスタッフで話し合

い、必要性に応じて適切な項目を設定し、支

援計画をたてています。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 ○
専門スタッフを中心に、ミーティングや話し

合いを行ないながら活動プログラムの立案を

行っています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ○
一人一人の課題に合わせて個別をメインにし

た活動を行っています。定期的に新しい活動

を提供しているほか、イベント等も行ってい

ます。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 ○
個別に得意なこと・苦手なこと等に合わせて

計画を立案しており、内容も個別はもちろ

ん、イベントや集団での活動も盛り込んだバ

ラエティに富んだ楽しめる内容に出来るよう

工夫しています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。
○ 支援前等、随時、情報共有・送迎確認等を

行っています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 ○ 勤務形態にもよりますが、スタッフ間での打

合せや振り返りを随時行っています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。 ○
日報や個人記録にて、児童の様子や支援内容

を記録し、職員が参照できるようにしていま

す。記録を用いて、支援の検証や改善も図っ

ています。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 ○
本人やご家族のニーズを取り入れながら、取

り組み期間や目標を踏まえ、スタッフで話合

い、計画の見直しを行っています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。 ○

メインの時間帯は、日常生活の充実、自立へ

の支援等はもちろん、創作活動を中心とした

個別でのパソコン活動を行っていますが、後

半の時間帯には全体活動の時間も確保してい

ます。利用時間に合わせ、パソコン以外にも

工作等から運動・遊びの要素を含めた活動ま

で、工夫して盛り込みながら支援を行ってい

ます。

地域との交流については積極的に行なえてい

ないこと。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。 ○
複数の選択肢から作りたいものを選んでも

らったり、クイズ形式の活動等を通して、選

択・自己決定の機会を活動の中に取り入れて

います。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 ○
児童との関わりも深く、長く、性格や特性を

より把握している者が中心となって参画して

います。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 ○

直接主治医とやり取り出来ていない分、学校

やご家族を通しての情報交換で体制を整えて

います。てんかん発作時のダイアップ等、医

療行為が必要な場合については、医師の意見

書を作成していただいています。また、医療

連携も検討中です。

現状主治医との直接的なやり取りは行なって

いないこと。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。
○

お迎えが遅れる時などは必ず学校へ連絡して

います。下校時間が急遽変更になった時や放

課後活動で遅れる時には学校から直接連絡を

いただけますが、通常の下校時刻や月の行事

予定等の情報は必ず保護者を通して把握する

ように学校から言われており、月間予定表や

学年だよりを保護者様からご提供いただいて

います。

学校の月間予定表や学年だよりの発行が遅い

時もあり、月初の下校時刻把握が難しい場合

があること。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 ○
当事業所と同様に(株)アイダックデザインが

運営する相談支援事業を中心に、更なる情報

共有に努めていきます。

現状は連携しておらず、情報提供等もないこ

とが多いこと。(今後必要なケースがあれば積

極的に行っていきます)

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。
△

引き継ぎ事項については、ファイリングし引

き継ぎしやすくしていると共に、必要に応じ

てお電話等で様子についての情報共有等を

行っています。

現状、必要に応じて行っており、全員につい

て行ってはいないこと。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 △
研修会や連絡会、研修等にはできる限り代表

者が出席できるように日程や勤務の調整を

行っています。また、必要に応じて関係機関

から助言をいただいております。

全児童について児童発達支援センターとの連

携はできていないこと。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。 ○
屋外活動時等に障害のない児童と接する機会

はあるものの、交流は行なっていません。外

部に向けての情報発信や交流も視野に入れ

て、あいだっく全体でのイベントを開催して

います。

現状、ご希望等も多くないこともあり、積極

的に交流や一緒に活動する機会は設けていな

いこと。
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33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 ○ 都・区の説明会及びセミナー等へ積極的に参

加できるよう調整しています。
自立支援協議会には参加できていないこと。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。 ○
情報交換には、送迎時の引継ぎや連絡帳、

メール等を活用して都度行っています。保護

者との個別面談も実施しています。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 
○

日々の活動においての評価・工夫等をご家庭

での支援で活かしていただけるよう、毎回

しっかり振り返りながらメールや送迎時に保

護者の方々に細かく報告をしています。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。 ○ お便りやガイドブックを作成してわかりやす

くなるよう工夫しています。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 
○

半年に１度面談の機会を設けている他、電話

やメール等のツールも利用して日常的にやり

取りが可能な状況を作り、随時ご希望やご要

望が確認できるようにしています。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 ○ 必ず保護者に支援計画の内容をご確認いただ

き、同意を得ています。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。 ○ 随時メールやお電話、送迎時、面談等の機会

を通じて対応しています。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。
○

保護者の会はございませんが、保護者の皆様

にご参加いただけるイベントや講演等を行っ

ております。

保護者からの要望も少なく、現状そういった

機会は設けていないこと。(必要性や需要の変

化に応じて検討していければと考えています)

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。
○ できるだけ迅速かつ適切な対応を心掛けてい

ます。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。
○ 毎日のブログ更新、SNSでの情報発信、不定

期での会報誌の発行などを行っています。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○ 個人資料は全て鍵付きの書庫に保管していま

す。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。 ○
相手に合わせ、伝え方などの工夫をスタッフ

間で共有し、意思の疎通や情報伝達の配慮に

努めています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。 ○
イベントを通じて、活動内容を披露したり、

ブログ等を活用し、活動報告を行っていま

す。

コロナ発生より、不特定多数との接触への配

慮も必要となり、地域住民の招待等はなかな

か出来ていない現状であること。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。
○ 各種マニュアルは施設内で閲覧することが出

来るよう整備しています。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 ○
業務継続計画（BCP）を策定すると共に、防

災カードを作成して各家庭に配布している

他、年に2回以上の避難訓練の実施をしてお

り、消防計画も立てています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。 ○
契約時、半年に１度の面談時にフェイスシー

ト等を使っての確認を行なっている他、変更

等あった際にはご家族よりご連絡いただいて

把握に努めております。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。 ○
アレルギーがある児童については、受け入れ

時に書類も使って確認を行い、提供を控えて

います。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 ○
安全計画を作成すると共に、送迎車には安全

装置を取り付け、定期的に研修や避難訓練等

を行い、交通安全の標語等を使っての意識付

け等の工夫も随時行っています。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 ○
避難訓練の実施時に保護者への参加も呼び掛

けたり、訓練等の実施時の様子について報告

を行なったりと、随時ご家族への情報発信を

行っています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。 ○ 日報やメール連絡網に記載し、ミーティング

時に都度職員間で確認を行っています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。 ○ 虐待防止研修を必須で受けています。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。
○

身体拘束を行なわなければならないケースに

ついては、放課後等デイサービス計画にも記

載をした上で、保護者にも了承を頂いていま

す。
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サッカーあいだっく川崎
公表日 　　　　　2025年　3月　1日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ○

基本的には、屋外のフットサルコートを借

り、広いスペースで活動しております。雨の

日活動や長期休暇中の室内でのイベント等の

際は、施設内となりますが、収納スペースを

上手く活用しながら、なるべく広く使えるよ

うに工夫しています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。 ○
事業の新基準にあわせた職員体制で対応して

おり、活動に合わせ、作業療法士や保育士等

の専門スタッフも配置し、専門性の高い療

育、活動を提供出来るように工夫していま

す。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。
○

施設は1Fに位置しており、細かな段差等、必

要な箇所ではスタッフが補助する形で配慮を

行っています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。 ○
生活空間内に空気清浄機を２台設置し、部屋

はもちろん、玄関からトイレまで毎日清掃・

消毒を行なっています。空気清浄機や掃除機

等の機器についても定期的に洗浄作業を行っ

ています。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。  ○ 大部屋とは別に面談室を準備しており、必要

に応じて使用できるようにしています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。 ○
計画・実行・評価・改善を基本に、ミーティ

ング等を活用しながら日々業務改善を図って

います。情報収集や拡散には、メールやプリ

ントを活用し速やかに業務が遂行できるよう

にしています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。 ○
毎年保護者向けの評価表の配布・回収・集

計・公表を行なっており、内容についても把

握し、業務改善に繋げています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。 ○
上記同様、毎年事業所向けの評価表をスタッ

フに配布し、回収・集計・公表を行なってお

り、内容についても把握し、業務改善に繋げ

ています。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。 ○
現状第三者による外部評価は行なっていない

が、同企業内他施設の実地調査や更新時の調

査で指摘された点を参考に業務改善を行って

います。

現状第三者による外部評価は行なっていない

こと。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。 ○
他施設と合流での不定期での大きな研修に加

え、毎日の自施設内でのミーティングにて、

基本的業務確認のみではなく、障害特性や児

童とのかかわり方等、持続性があり効果的な

方法で研修が行えるよう心掛けています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  ○ 年度末までに公表が行なえるよう準備を進め

ています。
現時点では公表出来ていないこと。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。
○

子どもと保護者のニーズを参考に、必要な支

援や活動の工夫を職員で話し合い、計画に反

映させて作成しています。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 
○

児童発達管理責任者以外にも、児童との関わ

りも深く、長く、性格や特性をより把握して

いる者を中心に、複数のスタッフで話し合

い、計画を作成しています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。 ○
スタッフ全員がいつでも再確認しやすいよう

個別支援計画のみを五十音順にしてまとめた

ファイルを別途作成して保管しています。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。
○

あいだっく独自のアセスメントシートを準備

しています。また、専門スタッフが必要に応

じて適切なツールを見極めて実施していま

す。

標準化されたアセスメントツール(WISC等)は

行なっていないこと。(学校や病院等で別途既

に取っている児童も多いため）

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

○
それぞれの児童についてスタッフで話し合

い、必要性に応じて適切な項目を設定し、支

援計画をたてています。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 ○
専門スタッフを中心に、ミーティングや話し

合いを行ないながら活動プログラムの立案を

行っています。
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18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ○
児童の気持ちを考え、楽しく参加しながら、

学んでいることを自然に身に付けられるよ

う、毎日、集団活動でのプログラムと個人の

状態、状況を組み取りながら、児童にあった

活動メニューを工夫しています。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 ○
個別に得意なこと・苦手なこと等に合わせて

計画を立案しており、内容も個別はもちろ

ん、イベントや集団での活動も盛り込んだバ

ラエティに富んだ楽しめる内容に出来るよう

工夫しています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。
○

支援前に打ち合わせを実施し、支援の分担や

配慮事項等の確認を行なっています。送迎

表、当日行うプログラム活動の内容、担当、

チェック表等も活用してわかりやすく確認出

来るように工夫しています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 ○ 勤務形態にもよるが、スタッフ間での打合せ

や振り返りを随時行っています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。 ○
日報や個人記録にて、児童の様子や支援内容

を記録し、職員が参照できるようにしていま

す。記録を用いて、支援の検証や改善も図っ

ています。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 ○
本人やご家族のニーズを取り入れながら、取

り組み期間や目標を踏まえ、スタッフで話合

い、計画の見直しを行っています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。 ○
サッカーでの運動活動や日常生活の充実、自

立への支援等を中心に、自由時間や空き時

間、長期休暇時のイベント等では遊びや創作

活動等の要素も取り入れ、幅広く支援を行っ

ています。

地域との交流については積極的に行なえてい

ないこと。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。 ○
自分で試合やミニゲーム等での動きを考えた

り、決めたり、それが難しい児童には個別に

それぞれの力に応じて選択肢を準備して選ん

でもらったり等、活動内で自己決定の機会を

作るよう工夫しています。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 ○
児童との関わりも深く、長く、性格や特性を

より把握している者が中心となって参画して

います。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 ○

直接主治医とやり取り出来ていない分、学校

やご家族を通しての情報交換で体制を整えて

います。てんかん発作時のダイアップ等、医

療行為が必要な場合については、医師の意見

書を作成していただいています。また、医療

連携についても検討中です。

現状主治医との直接的なやり取りは行なえて

いないこと。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。
○

お迎えが遅れる時などは必ず学校へ連絡して

います。下校時間が急遽変更になった時や放

課後活動で遅れる時には学校から直接連絡を

いただけますが、通常の下校時刻や月の行事

予定等の情報は必ず保護者を通して把握する

ように学校から言われており、月間予定表や

学年だよりを保護者様からご提供いただいて

います。

学校から下校時刻や送迎対応、行事予定等の

情報共有は保護者から行うように言われるこ

とや、学校の月間予定表や学年だよりの発行

が遅い時もあり、月初の下校時刻把握が難し

い場合があること。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 ○
当事業所と同様に(株)アイダックデザインが

運営する相談支援事業を中心に、更なる情報

共有に努めていきます。

学校は関係者（保護者）以外との情報共有に

対して慎重な傾向があり、学校での様子につ

いての情報共有が難しい場合が多いこと。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。
○

引き継ぎ事項については、ファイリングし引

き継ぎしやすくしていると共に、必要に応じ

てお電話等で様子についての情報共有等を

行っています。

現状、必要に応じて行っており、全員につい

て行えてはいないこと。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 ○
研修会や連絡会、研修等にはできる限り代表

者が出席できるように日程や勤務の調整を

行っています。また、必要に応じて関係機関

から助言をいただいております。

児童発達支援センターとの直接的・継続的な

連携は行なえていないこと。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。 ○
屋外活動時等に障害のない児童と接する機会

はありますが、交流はしておりません。外部

に向けての情報発信や交流も視野に入れ、あ

いだっく全体のイベント開催をしています。

現状、ご希望等も多くないこともあり、積極

的に交流や一緒に活動を行う機会を設けては

いないこと。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 ○ 都・区の説明会及びセミナー等へ積極的に参

加できるよう調整しています。
自立支援協議会には参加できていないこと。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。 ○

情報交換には、送迎時の引継ぎや連絡帳、

メール等を活用して都度行っています。ま

た、定期的に同企業内他施設とのサッカーの

試合を行い、保護者にも観戦してもらい情報

交換を行っています。保護者との個別面談も

実施しています。

適

切

な

支

援

の

提

供

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携



35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 
○

日々の活動においての評価・工夫等をご家庭

での支援で活かしていただけるよう、毎回

しっかり振り返りながらメールや送迎時に保

護者の方々に細かく報告をしています。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。 ○ お便りやガイドブックを作成してわかりやす

くなるよう工夫しています。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 
○

半年に１度面談の機会を設けている他、電話

やメール等のツールも利用して日常的にやり

取りが可能な状況を作り、随時ご希望やご要

望が確認できるようにしています。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 ○ 必ず保護者に支援計画の内容をご確認いただ

き、同意を得ています。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。 ○ 随時メールやお電話、送迎時、面談等の機会

を通じて対応しています。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。
○

保護者会という形ではありませんが、保護者

がイベントなどで児童の成長を見られる場

を、少しずつ作ることはできており、その際

に保護者同士の連携やお話する機会にもなれ

ばと考えています。

保護者からの要望も少なく、現状そういった

機会は設けていないこと。(必要性や需要の変

化に応じて検討していければと考えています)

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。
○ できるだけ迅速かつ適切な対応を心掛けてい

ます。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。
○ 毎日のブログ更新、SNSでの情報発信、不定

期での会報誌の発行などを行っています。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○ 個人資料は全て鍵付きの書庫に保管していま

す。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。 ○
相手に合わせ、伝え方などの工夫をスタッフ

間で共有し、意思の疎通や情報伝達の配慮に

努めています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。 ○
サッカーの試合等のイベントを通じて、活動

内容を披露したり、ブログ等を活用し、活動

報告を行っています。

コロナ発生より、不特定多数との接触への配

慮も必要となり、地域住民の招待等はなかな

か出来ていない現状であること。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。
○ 各種マニュアルは施設内で閲覧することが出

来るよう整備しています。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 ○
業務継続計画（BCP）を策定すると共に、防

災カードを作成して各家庭に配布している

他、年に2回以上の避難訓練の実施をしてお

り、消防計画も立てています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。 ○
契約時、半年に１度の面談時にフェイスシー

ト等を使っての確認を行なっている他、変更

等あった際にはご家族よりご連絡いただいて

把握に努めております。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。 ○
アレルギーがある児童については、受け入れ

時に書類も使って確認を行い、提供を控えて

います。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 ○
安全計画を作成すると共に、送迎車には安全

装置を取り付け、定期的に研修や避難訓練等

を行い、交通安全の標語等を使っての意識付

け等の工夫も随時行っています。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 ○
避難訓練の実施時に保護者への参加も呼び掛

けたり、訓練等の実施時の様子について報告

を行なったりと、随時ご家族への情報発信を

行っています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。 ○ 日報やメール連絡網に記載し、ミーティング

時に都度職員間で確認を行っています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。 ○ 虐待防止研修を必須で受けています。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。
○

身体拘束を行なわなければならないケースに

ついては、放課後等デイサービス計画にも記

載をした上で、保護者にも了承を頂いていま

す。
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（別紙３）

～ 2024年　12月　20日

（対象者数） 50 （回答者数） 20

～ 2024年　12月　20日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムの内容や形式を定期的に見直し、新しいトレンドや技術

を取り入れることで、常に新鮮で効果的な活動を提供できるように

していくと共に、利用児童やご家族からのご意見や要望を活用し

て、プログラムの改善点を見つけていきます。

2

利用児童やご家庭からのご意見やご要望といったフィードバックを

収集・活用し、それをもとにスタッフの支援方法やアプローチを随

時改善していくことで、さらなる支援の質の向上を目指して行きま

す。

3

さらに便利で有益な情報共有を実現するため、報告内容やコミュニ

ケーションの形式を多様化し、保護者がより簡単にアクセスできる

ようにする（例：アプリの導入やオンラインプラットフォームの活

用等）工夫も考えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童の安全や感染予防を考えた上で、オンラインや小規模で安全性

を確保しながらの関りや、可能な地域貢献プログラムの導入、積極

的に情報発信で地域との情報共有を深め、児童の障害特性への理解

を促す等の工夫を考え、地域コミュニティとの関係構築を目指して

いきたいと思います。

2

保護者が積極的に参加したくなるような親子参加型のイベントの機

会を設けたり、SNSグループや専用のフォーラムやチャット等のオ

ンラインコミュニティを利用した保護者への負担が少ない支援の工

夫を考えたりしていきたいと思います。

3

地域コミュニティとの関係

児童の障害特性上の児童への影響や安全性の確保に加え、感染症予

防等への配慮もあり、地域イベントへの参加や不特定多数の地域の

方を招くようなイベントを積極的に行えておりません。

保護者会等の開催がない

年度末に展示会を設けることで、児童の成長を感じてもらうと共に

スタッフや児童、保護者同士での交流にも繋がるよう工夫している

ものの、半年に1回の面談に加え、学校や他施設でも行事や面談等が

あることを考慮すると、働いている保護者にとって仕事を休んで時

間を取る負担が大きくなるため、要望も少ないことから、現時点で

は定期的な保護者会は実施しておりません。

専門的なスタッフのサポート

理学療法士や児童発達支援管理責任者などの専門スタッフが在籍

し、子ども一人ひとりの特性やニーズに応じた支援、質の高いサ

ポートが行えるよう環境を整えています。

丁寧なコミュニケーションと報告

毎回利用時にはメールにて児童の様子を報告し、送迎時には直接保

護者とお会いしてお話しています。半年に１度全体に向けた面談の

機会も設けている他、希望があればいつでも面談が可能となってお

り、連絡ツールとして電話以外にメールも使う事で、連絡や相談等

のやり取りもしやすいよう体制を整えています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

スキルと自信を育む多様な創作体験の提供

各児童の個性や興味に応じた個別の創作活動を通じて、手先の器用

さや創造力を養うと共に、季節に応じたイベントやアート活動も提

供しており、子どもたちがさまざまな創作体験を通じて成長できる

環境を整えています。また、コンテストへの応募や展示会の開催を

することで、成果の発表の場を儲け、自信を持たせ、達成感を得る

機会にもしています。

○事業所名 アトリエあいだっく中野新橋

○保護者評価実施期間
2024年　11月　11日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024年　11月　11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　1月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 2024年12月20日

（対象者数） 58 （回答者数）
29

～ 2024年11月29日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムの内容や形式を定期的に見直し、新しいトレンド

や技術を取り入れることで、常に新鮮で効果的な活動を提供

できるようにしていくと共に、利用児童やご家族からのご意

見や要望を活用して、プログラムの改善点を見つけていきま

す。

2

利用児童やご家庭からのご意見やご要望といったフィード

バックを収集・活用し、それをもとにスタッフの支援方法や

アプローチを随時改善していくことで、さらなる支援の質の

向上を目指して行きます。

3

さらに便利で有益な情報共有を実現するため、報告内容やコ

ミュニケーションの形式を多様化し、保護者がより簡単にア

クセスできるようにする（例：アプリの導入やオンラインプ

ラットフォームの活用等）工夫も考えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童の安全や感染予防を考えた上で、オンラインや小規模で

安全性を確保しながらの関りや、可能な地域貢献プログラム

の導入、積極的に情報発信で地域との情報共有を深め、児童

の障害特性への理解を促す等の工夫を考え、地域コミュニ

ティとの関係構築を目指していきたいと思います。

2

保護者が積極的に参加したくなるような親子参加型のイベン

トの機会を設けたり、SNSグループや専用のフォーラムや

チャット等のオンラインコミュニティを利用した保護者への

負担が少ない支援の工夫を考えたりしていきたいと思いま

す。

3

個性を伸ばす多彩なアート活動の提供

多種多様な画材や創作プログラムを提供し、利用者の興味や

ニーズに応じた対応を行うことで、子どもたちが興味を持ち続

け、自由に表現を楽しむ中で成長していけるよう環境を整えて

います。

○事業所名 アトリエあいだっく新中野

○保護者評価実施期間
2024年11月25日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024年11月25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年1月29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

専門的なスタッフのサポート

作業療法士や児童発達支援管理責任者などの専門スタッフが在

籍し、子ども一人ひとりの特性やニーズに応じた支援、質の高

いサポートが行えるよう環境を整えています。

丁寧なコミュニケーションと報告

毎回利用時にはメールにて児童の様子を報告し、送迎時には直

接保護者とお会いしてお話しています。半年に１度全体に向け

た面談の機会も設けている他、希望があればいつでも面談が可

能となっており、連絡ツールとして電話以外にメールも使う事

で、連絡や相談等のやり取りもしやすいよう体制を整えていま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域コミュニティとの関係

児童の障害特性上の児童への影響や安全性の確保に加え、感染

症予防等への配慮もあり、地域イベントへの参加や不特定多数

の地域の方を招くようなイベントを積極的に行えておりませ

ん。

保護者会等の開催がない

半年に1回の面談に加え、学校や他施設でも行事や面談等があ

ることを考慮すると、働いている保護者にとって仕事を休んで

時間を取る負担が大きくなるため、要望も少ないことから、現

時点では定期的な保護者会は実施しておりません。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 2024年12月20日

（対象者数） 56 （回答者数）
32

～ 2024年11月29日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムの内容や形式を定期的に見直し、新しいトレンド

や技術を取り入れることで、常に新鮮で効果的な活動を提供

できるようにしていくと共に、利用児童やご家族からのご意

見や要望を活用して、プログラムの改善点を見つけていきま

す。

2

利用児童やご家庭からのご意見やご要望といったフィード

バックを収集・活用し、それをもとにスタッフの支援方法や

アプローチを随時改善していくことで、さらなる支援の質の

向上を目指して行きます。

3

さらに便利で有益な情報共有を実現するため、報告内容やコ

ミュニケーションの形式を多様化し、保護者がより簡単にア

クセスできるようにする（例：アプリの導入やオンラインプ

ラットフォームの活用等）工夫も考えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童の安全や感染予防を考えた上で、オンラインや小規模で

安全性を確保しながらの関りや、可能な地域貢献プログラム

の導入、積極的に情報発信で地域との情報共有を深め、児童

の障害特性への理解を促す等の工夫を考え、地域コミュニ

ティとの関係構築を目指していきたいと思います。

2

保護者が積極的に参加したくなるような親子参加型のイベン

トの機会を設けたり、SNSグループや専用のフォーラムや

チャット等のオンラインコミュニティを利用した保護者への

負担が少ない支援の工夫を考えたりしていきたいと思いま

す。

3

音楽を通じた創造性と自信の育成

楽器演奏や歌唱、CUPSやダンスなど、音楽を使った多彩なプ

ログラムの提供で児童の創造性や協調性を育み、マーカーやト

ランポリンを使ってのバランス感覚や体幹へのアプローチも

行っています。楽しみながら成長出来る環境を整えると共に、

成果を発表するフェスを開催することで、自信を持たせ、達成

感を得る機会も設けています。

○事業所名 スタジオあいだっく

○保護者評価実施期間
2024年11月25日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024年11月25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年1月29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

専門的なスタッフのサポート

言語聴覚士や理学療法士、児童発達支援管理責任者などの専門

スタッフが在籍し、セラピスト活動なども実施しながら、子ど

も一人ひとりの特性やニーズに応じた支援、質の高いサポート

が行えるよう環境を整えています。

丁寧なコミュニケーションと報告

毎回利用時にはメールにて児童の様子を報告し、送迎時には直

接保護者とお会いしてお話しています。半年に１度全体に向け

た面談の機会も設けている他、希望があればいつでも面談が可

能となっており、連絡ツールとして電話以外にメールも使う事

で、連絡や相談等のやり取りもしやすいよう体制を整えていま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域コミュニティとの関係

児童の障害特性上の児童への影響や安全性の確保に加え、感染

症予防等への配慮もあり、地域イベントへの参加や不特定多数

の地域の方を招くようなイベントを積極的に行えておりませ

ん。

保護者会等の開催がない

年度末にフェスを開催することで、児童の成長を感じてもらう

と共にスタッフや児童、保護者同士での交流にも繋がるよう工

夫しているものの、半年に1回の面談に加え、学校や他施設で

も行事や面談等があることを考慮すると、働いている保護者に

とって仕事を休んで時間を取る負担が大きくなるため、要望も

少ないことから、現時点では定期的な保護者会は実施しており

ません。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 2024年　12月　20日

（対象者数） 58 （回答者数）
26

～ 2024年　11月　15日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムの内容や形式を定期的に見直し、新しいトレンド

や技術を取り入れることで、常に新鮮で効果的な活動を提供

できるようにしていくと共に、利用児童やご家族からのご意

見や要望を活用して、プログラムの改善点を見つけていきま

す。

2

利用児童やご家庭からのご意見やご要望といったフィード

バックを収集・活用し、それをもとにスタッフの支援方法や

アプローチを随時改善していくことで、さらなる支援の質の

向上を目指して行きます。

3

さらに便利で有益な情報共有を実現するため、報告内容やコ

ミュニケーションの形式を多様化し、保護者がより簡単にア

クセスできるようにする（例：アプリの導入やオンラインプ

ラットフォームの活用等）工夫も考えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童の安全や感染予防を考えた上で、オンラインや小規模で

安全性を確保しながらの関りや、可能な地域貢献プログラム

の導入、積極的に情報発信で地域との情報共有を深め、児童

の障害特性への理解を促す等の工夫を考え、地域コミュニ

ティとの関係構築を目指していきたいと思います。

2

保護者が積極的に参加したくなるような親子参加型のイベン

トの機会を設けたり、SNSグループや専用のフォーラムや

チャット等のオンラインコミュニティを利用した保護者への

負担が少ない支援の工夫を考えたりしていきたいと思いま

す。

3

地域コミュニティとの関係

児童の障害特性上の児童への影響や安全性の確保に加え、感染

症予防等への配慮もあり、地域イベントへの参加や不特定多数

の地域の方を招くようなイベントを積極的に行えておりませ

ん。

保護者会等の開催がない

半年に1回の面談に加え、学校や他施設でも行事や面談等があ

ることを考慮すると、働いている保護者にとって仕事を休んで

時間を取る負担が大きくなるため、要望も少ないことから、現

時点では定期的な保護者会は実施しておりません。

専門的なスタッフのサポート

作業療法士や児童発達支援管理責任者などの専門スタッフが在

籍し、子ども一人ひとりの特性やニーズに応じた支援、質の高

いサポートが行えるよう環境を整えています。

丁寧なコミュニケーションと報告

毎回利用時にはメールにて児童の様子を報告し、送迎時には直

接保護者とお会いしてお話しています。半年に１度全体に向け

た面談の機会も設けている他、希望があればいつでも面談が可

能となっており、連絡ツールとして電話以外にメールも使う事

で、連絡や相談等のやり取りもしやすいよう体制を整えていま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

デジタルスキルの育成とサポート

幅広いデジタルツールやソフトウェアを活用して、児童の興味

や能力に応じた多様なスキルを個々のペースで楽しく習得でき

る環境を整えています。

○事業所名 パソコンあいだっく

○保護者評価実施期間
2024年　11月　25日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024年　11月　11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　1月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 2024年　12月　20日

（対象者数） 53 （回答者数）
20

～ 2024年　12月　20日

（対象者数） 10 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムの内容や形式を定期的に見直し、新しいトレンド

や技術を取り入れることで、常に新鮮で効果的な活動を提供

できるようにしていくと共に、利用児童やご家族からのご意

見や要望を活用して、プログラムの改善点を見つけていきま

す。

2

利用児童やご家庭からのご意見やご要望といったフィード

バックを収集・活用し、それをもとにスタッフの支援方法や

アプローチを随時改善していくことで、さらなる支援の質の

向上を目指して行きます。

3

さらに便利で有益な情報共有を実現するため、報告内容やコ

ミュニケーションの形式を多様化し、保護者がより簡単にア

クセスできるようにする（例：アプリの導入やオンラインプ

ラットフォームの活用等）工夫も考えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童の安全や感染予防を考えた上で、オンラインや小規模で

安全性を確保しながらの関りや、可能な地域貢献プログラム

の導入、積極的に情報発信で地域との情報共有を深め、児童

の障害特性への理解を促す等の工夫を考え、地域コミュニ

ティとの関係構築を目指していきたいと思います。

2

保護者が積極的に参加したくなるような親子参加型のイベン

トの機会を設けたり、SNSグループや専用のフォーラムや

チャット等のオンラインコミュニティを利用した保護者への

負担が少ない支援の工夫を考えたりしていきたいと思いま

す。

3

地域コミュニティとの関係

児童の障害特性上の児童への影響や安全性の確保に加え、感染

症予防等への配慮もあり、地域イベントへの参加や不特定多数

の地域の方を招くようなイベントを積極的に行えておりませ

ん。

保護者会等の開催がない

半年に1回の面談に加え、学校や他施設でも行事や面談等があ

ることを考慮すると、働いている保護者にとって仕事を休んで

時間を取る負担が大きくなるため、要望も少ないことから、現

時点では定期的な保護者会は実施しておりません。

専門的なスタッフのサポート

理学療法士や児童発達支援管理責任者などの専門スタッフが在

籍し、子ども一人ひとりの特性やニーズに応じた支援、質の高

いサポートが行えるよう環境を整えています。

丁寧なコミュニケーションと報告

毎回利用時にはメールにて児童の様子を報告し、送迎時には直

接保護者とお会いしてお話しています。半年に１度全体に向け

た面談の機会も設けている他、希望があればいつでも面談が可

能となっており、連絡ツールとして電話以外にメールも使う事

で、連絡や相談等のやり取りもしやすいよう体制を整えていま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

スポーツを通じた協調性と自信の育成

各児童のスキルや体力に応じたトレーニングプログラムを提供

し、自分のペースでのスキルの向上を促すと共に、グループで

の活動や練習も重ねることで、スポーツを楽しみながら社会性

を学び、サッカーを通して協調性やチームワークを育みます。

○事業所名 サッカーあいだっく

○保護者評価実施期間
2024年　11月　11日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024年　11月　11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年　12月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 2024年　12月　20日

（対象者数） 47 （回答者数）
21

～ 2024年　12月　20日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムの内容や形式を定期的に見直し、新しいトレンド

や技術を取り入れることで、常に新鮮で効果的な活動を提供

できるようにしていくと共に、利用児童やご家族からのご意

見や要望を活用して、プログラムの改善点を見つけていきま

す。

2

利用児童やご家庭からのご意見やご要望といったフィード

バックを収集・活用し、それをもとにスタッフの支援方法や

アプローチを随時改善していくことで、さらなる支援の質の

向上を目指して行きます。

3

さらに便利で有益な情報共有を実現するため、報告内容やコ

ミュニケーションの形式を多様化し、保護者がより簡単にア

クセスできるようにする（例：アプリの導入やオンラインプ

ラットフォームの活用等）工夫も考えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童の安全や感染予防を考えた上で、オンラインや小規模で

安全性を確保しながらの関りや、可能な地域貢献プログラム

の導入、積極的に情報発信で地域との情報共有を深め、児童

の障害特性への理解を促す等の工夫を考え、地域コミュニ

ティとの関係構築を目指していきたいと思います。

2

保護者が積極的に参加したくなるような親子参加型のイベン

トの機会を設けたり、SNSグループや専用のフォーラムや

チャット等のオンラインコミュニティを利用した保護者への

負担が少ない支援の工夫を考えたりしていきたいと思いま

す。

3

曜日ごとの多種多様な活動の提供

パソコン・アート・音楽と、様々な種類の活動を曜日別に提供

することで、個々の児童の興味や特性に合わせた活動選択が可

能となっており、自己表現力が高まります。また、音楽活動で

は、成果を発表するあいだっくフェスタを開催することで、自

信を持たせ、達成感を得る機会を設けます。

○事業所名 渋谷あいだっく

○保護者評価実施期間
2024年　11月　11日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024年　11月　11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年　12月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

専門的なスタッフのサポート

理学療法士や児童発達支援管理責任者などの専門スタッフが在

籍し、子ども一人ひとりの特性やニーズに応じた支援、質の高

いサポートが行えるよう環境を整えています。

丁寧なコミュニケーションと報告

毎回利用時にはメールにて児童の様子を報告し、送迎時には直

接保護者とお会いしてお話しています。半年に１度全体に向け

た面談の機会も設けている他、希望があればいつでも面談が可

能となっており、連絡ツールとして電話以外にメールも使う事

で、連絡や相談等のやり取りもしやすいよう体制を整えていま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域コミュニティとの関係

児童の障害特性上の児童への影響や安全性の確保に加え、感染

症予防等への配慮もあり、地域イベントへの参加や不特定多数

の地域の方を招くようなイベントを積極的に行っておりませ

ん。

保護者会等の開催がない

年度末にフェスを開催することで、児童の成長を感じてもらう

と共にスタッフや児童、保護者同士での交流にも繋がるよう工

夫しているものの、半年に1回の面談に加え、学校や他施設で

も行事や面談等があることを考慮すると、働いている保護者に

とって仕事を休んで時間を取る負担が大きくなるため、要望も

少ないことから、現時点では定期的な保護者会は実施しており

ません。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 2024年12月20日

（対象者数） 47 （回答者数） 26

～ 2024年11月15日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムの内容や形式を定期的に見直し、新しいトレンド

や技術を取り入れることで、常に新鮮で効果的な活動を提供

できるようにしていくと共に、利用児童やご家族からのご意

見や要望を活用して、プログラムの改善点を見つけていきま

す。

2

利用児童やご家庭からのご意見やご要望といったフィード

バックを収集・活用し、それをもとにスタッフの支援方法や

アプローチを随時改善していくことで、さらなる支援の質の

向上を目指して行きます。

3

さらに便利で有益な情報共有を実現するため、報告内容やコ

ミュニケーションの形式を多様化し、保護者がより簡単にア

クセスできるようにする（例：アプリの導入やオンラインプ

ラットフォームの活用等）工夫も考えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童の安全や感染予防を考えた上で、オンラインや小規模で

安全性を確保しながらの関りや、可能な地域貢献プログラム

の導入、積極的に情報発信で地域との情報共有を深め、児童

の障害特性への理解を促す等の工夫を考え、地域コミュニ

ティとの関係構築を目指していきたいと思います。

2

保護者が積極的に参加したくなるような親子参加型のイベン

トの機会を設けたり、SNSグループや専用のフォーラムや

チャット等のオンラインコミュニティを利用した保護者への

負担が少ない支援の工夫を考えたりしていきたいと思いま

す。

3

さまざまな材料、道具を使った創造的な工作活動

さまざまな材料、道具を使った工作活動を通じて、児童が自分

のアイデアを具体化するための実践的なスキルを身につけ、創

造力、計画性、問題解決能力を育みます。

○事業所名 ブロックあいだっく

○保護者評価実施期間
2024年11月25日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024年11月11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年1月15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

専門的なスタッフのサポート

作業療法士や児童発達支援管理責任者などの専門スタッフが在

籍し、子ども一人ひとりの特性やニーズに応じた支援、質の高

いサポートが行えるよう環境を整えています。

丁寧なコミュニケーションと報告

毎回利用時にはメールにて児童の様子を報告し、送迎時には直

接保護者とお会いしてお話しています。半年に１度全体に向け

た面談の機会も設けている他、希望があればいつでも面談が可

能となっており、連絡ツールとして電話以外にメールも使う事

で、連絡や相談等のやり取りもしやすいよう体制を整えていま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域コミュニティとの関係

児童の障害特性上の児童への影響や安全性の確保に加え、感染

症予防等への配慮もあり、地域イベントへの参加や不特定多数

の地域の方を招くようなイベントは積極的に行えておりませ

ん。

保護者会等の開催がない

半年に1回の面談に加え、学校や他施設でも行事や面談等があ

ることを考慮すると、働いている保護者にとって仕事を休んで

時間を取る負担が大きくなるため、要望も少ないことから、現

時点では定期的な保護者会は実施しておりません。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 2025年　1月　10日

（対象者数） 40 （回答者数）
20

～ 2025年　1月　10日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムの内容や形式を定期的に見直し、新しいトレンド

や技術を取り入れることで、常に新鮮で効果的な活動を提供

できるようにしていくと共に、利用児童やご家族からのご意

見や要望を活用して、プログラムの改善点を見つけていきま

す。

2

利用児童やご家庭からのご意見やご要望といったフィード

バックを収集・活用し、それをもとにスタッフの支援方法や

アプローチを随時改善していくことで、さらなる支援の質の

向上を目指して行きます。

3

さらに便利で有益な情報共有を実現するため、報告内容やコ

ミュニケーションの形式を多様化し、保護者がより簡単にア

クセスできるようにする（例：アプリの導入やオンラインプ

ラットフォームの活用等）工夫も考えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童の安全や感染予防を考えた上で、オンラインや小規模で

安全性を確保しながらの関りや、可能な地域貢献プログラム

の導入、積極的に情報発信で地域との情報共有を深め、児童

の障害特性への理解を促す等の工夫を考え、地域コミュニ

ティとの関係構築を目指していきたいと思います。

2

保護者が積極的に参加したくなるような親子参加型のイベン

トの機会を設けたり、SNSグループや専用のフォーラムや

チャット等のオンラインコミュニティを利用した保護者への

負担が少ない支援の工夫を考えたりしていきたいと思いま

す。

3

アートや工作を通じた多彩な活動の提供

絵画や工作などのアート活動を多様に取り入れ、児童が様々な

表現方法を試せる環境を整えると共に、各児童の興味や関心に

合わせたアート・工作プログラムを提供し、個別の興味を生か

した活動を行う事で、児童が主体的に取り組む姿勢を育んでい

ます。

○事業所名 アトリエあいだっく川崎

○保護者評価実施期間
2024年　11月　11日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024年　11月　11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　1月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

専門的なスタッフのサポート

作業療法士や児童発達支援管理責任者などの専門スタッフが在

籍し、子ども一人ひとりの特性やニーズに応じた支援、質の高

いサポートが行えるよう環境を整えています。

丁寧なコミュニケーションと報告

毎回利用時にはメールにて児童の様子を報告し、送迎時には直

接保護者とお会いしてお話しています。半年に１度全体に向け

た面談の機会も設けている他、希望があればいつでも面談が可

能となっており、連絡ツールとして電話以外にメールも使う事

で、連絡や相談等のやり取りもしやすいよう体制を整えていま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域コミュニティとの関係

児童の障害特性上の児童への影響や安全性の確保に加え、感染

症予防等への配慮もあり、地域イベントへの参加や不特定多数

の地域の方を招くようなイベントは積極的に行えておりませ

ん。

保護者会等の開催がない

半年に1回の面談に加え、学校や他施設でも行事や面談等があ

ることを考慮すると、働いている保護者にとって仕事を休んで

時間を取る負担が大きくなるため、要望も少ないことから、現

時点では定期的な保護者会は実施しておりません。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 2025年　1月　10日

（対象者数） 36 （回答者数）
26

～ 2025年　1月　10日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムの内容や形式を定期的に見直し、新しいトレンド

や技術を取り入れることで、常に新鮮で効果的な活動を提供

できるようにしていくと共に、利用児童やご家族からのご意

見や要望を活用して、プログラムの改善点を見つけていきま

す。

2

利用児童やご家庭からのご意見やご要望といったフィード

バックを収集・活用し、それをもとにスタッフの支援方法や

アプローチを随時改善していくことで、さらなる支援の質の

向上を目指して行きます。

3

さらに便利で有益な情報共有を実現するため、報告内容やコ

ミュニケーションの形式を多様化し、保護者がより簡単にア

クセスできるようにする（例：アプリの導入やオンラインプ

ラットフォームの活用等）工夫も考えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童の安全や感染予防を考えた上で、オンラインや小規模で

安全性を確保しながらの関りや、可能な地域貢献プログラム

の導入、積極的に情報発信で地域との情報共有を深め、児童

の障害特性への理解を促す等の工夫を考え、地域コミュニ

ティとの関係構築を目指していきたいと思います。

2

保護者が積極的に参加したくなるような親子参加型のイベン

トの機会を設けたり、SNSグループや専用のフォーラムや

チャット等のオンラインコミュニティを利用した保護者への

負担が少ない支援の工夫を考えたりしていきたいと思いま

す。

3

多彩な身体活動を通じた協調性と体力の育成

サッカーやダンスといった身体を使った活動で、児童が楽しみ

ながら体力を向上させ、チームワークや協調性を自然に学び、

音楽やリズム活動で感性を育み、身体活動と合わせて、心と体

のバランスの取れた成長をしていけるようサポートしていま

す。

○事業所名 スタジオあいだっく川崎

○保護者評価実施期間
2024年　11月　11日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024年　11月　11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　1月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

専門的なスタッフのサポート

作業療法士や理学療法士、児童発達支援管理責任者などの専門

スタッフが在籍し、子ども一人ひとりの特性やニーズに応じた

支援、質の高いサポートが行えるよう環境を整えています。

丁寧なコミュニケーションと報告

毎回利用時にはメールにて児童の様子を報告し、送迎時には直

接保護者とお会いしてお話しています。半年に１度全体に向け

た面談の機会も設けている他、希望があればいつでも面談が可

能となっており、連絡ツールとして電話以外にメールも使う事

で、連絡や相談等のやり取りもしやすいよう体制を整えていま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域コミュニティとの関係

児童の障害特性上の児童への影響や安全性の確保に加え、感染

症予防等への配慮もあり、地域イベントへの参加や不特定多数

の地域の方を招くようなイベントは積極的に行えておりませ

ん。

保護者会等の開催がない

半年に1回の面談に加え、学校や他施設でも行事や面談等があ

ることを考慮すると、働いている保護者にとって仕事を休んで

時間を取る負担が大きくなるため、要望も少ないことから、現

時点では定期的な保護者会は実施しておりません。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 2025年　1月　10日

（対象者数） 53 （回答者数）
31

～ 2025年　1月　10日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムの内容や形式を定期的に見直し、新しいトレンド

や技術を取り入れることで、常に新鮮で効果的な活動を提供

できるようにしていくと共に、利用児童やご家族からのご意

見や要望を活用して、プログラムの改善点を見つけていきま

す。

2

利用児童やご家庭からのご意見やご要望といったフィード

バックを収集・活用し、それをもとにスタッフの支援方法や

アプローチを随時改善していくことで、さらなる支援の質の

向上を目指して行きます。

3

さらに便利で有益な情報共有を実現するため、報告内容やコ

ミュニケーションの形式を多様化し、保護者がより簡単にア

クセスできるようにする（例：アプリの導入やオンラインプ

ラットフォームの活用等）工夫も考えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童の安全や感染予防を考えた上で、オンラインや小規模で

安全性を確保しながらの関りや、可能な地域貢献プログラム

の導入、積極的に情報発信で地域との情報共有を深め、児童

の障害特性への理解を促す等の工夫を考え、地域コミュニ

ティとの関係構築を目指していきたいと思います。

2

保護者が積極的に参加したくなるような親子参加型のイベン

トの機会を設けたり、SNSグループや専用のフォーラムや

チャット等のオンラインコミュニティを利用した保護者への

負担が少ない支援の工夫を考えたりしていきたいと思いま

す。

3

多様なパソコン活動を通じて創造性を育む環境

オリジナルプリントやグッズ作成体験等を通じて、楽しみなが

らパソコンスキルの習得や創造力・自己表現力の向上を促して

います。また、ポイントシステムを導入し、達成感を得られる

ような工夫を行っています。

○事業所名 パソコンあいだっく川崎

○保護者評価実施期間
2024年　11月　11日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024年　11月　11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　1月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

専門的なスタッフのサポート

言語聴覚士や児童発達支援管理責任者などの専門スタッフが在

籍し、子ども一人ひとりの特性やニーズに応じた支援、質の高

いサポートが行えるよう環境を整えています。

丁寧なコミュニケーションと報告

毎回利用時にはメールにて児童の様子を報告し、送迎時には直

接保護者とお会いしてお話しています。半年に１度全体に向け

た面談の機会も設けている他、希望があればいつでも面談が可

能となっており、連絡ツールとして電話以外にメールも使う事

で、連絡や相談等のやり取りもしやすいよう体制を整えていま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域コミュニティとの関係

児童の障害特性上の児童への影響や安全性の確保に加え、感染

症予防等への配慮もあり、地域イベントへの参加や不特定多数

の地域の方を招くようなイベントは積極的に行えておりませ

ん。

保護者会等の開催がない

半年に1回の面談に加え、学校や他施設でも行事や面談等があ

ることを考慮すると、働いている保護者にとって仕事を休んで

時間を取る負担が大きくなるため、要望も少ないことから、現

時点では定期的な保護者会は実施しておりません。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 2025年　1月　10日

（対象者数） 61 （回答者数）
39

～ 2025年　1月　10日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムの内容や形式を定期的に見直し、新しいトレンド

や技術を取り入れることで、常に新鮮で効果的な活動を提供

できるようにしていくと共に、利用児童やご家族からのご意

見や要望を活用して、プログラムの改善点を見つけていきま

す。

2

利用児童やご家庭からのご意見やご要望といったフィード

バックを収集・活用し、それをもとにスタッフの支援方法や

アプローチを随時改善していくことで、さらなる支援の質の

向上を目指して行きます。

3

さらに便利で有益な情報共有を実現するため、報告内容やコ

ミュニケーションの形式を多様化し、保護者がより簡単にア

クセスできるようにする（例：アプリの導入やオンラインプ

ラットフォームの活用等）工夫も考えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童の安全や感染予防を考えた上で、オンラインや小規模で

安全性を確保しながらの関りや、可能な地域貢献プログラム

の導入、積極的に情報発信で地域との情報共有を深め、児童

の障害特性への理解を促す等の工夫を考え、地域コミュニ

ティとの関係構築を目指していきたいと思います。

2

保護者が積極的に参加したくなるような親子参加型のイベン

トの機会を設けたり、SNSグループや専用のフォーラムや

チャット等のオンラインコミュニティを利用した保護者への

負担が少ない支援の工夫を考えたりしていきたいと思いま

す。

3

サッカーを通じた体力と協調性の向上

サッカー活動の際には、安全を最優先に考え、適切な用具と見

守りの下、屋外のフットサルコートを借りて活動を行っていま

す。サッカーの練習や試合を通じて、体力を養い、チームワー

クやコミュニケーション能力を楽しく育んでいけるよう環境を

整えています。

○事業所名 サッカーあいだっく川崎

○保護者評価実施期間
2024年　11月　11日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024年　11月　11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　1月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

専門的なスタッフのサポート

作業療法士や児童発達支援管理責任者などの専門スタッフが在

籍し、子ども一人ひとりの特性やニーズに応じた支援、質の高

いサポートが行えるよう環境を整えています。

丁寧なコミュニケーションと報告

毎回利用時にはメールにて児童の様子を報告し、送迎時には直

接保護者とお会いしてお話しています。半年に１度全体に向け

た面談の機会も設けている他、希望があればいつでも面談が可

能となっており、連絡ツールとして電話以外にメールも使う事

で、連絡や相談等のやり取りもしやすいよう体制を整えていま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域コミュニティとの関係

児童の障害特性上の児童への影響や安全性の確保に加え、感染

症予防等への配慮もあり、地域イベントへの参加や不特定多数

の地域の方を招くようなイベントは積極的に行えておりませ

ん。

保護者会等の開催がない

半年に1回の面談に加え、学校や他施設でも行事や面談等があ

ることを考慮すると、働いている保護者にとって仕事を休んで

時間を取る負担が大きくなるため、要望も少ないことから、現

時点では定期的な保護者会は実施しておりません。

事業所における自己評価総括表公表
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